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放課後は無敵ですが、何か？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　いきなり大攻城戦!?







「わぁ、家でいっぱいだ──」

　坂の上から眼下に広がる光景に、少年は思わず感かん嘆たんのため息をついた。

　都会のベイ・エリア──家が建ち並ぶベッドタウン、高層ビルが密集した駅前のオフィス街、遠く港の先には、オレンジ色の海が夕日にキラキラと光っている。

　田舎いなか生まれ田舎育ちの少年にとって、その街の眺ちよう望ぼうは新しん鮮せんかつ驚きよう異いの異世界だった。

「これが、今日から僕が住むことになる街か……」

　少年はそう呟つぶやき、パンパンに膨ふくれたバッグを、もう一度、抱かかえ直す。

　バッグには、彼の新生活に必要な、たくさんの日用品が詰つめこまれていた。

　少年──遠えん藤どう竜夷リユーイは、新たな高校生活を始めるべく、田舎から上京してきたのだ。

　都会の匂においを胸いっぱいに吸いこみ、リューイは坂を下る道を歩き始める。

　そのとき、中身がはみ出したバッグの口から、ポロリと小さな箱が一つ、路上に落っこちた。

「あっ！」

　箱は地面を数回バウンドし、そのままコロコロと坂道を転がり落ちていく。

「ち、ちょっと、ま、まて──！」

　リューイは慌あわててあとを追おうとするが、荷物が重くて身動きがとれない。

　瞬しゆん間かん、彼のすぐ横から、にわかに突とつ風ぷうが巻き起こった。

　突風は、彼の脇わきを追い抜ぬいた一台のマウンテンバイクだった。

「き、君は──!?」

「まかせて！」

　刹せつ那な、マウンテンバイクに跨またがった少女が、リューイに叫さけぶ。

　ミニスカートとジャージ姿の少女──。

「まててててててえッ！」

　少女は弾だん丸がんのような猛もうスピードで坂を滑すべり降り、転がる箱を追いかけていく。

「はッ！」

　次の瞬間、マウンテンバイクが車体ごと宙を舞まった。まるでスキーのジャンプのように。

　無重力状態になった少女の体が、フワリと夕焼け空をバックに滞たい空くうする。

　中空で少女は手を伸のばし、転がる箱を中空で見事にキャッチした。

　そして、地面に着地すると、後輪をドリフトしてキキキキッと車体を華か麗れいに急停止させる。

　鮮あざやかなハンドリング、見事なテクニック、抜ばつ群ぐんの運動神経だった。まるでサーカスのアクロバット・ショーだ。
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「君、落とし物よー！」

　少女がそう言って、坂の上にいるリューイに向かって箱を掲かかげる。輝かがやくような笑え顔がおだ。

「あ、ありがと──」

「う～む……」

　リューイがお礼をしようと声を張りあげた瞬間、不意に彼の背後で声がした。

　驚おどろいて振ふり向くと、そこにはもう一人、少女のアクロバットを見ている少年がいた。

「……パステルブルーの、ストライプか……」

　少年は何かを吟ぎん味みするような表情で顎あごを擦こすり、坂の下の少女を眺ながめている。

　パステルブルーのストライプ？

　リューイは少年に、言葉の意味を質問しようと口を開きかけた、が、やめた。ハッと気づいたのだ。確かに彼の目にも、さきほどの光景が鮮せん烈れつに焼きついていた。

　宙を飛んだ少女の、風にはためくプリーツスカート。

　その合間から見える──そう、確かに、パステルブルーのストライプだった……。

「う～む、イメージ通りっちゃあイメージ通りだが……なんつーか、もっとサプライズが欲しいよなぁ……。意外性でいえば〝黒〟とか……いや、ここは裏の裏をかいて、あえて清純派の〝白〟も捨てがたい……」

　少年が妙みように真しん剣けんな様子で、小難しそうな顔をしてブツブツと呟つぶやいている。

「おまえはどう思う？　遠藤リューイ」

　突とつ然ぜん、少年に話しかけられ、リューイはビクッと背筋を伸ばした。

「い、いや！　そんなの〝どう思う？〟とか言われても……って、なんで僕の名前を……!?」

　リューイの反応に、少年は「ビンゴ！」と指を鳴らし、ニヤニヤする。

「お～い！　やっぱ、噂うわさの転校生だったみてぇだ。ジュノ！」

　少年が声を張りあげ、坂の下の少女を呼ぶ。

「やっぱり！　駅から学生寮りように行くには、この道を通るしかないもんね」

　少女はマウンテンバイクを手押しし、坂を上ってくる。どうやら二人は知り合いらしい。

　ジュノと呼ばれた少女が、嬉うれしそうな顔でリューイの前までやってきた。

「君たちは……？」

「モチロン、君を迎むかえに来たのよ。遠藤君」

　そう言って、少女がリューイに笑顔で挨あい拶さつをした。

「私は火ひ野の宮みや寿乃ジユノ。よろしくね」

　セミロングの健康的な美少女だった。ちょっとキツめの大きな瞳ひとみと、愛あい嬌きようのある眩まぶしい笑顔は、元気系の正統派アイドルとして充じゆう分ぶん、通用しそうな雰ふん囲い気きだ。

「〝ストライプちゃん〟って呼んでね！　アッハ～ン♥」

　二人の間にむりやり割りこみ、少年がとぼけた口調でジュノの自己紹しよう介かいを茶ちや化かした。

「はァ？　何言ってるの？　意味わかんない」

　その態度に、今までリューイに笑顔を向けていたジュノが豹ひよう変へんし、キッと少年を睨にらむ。

　少年は、「お～、怖ッ！」と肩かたをすくめるフリをして、大おお袈裟げさにおどけて見せた。

「俺は碧みどり川かわ咲さく太た郎ろう。おまえの部屋のお隣となりさんだ！」

　少年はビッと親指を立て、ワザとらしくウインクをしてみせる。

　その言動にふさわしく、彼は茶ちや髪ぱつで軽けい妙みような容よう貌ぼうだった。カジュアルなジャケットをお洒落しやれに着こみ、シルバーのバングルやリングをつけた、イマドキな感じの少年だ。

「サクサクっとスナック感覚！　軽くてイケてるナイスガイ！　サクって呼んでくれい！」

「なにそれ、バカみたい」

　さっきの仕返しとばかりに、ジュノが冷たいツッコミでサクの自己紹介の腰こしを折る。そしてリューイに向き直り、言った。

「私たち二人も、君と同じ学生寮の寄宿生なの」

「ヨロシクな！　新入りニユービー！」

　サクがリューイの手を取り、バシバシと肩を叩たたく。

「んじゃ、記念すべき出会いを祝して！　これから新人歓かん迎げい会かいってどうよ!?　夜の街へヒア・ウィ・ゴー！」

　いきなりテンションマックスでハリキリ出すサク。

「帰ろ。リューイ君」

「ちょ、無視かよ！　そりゃないんじゃないの？　ジュノちゃん！」

　サクがツッコミを入れるも、ジュノは彼を再び完全に無視する。

「バカはほっといて。早くしないと、門限が過ぎて締しめ出されちゃう」

　そう言ってジュノはマウンテンバイクに颯さつ爽そうと跨またがった。

「後ろに乗る？　坂で助走つければ、目的地まであっという間よ」

　ジュノが、チリン、とバイクのベルを鳴らす。

「い、いえ……遠えん慮りよします……」

　ひきつった笑顔で、リューイは少女の誘さそいを固辞した。
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「見えてきた。あれが学生寮よ」

　坂を下りた先で、ジュノがリューイに話しかけた。リューイは前方の建物の外観を見やる。

　白しら壁かべが剝はげ、鬱うつ蒼そうと蔦つたがからまっている。まるでオバケ屋や敷しきのような古い木造の建物だった。

〝逍しよう遥よう館かん高こう校こう　学生寮〟

　門柱には厳おごそかな極ごく太ぶと明みん朝ちよう体たいでそう彫ほられていた。

　そう、このオバケ屋敷こそが、これから彼が高校生活を営むための新たな生活の場なのだ。

　自転車置き場にマウンテンバイクを止め、ジュノがリューイとサクを見やる。

「じゃ、ここでお別れ。私は女子棟とうだから。サク、あとはよろしく」

「あいよ～」

　サクが適当に返事をする。ジュノは再びリューイの方を向いて言った。

「一応、私、君の所属するグループの班長だから。分かんないことがあったら何でも聞いて」

　ニコリと笑うジュノ。その屈くつ託たくのない優やさしい笑え顔がおに、リューイは赤くなって「よ、よろしくお願いします。火ひ野の宮みやさん……」と深々と頭を下げた。

「ジュノって呼んで。呼び捨てでいいから。学年も一いつ緒しよだし」

　リューイのかしこまった態度に、アハハともう一度笑うジュノ。

「今日はもう遅おそいから、部屋でゆっくりと休んで」

　ジュノが踵きびすを返し、敷しき地ちの奥に建つ女子棟へと去っていく。

「あっ」

　ふとジュノが振ふり返り、ゴソゴソとマウンテンバイクの籠かごを探さぐる。

「これ、返すの忘れてた」

　ジュノがリューイに箱を差し出す。それはさきほど、坂から落とした彼の荷物だった。

「目覚まし時計ね」

　ジュノは箱を振って中身を確かく認にんする。リューイは「うん」と答えて箱を受け取った。

「目覚まし時計はとても重要なアイテムよ。特にこの学生寮では──」

　意味ありげにジュノが笑い、リューイを見る。

「じゃあ、またね」

「うん、また明日、学校で──」

　リューイが挨あい拶さつをする。ジュノはふと足を止め、リューイに振り返った。

「あ、明日じゃなくて、今夜、会える……かもね」

「えっ？」

　ジュノの言葉に、意味が分からずドギマギするリューイ。

　今夜、会える……って……それって、どういう意味……？

　戸と惑まどうリューイの反応を楽しむように、ジュノはいたずらっぽく笑い、「おやすみ」と優しく挨拶をした。




　　＊　＊　＊




「ふぅ～」

　風ふ呂ろ場ばは濃のう密みつな湯気で、乳白色に煙けむっていた。

　部屋に荷物を置き、一息ついたあと、リューイは学生寮の共有浴場へと赴おもむいた。時間が遅いこともあり、浴場にはリューイ一人だけ。まさしく貸し切り状態だ。

　湯船につかってぼんやりとするリューイの頭に、あれこれと思いが浮うかんでくる。

　明日からいよいよ、高校に登校。都会での高校生活が始まる──。

　期待と不安に胸がいっぱいになり、リューイは「あ～」と湯船にプカプカと仰あお向むけになる。

　心地ここちよい浮ふ力りよくは、まるで夢の中に漂ただようような気分だった。

　そして、そのままリューイはゆっくりと目を閉じた。




「…………」

　遠くなる意識の底の底で、かすかな声が聞こえた。

　リューイは混こん濁だくするまどろみのなか、かすかに薄うす目めを開く。

　視界には、今まで自分がいた風呂場よりもさらに濃こい、乳白色の霧きりがたちこめていた。

　白い世界だった。

　視界はすべて白、白、白。真っ白。

　まるで牛乳をたっぷりと満たしたプールに潜せん水すいしているような感覚だ。

「…………ューイ」

　遠くでかすかな声が聞こえた。

「…………リューイ」

　それはどうやら、彼の名を呼んでいるらしかった。女性の声だ。

「誰だれだ……？」

　リューイは手探りに白い光の世界を歩いていく。ただ一つ、自分を呼ぶ声を頼たよりに。

「リューイ──汝なんじは我が眷けん族ぞく」

　そのとき、はっきりと声がした。

「──天あまつ日ひ嗣つぎたる我が龍りゆう裔えいの血脈を以もつて、双界を繫つなぐ縁よすがとならん」

　低く響ひびく声だった。その文言はリューイには意味不明。まるで何かの呪じゆ文もんのようだ。

「世界オルンの王、唯ゆい一いつ至高たる天てん主しゆ天てん龍りゆうの誓うけいにおいて、汝を〝龍仙士ドレイク〟の一柱に封ふうじん」

「だ、誰だ!?」

　リューイが光へと叫さけぶ。声の主の姿は後光に包まれ、眩まぶしくて直視できなかった。

「我が名は──玄ハルカ」

　ハルカ──？

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、白い光が晴れた。そして彼の意識は世界へと覚かく醒せいしていった。




　　＊　＊　＊




「がごぼべはへぶべはおッ!!」

　瞬間、大量の湯が、リューイの口から肺へと侵しん入にゆうした。

　ゲホゲホとむせ返りながら、リューイは現状を再認識する。

　ここは確か、学生寮の風呂場──。

　そうだ、自分は風呂に入っていたのだ。湯船でついウトウトと寝ねてしまった。

　それにしても変な夢を見た。慣れない環かん境きようで体が疲つかれているらしい。今日はもう寝よう。

　リューイは脱だつ衣い場に戻もどるべく、ザバッと湯船から立ちあがった。

　その瞬間、不意に目の前にあった障害物にぶつかった。

「キャッ！」

　パシャン、と水の跳はねる音がして、障害物が小さな悲鳴をあげる。

　……悲鳴？

　リューイはハッとなり目を凝こらした。乳白色の湯気に、ぼんやりと浮かびあがる人ひと影かげ。

　リューイは絶句した。

　それは、少女だった。

　そして彼女は、ほぼ生まれたままの姿をしていたのだ。

　一応、薄うすい綿めん紗しや地の湯ゆ帷子かたびらを纏まとっているものの、風呂の水蒸気に濡ぬれてその遮しや蔽へい性を失い、その下にあるものを隠かくすための役割をまったく果たしていない。

　肌はだにペッタリと張り付いた布地を通して露あらわになった、二つの小こ振ぶりな乳ち房ぶさと、驚おどろくほど細い腰こし。そして臍へそから下腹部にかけてなだらかに続くライン──その肌は湯気に溶とけこむほど白かった。そして長く美しい髪かみ。その色はまるでシルクのような銀色だ。

「あ、あああごごごごごごめん！」

　リューイは激しく取り乱し、意味なく両りよう腕うでをバタつかせた。

　な、なんで女の子がここに!?　しかも裸はだか!?……いや、お風呂だから裸なのは当たり前なのか。いやいやいやいや違ちがう、そういうことを言ってるんじゃない！　断じて!!

「おおおお男湯だよね!?　こ、ここ!?」

「男湯？　はぁ、そうですか、すみません……」

　意外にも冷静に、裸ら体たいの少女はペコリと頭を下げて謝る。予想外のリアクションだ。

「え、あ、こ、こここここちらこそ……」

　言った瞬間、リューイは自分も全ぜん裸らであることに気づいた。

「っちょわぁっ！」

　思わず奇き声せいを発し、湯船にザブンと浸つかる。

「あの、すみません。一つお尋たずねしたいのですが……」

　リューイの慌あわてた様子をまったく気にすることなく、いきなり少女が尋ねてきた。

　あられもない姿にも拘かかわらず、その態度には微み塵じんも恥はじらいがない。

「え？　あ、は、は、はいい？」

　予想外の少女の対応に戸と惑まどい、目のやり場に困りながら、リューイがうわずった声で答える。

「……こういう場合、王たるもの、どういう対応をすればいいのでしょうか？」

　なんだか素すっ頓とん狂きような質問だった。

　は？　王……？　王ってなんだ？

　リューイの頭に無数の疑ぎ問もん符ふが点てん滅めつする。

「え、えーと、まず、その……体を隠すと思います」

　堂々とした少女の態度に逆に気け圧おされ、リューイが思わず率そつ直ちよくな意見を述べる。

　リューイの答えを聞いて、少女は初めて、自分の格好に気づいたようだった。

「あっ、これは失礼いたしました。王たるもの、人前ではしたない姿を晒さらすなと、アルディエルから日々、口を酸すっぱくして言われていたのを忘れておりました」

　そう言って少女は慌てて胸と股こ間かんを手で隠す。

　遅おそい！　対応があまりにも遅いよ!!

「で、次はどういたしましょう……？」
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　少女はリューイに向き直り、ニコリと笑って問いかける。無む邪じや気きでイノセントな笑えみだ。

　ど、どうすると言われても……。

「えーと、その〝あるでぃえる〟という人は、こういう場合どうしろと……言ってました？」

　リューイの質問返しに、少女はうーん、と首を傾かしげる。

「確か、見ず知らずの者が突とつ然ぜん現れたなら、大声を出して助けを呼べ……と」

「で、では、そうしたらいいんじゃないッスかね……」

　リューイは「ははは」と、ひきつった作り笑いをする。

　その答えに、「なるほど」と少女は満足げに納なつ得とくし、再びニコリと微笑ほほえんだ。

「はい。わかりました。では、そうします」

　そう言って少女はおもむろに、スウ、とおおきく息を吸いこんだ。そして──。




　　＊　＊　＊




「狼ろう藉ぜき者だッ！　出会えッ！」

　風ふ呂ろ場ばから城内に轟とどろいた少女の悲鳴。その声を聞いて駆かけつけた数人の男たちによって、リューイは抵てい抗こうする暇ひまもなく取り押さえられた。

　意味も分からず捕つかまったリューイは、なんとか服を着させてもらったものの、罪人のように縄なわを打たれ、強ごう引いんに手足を引かれて連行される。

「ち、ちょっと待ってよ！　こ、ここはどこなんだ!?　き、君たちは……!?」

　リューイの必死の訴うつたえを、連行する無骨な男達は完全に聞き流す。

　暗く長い石造りの廊ろう下かを抜ぬけ、リューイは大広間へと連れてこられた。

　石いし畳だたみの床ゆかに並ぶ石柱と薔薇ばら窓、高い天てん井じよう。中世の大聖堂を彷ほう彿ふつさせる大広間。

　リューイはその現実離ばなれした空間を仰あおぎ見て呆ぼう然ぜんとした。そこはあきらかに現代日本の風景ではない。まるで映画やドラマのセットのような、非現実的なファンタジーの世界だった。

　リューイの頭はこれ以上ないほど混乱していた。

「いったい……どうなっているんだ……!?」

「来たわね、リューイ！」

　突然、大広間で大きな声がした。リューイはびっくりして声のする方を見やる。

　広間に雑然とたむろする男たちの中から、一人の少女がリューイへと歩み寄った。

「あっ──！」

　その少女の顔を見た瞬しゆん間かん、思わずリューイは驚きよう愕がくの声をあげていた。

　少女はジュノだった。夕方、リューイを学生寮りようへと送ってくれた、同級生の少女──。

「なぜ、君が、ここに……？」

　ジュノは不思議な衣装を身に纏まとっていた。赤や青に彩いろどられたアジアのどこかの国の民族衣装のようなコスチューム。しかも彼女だけではない。リューイを取り囲む、他ほかの者達も同じような格好をしている。そしてよく見ると、彼らは夕方に学生寮の食堂や廊下などで見かけた顔だった。おそらく学生寮に寄宿する高校生たちだ。

「深夜のコスプレ大会？……じゃ、なさそうだ、ね……」

　冗じよう談だんを言ってみたが、誰だれも笑ってくれなかった。バツの悪い空気が漂ただよう。

「まったく、間が悪いなぁ、君」

　そう言ってジュノが腕うでを組み、トホホ、と困ったようにリューイの顔を覗のぞきこむ。

「なんで、よりによってお風ふ呂ろに落ちてくるかなぁ？」

「そ、そんなこと──！」

〝僕が聞きたいよ！〟と、リューイがそう叫さけぼうとした瞬間──。

「オイオイオイオイオイオイ！　いきなりやってくれるな！　ルーキー！」

　そのとき、リューイの後方から声がした。その声には聞き憶おぼえがある。

　サクだった。やはりサクもジュノたちと同様、不思議な衣装を身に纏っている。

「風呂から登場したって？　おまえやるねェ！　いいよ！　サイコー！　グッジョブ！」

　サクは軽けい妙みように笑い、気安くリューイの肩かたをバシバシと叩たたく。

「いや～、やられたぜ！　そうか、その手があったか～、大発見だぜ！」

　そして腕を組み、何やらウンウンと一人、納得したように何度も頷うなずく。

「なるほどな～、風呂場で寝ねると、こっちでも風呂場で〝ログイン〟できるんだな。ウヒヒ」

「バカ!!」

　ジュノがいきなり怒ど鳴なった。坂で見せたやりとりと同じく、二人は犬けん猿えんの仲ぶりを発揮する。

「あのねぇ。いつも言ってるけど、その〝ログイン〟って言い方やめてよ。ネットゲーム用語か何か知らないけど、これは現実！　ゲームじゃないのよ!?　真面まじ目めにやりなさいよ！」

　ジュノの激しい叱しつ咤たに、少年はおどけたように肩をすぼめる。

「お～こわ！　気をつけろルーキー、こいつ凶きよう暴ぼうだかんな。ヘタするとむりやり犯おかされるぞ」

「人聞きの悪いこと言わないでよッ！」

「……ど、どういうことなんだ？」

　いがみあう二人の間で、今まで黙だまっていたリューイが意を決して声をあげた。

「き、君たちは何者なんだ？　ここはどこなんだ？　僕は、いったい──!?」

「あー、まだ説明してなかったのかよ。ジュノ～」

　サクが呆あきれたように頭をポリポリとかいた。そして面めん倒どうそうに広間の奥へと歩いていく。

「まぁ、説明するよか、これを見た方が手っ取り早いぜ」

　サクは壁かべにある大きな鎧よろい窓まどに手を掛かける。そして力をこめ、ガラガラと重い戸を引いた。

　鎧窓が開け放たれ、陽ひ差ざしが圧あつ倒とう的な光量となって、暗がりに慣れたリューイの目を刺さす。

「え!?」

　目が慣れ、やがて浮うかびあがったその窓の向こうの光景に、リューイは思わず息を吞のんだ。

　そこに広がっていたのは、想像もつかない光景だったのだ。

　視界の下部を覆おおうように、長く張り巡めぐらされた城壁タウン・ウオール。紅べん殻がらに染められた城壁は、いくつもの城じよう楼ろうと城門が付ふ随ずいされ、何なん人ぴとの侵しん攻こうをも許さず佇たたずんでいた。その城壁によって幾いく重えもの廓くるわとなった内側には、兵舎や城館がひしめき、あちこちで活気ある炊すい事じの湯気や冶や金きんの槌つい声せいが響ひびいている。そして壁の向こうには、まるで水すい墨ぼく画がのような山さん岳がく風景と空が広がっていた。

　ここは、まさしく総構えの中世の城じよう塞さい都市。その楼ろう閣かくの最上階にある部屋だったのだ！

「もう説明はしなくてもいいよね？」

　呆然とするリューイの背後で、ジュノがそっと囁ささやく。

「ここは君の住んでいた世界じゃない。私たちは異世界にいるの」

「異世界!?」

　リューイの驚愕に、ジュノが大きく頷く。そして窓の外の風景を眺ながめて言った。

「人々は〝オルン〟と呼ぶわ。オルンというのは、ここの言葉で〝世界〟という意味」

「そのまんまやないかい！　ヒネれよな～、もっと」

　サクが笑って茶ちや化かす。そんなサクを軽く無視し、ジュノが向き直り、リューイと正対する。

「君、私、サク、ここにいるみんな、この世界に召喚よばれたの。ある使命のために──」

　真面目な顔でリューイを見るジュノの顔に、外からの光が差しこんだ。

「ようこそ〝龍りゆう哭こく塞さい〟へ──ちょっぴり刺し激げき的な、課外授業のはじまりよ！」

「龍哭塞……？」

　リューイが思わずその言葉を反はん芻すうした、そのとき──。

「みなさん、お揃そろいで」

　女性の声がホールに木こ霊だました。まるで鈴すずの音色のような、凜りんと澄すみわたった声だった。

　にわかに部屋の奥の扉とびらが開かれる。リューイをはじめ、室内にいた全員が扉の方を見やった。

　扉からは女官と甲かつ冑ちゆう姿の武人たちがこちらに歩いてくるところだった。

「あ──」

　リューイはその一団の中央に、見憶えのある顔を発見し、思わず声をあげた。

　それはさきほど、風ふ呂ろ場ばで出会った、あの銀ぎん髪ぱつの少女だったのだ。

「ちょうどいい、紹しよう介かいするわ。彼女こそ、この城の主。そして私たちを招いた召喚者──」

　ジュノの紹介に、少女が気づいて向き直る。

　少女は美しい正装をしていた。不思議な民族柄がらが刺し繡しゆうされたフェルト・ドレスを纏まとっている。それはエキゾチックな気品と優ゆう雅がさに溢あふれた風ふう貌ぼうだった。

「お、きたきた。我らが愛いとしのお姫ひめ様のおな～り～！」

　サクが手を振ふる。銀髪の少女は「あ、サクさん！」と満面の笑えみで返事をして手を振り、嬉うれしそうに歩み寄ってくる。

「一週間ぶりほどですね。お元気でしたか？」

「元気、元気～。まぁ、俺たちの世界的には一日ぶりなんだけどね～」

　サクは照れるようにニャハハと笑う。改めて正装した少女は驚おどろく程ほどの美び貌ぼうだった。対応するサクの顔もニヤけきっている。

「ジュノさん。今日は〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の当直なのですね。宜よろしくお願いします」

　今度はジュノと向かい合った少女が、彼女に深々と頭を下げた。そして頭をあげた勢いで、ジュノの隣となりにいたリューイの存在に気づく。

　少女が驚いた顔で「あっ」と小さく呻うめいた。瞬しゆん間かん、視線を絡からめるリューイと少女。

「あ……ども」

　リューイはしどろもどろになって挨あい拶さつをする。正直、さきほどの裸ら体たいが頭の隅すみにチラチラと浮かび、羞しゆう恥ち心しんでまともに顔が見られなかった。そしてそれ以上に、屈くつ託たくのない彼女の笑顔と高貴な雰ふん囲い気きに完全に気け圧おされていた。

「さきほどの……えーと……」

　少女が目を泳がす。そしてハッと何かを思い出し、晴れやかな顔になった。

「〝ヘンタイさん〟ですね！」

「はい。……い、いや、え？　ええ!?」

「サクさんから聞きました。みなさんのお住まいになっている世界では、異性の裸はだかを覗のぞくのは、成人男子に課せられた試練だと。そしてその試練を成し遂とげた者は、皆みなから敬意をこめて〝ヘンタイ〟と呼ばれると。〝ヘンタイ〟の称しよう号ごうは、男の夢であり、末代までの誉ほまれであると」

「あんた、なんてこと吹ふきこんでんのよッ！」

「ぐふっ！」

　背後でジュノがサクに華か麗れいなアッパーカットを食くらわせる。

　一方、少女はキラキラと尊敬の眼まな差ざしでリューイを見つめている。

「改めましてご挨拶をさせてください。はじめまして、ヘンタイさん！」

「いやいやいやいやいやいや、ち、ちがいます！　ちがいますってば！」

　リューイは思わず少女へと一歩、身を乗り出す。

「ハァァァァァァァッ!!」

　そのとき突とつ然ぜん、咆ほう哮こうが広間の天てん井じように木霊した。リューイの顔に、一いち陣じんの突風が吹きかかる。

　次の瞬間、ガキン！と彼の足あし元もとの石いし畳だたみが炸さく裂れつした。はじけ飛ぶ破は片へんと火花。

　それは、白はく刃じんの大たい剣けんだった。突然躍おどり出た鎧よろい姿の武者が、膂りよ力りよくを駆かって大剣を上段から縦に一いつ閃せん、リューイの鼻先ギリギリを掠かすめて地面に打ち下ろしたのだ。

　リューイはおもわず腰こし砕くだけになって、ヘロヘロとその場にへたりこむ。

「な、な、なんなんだ！　い、いきなりッ!?」

「貴様かァァァァ……!!」

　大剣の主は、若い女だった。端たん正せいなその顔は、片かた眼めを眼帯で隠かくした隻せき眼がんだ。長い髪かみを振り乱みだし、全身を厳いかめしい大鎧で武装していた。まさしく歴戦の女戦士然とした出いで立ちだ。

「湯ゆ殿どのに忍しのびこみ、あろうことか殿でん下かのやんごとなき御玉体おからだを盗ぬすみ見た不ふ埒らちな下げ郎ろうはッ!!」

　再びリューイを一刀両断すべく剣を構える女戦士。顔が紅潮し、髪が怒いかりに逆立っている。

「笑しよう止し千せん万ばん、破は廉れん恥ち至し極ごく、悪逆無道、罪ざい不ふ容よう誅ちゆう！　一族郎ろう党とう万ばん死しに値あたいする大逆罪ィィ!!」

　隻眼の女戦士は意味不明の四字熟語を捲まくし立て、くわっと大剣を振りあげる。

「た、た、助けてえええええ！」

「あ、ちょっと、やめなさい！　アルディエル！」

　ゴキブリのように床ゆかを這はって逃にげるリューイを庇かばい、少女が女戦士を必死で制止する。

「止めてくだされるな、殿下ッ！　こやつは殿下の貞てい操そうを奪うばおうとしたのですぞ!?」

　女戦士が叫さけび、大剣を構え直す。

「し、してない！　してないしてないッ!!」

「黙だまれッ!!　今ここで腑はらわたを引きずり出し、脳のう漿しようを撒まき散らしてくれるッ!!」

「た、た、助けてェェ──!!」

　大広間に、リューイの悲鳴が木霊した。
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「アルディエルの無礼をどうかお許しください」

　そう言って、銀ぎん髪ぱつの少女は、コホンと一つ小さな咳せきをした。

　とりあえずそこにいる皆が一丸となって、むりやりアルディエルと呼ばれた隻眼の女戦士を取り押さえたあとのことである。助命され、安あん堵どにへたりこむリューイ。少女は彼の正面に向き合い、その目を見つめて言った。その顔は心底、申し訳なさそうだ。

「アルディエルは代々帝てい家けに仕える武門の出、私の護衛に命を賭かけてくれています。すべては私を思う強い忠誠心のしたこと。その責任はすべて主である私にあります」

　そう言って少女はペコリと頭を下げた。リューイは頭をかき、乾かわいた笑いを返す。

「改めて自己紹しよう介かいさせていただきます」

　頭をあげた少女がニコリ、と笑った。天窓からの光が長い銀髪に反射し、プリズムのように輝かがやく。

「私の名はハルカと申します」

　ハルカ──。

「良く聞け下郎！」

　拘こう束そくされたアルディエルがリューイに向かって叫ぶ。

「ハルカ公主殿下は、世界でただお一人、先代の統とう帝てい陛下の血を引く正統なる統とう国こくの後こう継けい者しやであらせられるお方。本来なら貴様などが言葉を交かわすことなど到とう底てい叶かなわぬ、やんごとなきお方だ！　粗そ相そうのないよう気をつけろ！」

「アルディエル！」

　困った顔で臣下を叱しかりつけるハルカ。

「すいません。気にしないでください……えーと、お名前は──？」

　その言葉を継つぐように、自らの名前をリューイが口にしようとした瞬しゆん間かん──

　周囲にけたたましい鐘かねの音が鳴り響ひびいた。びっくりして音のする方を見やるリューイ。窓の外、鐘しよう楼ろうにいた兵士が一心不乱に半鐘を乱打している。

「敵てき襲しゆうッ！　敵襲ッ！」

　同時に城内のあちこちで野太い叫び声があがる。リューイはあたふたと周囲を見回した。

　て、〝敵襲〟って、つまり、敵が攻せめてきたってことか──？

「各自戦せん闘とう準備！　みんな、持ち場について！」

　ジュノが叫んだ。その声を合図に、にわかに広間の中が蜂はちの巣すをつついたように騒そう然ぜんとなる。いままで談だん笑しようしていた兵士や学生寮りようの仲間たちが、顔を強こわ張ばらせ、鎧をガチャガチャと鳴らして大急ぎで部屋から退出していく。ジュノが凜り々りしい顔で、ハルカへと振ふりかえった。

「ハルカ。あなたは早く居館に避ひ難なんして」

「は、はい！」

「殿下、こちらへ！」

　アルディエルに促うながされ、ハルカは後ろ髪がみ引かれる様子で、従えた女官とともに退出していく。

「すいません、またのちほど──」

「君は私と来て」

　リューイの背中にジュノの声が跳はねた。慌あわてて振り返り、広間から退出する彼女の後を追う。

「あ、そうだ。君にも〝軍師の声〟が聞こえるようにしないとね。ちょっと手を出して」

　ジュノが不意に振り返り、リューイにそう告げた。そして意味も分からず手を出したリューイの掌てのひらにそっと触ふれる。

「これでオッケー」

（ジュノ、そこにいますか？）

　そのときだった。不意に声が響いた。冷静で落ち着いた少女の声だ。

　リューイはびっくりしてキョロキョロと辺りを見回した。しかし声の主らしき姿は見えない。

「ヨギ！　聞こえる？　状じよう況きようを教えて！」

　ジュノは塔とうの回かい廊ろうを早足で歩きながら、誰だれにともなく独り言のように声をあげる。

（五時の方向──）

　ふと、リューイはあることに気付いた。ジュノが〝ヨギ〟と呼んだ少女の声は、彼の耳に聞こえてくるのではなく、直接、頭の中に聞こえていたのだ。

「なんだ、これ……。これって……もしかして……〝テレパシー〟ってやつ……!?」

「シッ！　静かに！」

　ジュノがリューイの言葉を制し、身を乗り出して矢や狭はざ間まから外を見やる。

　外がい廓かく城じよう壁へきのさらに向こう、地平線の彼方かなたに土つち埃ぼこりが舞まっている。

　リューイは目を凝こらした。どうやらその土埃は、人じん為い的に巻き起こされたもののようだ。

　地平線の土埃にゆらめく無数の影かげ、影、影。それは横列を組んで迫せまりくる大量の人と軍馬だった。まるで地を埋うめ尽つくすかのような兵士たちの群れ。しかもその数は百や二百ではない。

「あ、あれが……敵襲!?」

「ざっと三万ってとこね」

「さ、さ、さんまん!?」

　リューイの声がうわずる。

　三万の兵士!?　まるでハリウッド映画の大スペクタクル・シーンじゃないか！

「お～お、今回はずいぶんとがんばっちゃってんじゃねぇの？　パルミアの王様」

　隣となりのサクが余よ裕ゆうな態度で笑いながら言う。そのニュアンスに悲ひ愴そう感はない。

「わが軍のざっと三十倍ってとこか。ヤレヤレだぜ～」

「そ、そんな兵力差……む、無理だろ！　あいつらが攻めてきたら、どうなるんだよ!?」

　リューイは焦あせってサクの肩かたに摑つかみかかった。サクは相変わらずヘラヘラと笑っている。

「まぁ、全ぜん滅めつして死んじゃうんじゃね？　普通なら」

「死ぬって──ど、ど、ど、どうするんだよ！」

「まぁまぁ、落ちつけよ」

「サク、あんたは楽天的すぎよ。確かに今回はちょっとヤバイかも」

　おどけるサクの態度を窘たしなめるように、ジュノが呟つぶやく。

　三万の大軍は、赤に染め抜ぬかれた旗を掲かかげていた。大隊ごとに整列し、一糸乱れぬ行軍で迫りくる軍影は、蜃しん気き楼ろうにユラユラと揺ゆらぎ、甲かつ冑ちゆうが陽光を反射しキラキラと水面の波のように燐りん光こうを放っていた。聞こえるはずのない馬ば蹄ていの音や太たい鼓この響きが今にも聞こえてきそうだ。

（〝紅こう天てん旗き幟し兵へい団だん〟──二十年前の戦せん役えきで北ほく伐ばつ軍の中ちゆう枢すうをなした師団。元々は統帝直属の近衛禁軍だったパルミアの正規軍。経験、実績、すべてにおいて、おそらく当代随ずい一いちの精せい鋭えい──）

　頭の中に響くテレパシー。説明を聞いていたサクが頭をボリボリとかく。

「それって、つまり、どーいうことってばよ？」

（かなりの強敵──）

「……今までの民兵の寄せ集めとはワケが違ちがうってことね？」

　ジュノが厳しい顔で答える。

「確かに、私たち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟だけじゃ手に余るかもね──ヨギ」

（はい）

「一回、起きて、学生寮りようにいる他ほかの班の人たちを召喚よんできてくれる？　まだ起きてる生徒は結構いるはずよ」

（わかった──）

　そしてテレパシーは途と絶だえた。ジュノが振ふり返り、リューイの目を見る。

「リューイ。残念だけど詳くわしい説明はあと回し」

　そして隣にいるサクに目くばせをして、形のいい眉まゆをキュッと吊つりあげる。

「いきなりだけど、大決戦クライマツクスになりそうな予感」




　　＊　＊　＊




「〝月曜隊チーム・ワイバーン〟は東門を固めて！　非ひ戦せん闘とう員いんは速すみやかに内うち廓くるわに避ひ難なん！」

　大声で作戦指示を飛ばしながら、ジュノが城じよう壁へきの歩ほ廊ろうを闊かつ歩ぽしていく。

　遠く、進軍の太鼓の音が、虚こ空くうにゴウゴウと鳴る風の音に混じって聞こえてくる。

　敵軍──総勢三万の〝紅こう天てん旗き幟し兵へい団だん〟は、もはや城じよう塞さいの先、五百メートルに陣じんを敷しき、着々と攻こう城じよう戦せんの準備に取りかかっていた。

　二百からの兵士が真四角の方ほう陣じんを敷き、その方陣が縦横に規則正しく並んで左右に広がり、鉤こう行ぎようの陣を展開している。その光景を城壁から見下ろし、リューイはブルリと身を震ふるわせた。

　まるでハリウッドが創つくり出した歴史超ちよう大作映画の一場面のようだ。しかし眼下に広がる大軍勢は、ＣＧでも何でもなく、れっきとした本物の軍隊なのだ。

「援えん軍ぐん、間に合ったようね」

　不意にジュノが空を見あげて呟いた。リューイもつられて彼女の視線の先を見あげる。

　蒼そう天てんの空に、流星に似た光が飛来していた。しかも一つではない。二つ、三つ、四つ。まるで流星群のように、無数の光が空に白い筋を引いていたのだ。しかもその光の筋は、真っ直すぐにこの場所──龍りゆう哭こく塞さいの頭上へと舞まい降りようとしている！

「あれは──」

　リューイが聞こうとした次の瞬しゆん間かん、ジュノとリューイの間の空間が弾はじけた。

　閃せん光こうにつつまれ、流星がリューイの目の前に飛来した。白い燐光パーテイクルが周囲に舞い散る。やがて消えていくその光の中に、蹲うずくまる人ひと影かげを目視したとき、リューイは初めて流星が、空から舞い降りた人間であることに気付いた。飛来した流星の総数はおよそ二十。

「人が……墜おちてきた!?」

「何言ってんだよ。おまえだってこうやって召喚よばれてきたんだぜ。風ふ呂ろ場ばに全ぜん裸らでな」

「え!?」

　ハッとなってリューイがサクの方に向き直ったとき、蹲った人影がおもむろに立ちあがった。

　短たん髪ぱつの青年だ。体育会系の精せい悍かんでハンサムな風ふう貌ぼう。青年はジュノに向き合う。

「ジュノ。部活の練習を切りあげてきた。寮にいた仲間は、全員召喚よんできたつもりだ」

「宗むな方かた先せん輩ぱい──。すいません、忙いそがしいところ」

「うひょっ！　野球部のエースの登場っスか！　期待してますよ、先輩～」

　宗方先輩と呼ばれた青年が一同を見回してニコッと笑う。高校球児然とした爽さわやかな笑え顔がおだ。

「今回は、ずいぶん大おお事ごとみたいだな」

　宗方はそう言って城壁から外を覗のぞく。そしてそこに広がる光景を見て息を吞のんだ。

「……こりゃ大事だ。龍哭塞始まって以来の大だい攻こう防ぼうになりそうだな」

「先輩は正面牙が龍りよう門もんの防衛指揮をお願いします。おそらく敵の攻こう撃げきが集中する場所です」

「了りよう解かいした」

　宗方は真面まじ目めな顔に戻もどり、腕うでをまくって踵きびすを返す。そして急いで正門へと駆かけていく。

「サク！　西の城壁が手て薄うすになってる。行って援えん護ごしてきてちょうだい」

「あいよ～」

「リューイ。君は私についてきて。絶対離はなれちゃ駄だ目めよ！」

　ジュノがテキパキと指示を出した次の瞬間、城外で大きな声があがった。

「城内の兵士に告ぐッ！」

　声の主は敵軍の軍使だった。パルミア軍の陣じん営えいから抜ぬけだし、単たん騎きで城門前へとやってきた軍使は、城壁の上から顔を出す兵士たちを見あげ、大声を張りあげて文言を叫さけびあげる。

「正統にして偉い大だいなるパルミア大たい侯こう領の領りよう袖しゆう、封ほう王おうドルジフの名代として勧かん告こくする！　汝なんじらは恐おそれ多くも統とう国こくの後こう継けい者しやを僭せん称しようする逆臣ハルカに誑たぶらかされ、天下を争乱させ、いたずらに民たみの平安を乱した。この王と統国に仇あだなす大逆の罪、末代までの万死に値あたいする！」

　紋もん切きり形がたの恫どう喝かつだった。軍使は憶おぼえた言葉を一字一句間ま違ちがえることなく諳そらんじる。

「……何が封王だ！　先帝陛下の御ご崩ほう御ぎよのドサクサに紛まぎれて、泥どろ棒ぼう猫ねこのように俺たちの土地をかっ攫さらったのはテメェらの方じゃねェか！」

　軍使の言葉を聞いていた城壁上の兵卒の一人がそう言って、ペッと唾つばを吐はいた。周囲の兵が賛同の意を表す。皆みな、心の底から怒いかりを滾たぎらせている様子だった。軍使の文言はなおも続く。

「──されど汝らの今までの善戦、兵士としての責務に、我が軍は敬意を表する！　その武勇と忠誠に免めんじ、今すぐに投降すれば生命の保証を約束しよう！」

　今度は降こう伏ふく勧かん告こくだった。そしてそれは同時に地じ獄ごくの攻城戦を始める最後通告でもあった。

「クソクラエだ!!」

　城壁の兵士の一人がそう叫んで、弩いしゆみに矢をつがえ、放った。

　矢は過あやまたず軍使の騎き乗じようする馬の脚あし元もとを掠かすめた。馬が驚おどろき、ヒヒィン！と嘶いなないて前足をあげて跳はねる。その拍ひよう子しに軍使は「わあっ！」とバランスを崩くずし、無様に地面へと落馬した。

　ワハハハハ！と爆ばく笑しように包まれる城内。

　その瞬間、交こう渉しようは決けつ裂れつし、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

「突とつ撃げきィ!!」

　間を置かず、三万の兵が動いた。まるで山が鳴動するように、厳おごそかに。そして力強く。

　ウワアアアアアァァ！と、地じ響ひびきにも似た喊かん声せいが大地を揺ゆるがす。殺さつ到とうする数千の兵士。城しろ攻ぜめの第だい一いち陣じんだ。その後背では横一列に整列した弓兵が、火矢を掲かかげ、弓を引き絞しぼり一いつ斉せいに掃そう射しやを始める。

　城壁の各所で攻城戦が巻き起こった。城壁の直下へと攻せめ上がった攻撃側の兵士たちは、持ちこんだ竹束を楯たてとして並べ、上空から降り注ぐ矢の雨を避さける。そして隙すきをついて、壕ごう橋きようと呼ばれる携けい帯たい用架か設せつ橋で、なんとか空堀の障害を乗り越こえようとした。

　そうして死線を突とつ破ぱした無数の兵士は、今度は雲うん梯ていを使い、一斉に城じよう壁へきに蟻ぎ付ふする。その様子はまさに人食い蟻ありが大挙して動物の死体に群がる様を連想させた。

　ドカン、ドカンと所々で爆ばく音おんが木こ霊だまする。攻撃軍の用意した破城槌ラムだ。その戦車のような完全装そう甲こうに覆おおわれた兵器は、巨きよ大だいな丸太を打ち出し、石いし壁かべに隧すい道どうを穿うがつべく突とつ貫かんする。

　もちろん防ぼう御ぎよ側も手を拱こまねいているはずもない。攻撃する兵士の半分にも満たない守備軍だったが、その士気と戦せん闘とう経験は抜ばつ群ぐんだった。矢や狭はざ間まに等とう間かん隔かくに配置された弩兵が、驚くほどの速射で次々と無数の矢を飛ばす。その矢は、まさしく必殺の殺傷性を秘ひめていた。次々と矢を受け、バタバタと絶命していく攻撃側の兵士たち。たちまち馬ば脚きやくが乱れ、指揮系統が揺らぐ。

「怯ひるむなァ！」

　矢の雨を突破し城壁を登とう攀はんする兵士に対しても、防御側は情け容よう赦しやのない攻撃を浴びせかけた。城壁の天てつ辺ぺんから降り注ぐ大小の岩や丸太。グツグツに煮にえた熱湯。登頂を間近にした兵士には長なが柄えの鉞まさかりを伸のばし、その脳天へと振ふり降ろす。

　それはまさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄だった。

　城壁の上にいて、リューイはアタフタと右往左往するまま、何もできずにいた。

　もはや頭の中がパニックになっていた。

　今のこの状じよう況きようはいったい何なんだ!?　人同士が殺し合い、血で血を洗う戦争のただなかに放ほうり出されている!?

「危ない！」

　混乱し、頭の中がカラッポになったリューイの頭上で、声が弾はじけた。

　その声がジュノのものだと気づいた瞬しゆん間かん、リューイは未いまだ感じたことのない衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　それは大だい爆ばく発はつだった。

　リューイは吹ふき飛ばされ、受け身も取れずに転がり、石壁に背中をしたたか打ちつける。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ジュノはなんとか体勢を整え、リューイを庇かばうべく見やる。

「この威い力りよくは……」

　吹き飛ばされたジュノが、驚いたように刮かつ目もくする。

　城壁が抉り取られていた。半径十メートルあまり。そっくり、ごっそりと。

（平衡錘投石機トレビユシエツト──世界オルンの技術の粋すいを集めて作られた巨大な投石機）

　ヨギのテレパシーが耳に届き、ジュノの口が、怒いかりと驚きよう愕がくに戦せん慄りつした。

「そんな秘密兵器が、全部で五台も──」

　ジュノが舌打ちをする。そして矢狭間から身を乗りだし、遠く野戦の陣じんを敷しく敵軍を見た。

　三万の陣営の中に建つ一ひと際きわ目立つ五つの塔とう。木製の攻こう城じよう兵器──平衡錘投石機トレビユシエツトだ。

　その兵器は絶えず振り子の運動を繰くり返し、定期的に巨大な岩石を城内に投とう擲てきし続けている。飛来する岩が着ちやく弾だんするたび、城内の頑がん強きような石壁が、砂糖細工のように脆もろく砕くだけ、崩ほう壊かいしていく。

　飛ひ距きよ離り三百メートルを超こえる長距離アウトレンジ攻こう撃げきに、射程の短い守備側に応戦手段はなかった。

　拮きつ抗こうしていた戦いは確実に攻撃側の勝利に趨すう勢せいを決しつつあった。

「宗むな方かた先せん輩ぱい……耐たえてください！」

　ジュノがギリリと奥歯を嚙かみ、城門を守備している先輩の名を呟つぶやく。

　虚こ空くうに巨大な放物線を描えがく弾だん道どうの射線の先は、牙が龍りよう門もん──正面城門に集中していた。

　正面の城門を完かん膚ぷなきまで破は壊かいし、その裂さけ目から城内へと兵を殺到させる。それが攻撃側の描く作戦シナリオだった。そして現在、そのシナリオは概おおむね予定通りに進行している。

「ヨギ！　戦せん況きようを──」

（敵の波状攻撃は大部分が陽動。敵主力は正面城門に集中している。このままでは──）

「時間の問題……か」

　ヨギの声に苦にが虫むしを嚙み潰つぶすような顔をするジュノ。

（こちらの攻撃範はん囲い外がいから平衡錘投石機トレビユシエツトで断続的に攻撃をされると、手の打ちようがない）

「打って出るしか方法はない、ってことね!?」

　不意にジュノが駆かけだした。城壁の歩ほ廊ろうを城門の方向へと走って行く。

「ち、ちょっと待ってよ！　む、無理だ!!」

　リューイは慌あわててジュノを呼びとめる。三万の軍勢。そんな脅きよう威いを前に、か弱き少女一人にいったい何ができるだろう？

　龍りゆう哭こく塞さいに立てこもる守備側の兵力は、精々千人足らずだという。

　千人対三万人──考えてみれば馬鹿げた数値だ。どんなに地の利があろうと、常識的に勝てるわけがない。そもそもそんな圧あつ倒とう的な戦力差を逆転しようという発想自体が、呆あきれるほど無む謀ぼうな絵空事だ。

　自分はとんでもない場所に来てしまった、とリューイは改めて恐きよう怖ふで身を震ふるわす。

「君はここを動かないで！」

　ジュノがリューイへと振りかえって叫さけぶ。予想に反して、彼女の表情に絶望の色はなかった。

　彼女は自信に満ちあふれた大きな目を輝かがやかせ、凜り々りしい顔でリューイにこう告げた。

「大丈夫、負けないわ。だって私たちは〝龍仙士ドレイク〟だから──」

　そのときだった。城外から大声が響ひびいた。

　投石機の弾だん幕まくに乗じて、攻撃側第二陣が城じよう壁へきの先、五十メートルまで近づいていたのだ。

「てェ！」

　指揮官の掛かけ声とともに、ヒュイン！と矢羽が風切音を唸うならせ、城壁に向かって一いつ斉せいに放たれる矢の嵐あらし。それはまるで空を埋うめ尽つくすほどの量だった。

　美しい放物線を描き、無数の矢が城壁の上のリューイたちへと殺さつ到とうする。

「うわあああああッ！」

　リューイは叫んだ。しかし叫んだところでもはや逃にげ場などない。

　瞬間、ジュノがリューイの前に躍おどり出た。そして手に持った巨きよ大だいな扇おうぎを横よこ薙なぎに振り抜ぬく。

「緋燕扇ヒエンセンッ!!」

　たちまち、耳をつんざく轟ごう音おんと突とつ風ぷうが巻き起こり、リューイは後方へと吹き飛ばされる。

　それは局地的な旋せん風ぷうだった。しかも焼けるような超ちよう高温の熱風！

　間を置いて、空を覆おおう矢の雨に、一斉に火が点ついた。矢はその旋風によって威力を失い、次々と消し炭になって吹き飛ばされていく。一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「き、君は……いったい、な、何を……!?」

　尻しりもちをついたリューイが、驚愕してジュノを見やる。

　ジュノの手には、一把わの扇せん子すが握にぎられていた。大型で装そう飾しよく華か美びな鉄てつ扇せん──。

　まさか、この扇が、あの突風を巻き起こしたのか……!?

「話はあと！　ここは危ないわ！　早くこっちへ！」

　呆ぼう然ぜんとするリューイの腕うでを摑つかみ、強ごう引いんにひっぱるジュノ。

　リューイも慌てて立ちあがる。しかしその腰こしは再び激しい衝しよう撃げきによって地面へと沈しずみこんだ。

　城門が一瞬にして大爆発したのだ。

　それは、投石機による砲ほう撃げきとはあきらかに異質の衝撃だった。

　リューイはハッキリと見た。その爆発は、城門の内部から巻き起こったのだ。

「な、何だ!?」

　果たして城門で何が起こっているのか!?　リューイは城壁から身を乗りだし、必死に目を凝こらす。しかしその詳しよう細さいは確かく認にんできなかった。なぜなら爆ばく風ふうによって粉ふん塵じんが舞まいあがり、城門一帯の視界を遮さえぎっていたからだ。

「あのバカ……！」

　小さくジュノが舌打ちをした。リューイには意味が分からない。しかし、次し第だいに晴れて行く粉塵の中に、一人の人ひと影かげを確認した瞬間、彼女の言葉の意味を概ね、理解した。

　つい数分前は正面牙が龍りよう門もんだった瓦が礫れきの中から、ゆっくりと歩み出る一人の影──。

　それは、サクだった。

「お～お、好き勝手にやってくれちゃってよ～！」

　驚おどろいたことに、サクは陽気に笑っていた。軽い足取りで単身、敵前へと進み出る。

　城門前では、大量の敵兵士が何層にもなって、たった一人のサクを取り囲んでいた。先せん陣じんの兵力が結集し、その数およそ一万──。

「黙だまって見てりゃ、ずいぶんと調子乗ってくれちゃってんじゃねェの？　おまえら」

　サクがそう言って、ニヒヒと笑う。

「石をバカスカ食わされて、腹パンパンだぜぇ～。お礼にこっちも、スペシャルディナーをプレゼントしてやろうかねぇ？」

　一万の兵を相手にしているとは思えない余よ裕ゆうの態度だった。この状じよう況きようでこの振ふる舞い、正気の沙さ汰たではない。敵兵は水を打ったように静まり返っている。

「俺たち〝龍仙士ドレイク〟をナメたら、痛い目に遭あうぜェ～？」

　その瞬間、リューイはサクの両手が、異様な光を発しているのを目もく撃げきした。

　それは奇き妙みような発光体だった。サクの掌てのひらから、ドッジボール大の光の球が生み出されたのだ。一瞬、リューイは〝気功波〟を連想した。バトルマンガなどでは定番の必ひつ殺さつ技わざだ──。

　そしてその発想は間ま違ちがっていなかったことが、次の瞬間、証明された。

「イッツ・パーレー・タ～～～～～イム!!」
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　サクがそう叫び、両手を勢い良く前へと突つき出した。

　瞬しゆん間かん、目の前にいる大量の兵士たちが、宙に舞まった。

　数千人の兵士が、一瞬にして吹ふき飛ばされる。周囲に轟とどろく悲鳴。

　それは想像を絶する〝衝しよう撃げき波は〟の為なせる業わざだった！

　リューイは口をあんぐりと開けてしばらく呆ほうけていた。

　あまりにも現実感のない光景だった。この絶大な威い力りよくに比べたら、さきほど城じよう塞さいに破は壊かいの限りを尽つくした平衡錘投石機トレビユシエツトなど、子供の玩具おもちやのようなものだ。

「ヒャッハー!!　ずっと俺のタ──ン!!」

　サクが声をあげた。そして絶大な威力の根源である光こう弾だんの第二波を右手に装塡する。

　リューイは改めて目撃した。その光は、サクの指に嵌はめられた翡ひ翠すい色の指輪から放出されたものだった。両手の指のすべて、合計十本の指に嵌められた十個の指輪。その指輪が互たがいに共鳴し、泉のように緑色の光を湧わき出させている。サクはその光を掌で丸く錬れん成せいし〝衝撃波〟として溜ためこんでいたのだ。

「龍仙具アトリビユート・錬光環レンコウカン！」

　サクは叫さけぶと、再び光弾を敵てき陣じんのど真ん中に叩たたきこんだ。絶ぜつ叫きようとともに吹き飛ぶ数百からの兵士たち。

「オラオラ、かかってこいやァ！　さっきまでの勢いはどうした！　ゴラァ！」

　サクの声には歓かん喜きと快楽が宿っていた。子供が蟻ありを潰つぶす残ざん酷こくさに似た、無む邪じや気きな狂きよう気き。

　その圧あつ倒とう的な力パワーの前に、攻こう撃げき側の兵士の士気が、瞬間的に消失する。

　驚おどろくべきことに、完全に形勢が逆転していた。

　三万の軍勢が慄おののいたのだ。たった一人の少年の出現によって──!!

「あ、妖あやかしだッ！　妖しの術だッ!!　こ、これが、で、伝説の……〝龍仙士ドレイク〟!?」

「ヒ、ヒイイイイイイッ！　こ、殺されるッ!!」

　兵士たちは完全にパニックになっていた。預言者モーセの前に海が割れるが如ごとく、サクの周囲の兵がザザザザと退いていく。

「いったい……何が起きてるんだ……!?」

　城じよう壁へきの上のリューイが、呆ぼう然ぜんとなって独りごちる。

（龍仙具アトリビユート──）

　声がした。例のテレパシーだ。声は明確にリューイに向かって話しかけてきていた。

「え？　ア、アトリビュート……？」

　リューイが聞き返す。テレパシーの声──ヨギが抑よく揚ようのないクールな口調で説明を始めた。

（我々〝龍仙士ドレイク〟は召しよう喚かん時に一人に一つ、特とく殊しゆなアイテムを付ふ与よされてこの世界に顕けん現げんする）

「アイテム!?」

（アイテムの名は〝龍仙具アトリビユート〟。サクの龍仙具アトリビユートは十個の指輪によって〝力〟を錬ることのできる〝錬光環〟。その威力は数千、数万の兵力に匹ひつ敵てきする）

　信じられなかった。しかし目の前の事実を目もく撃げきした今となっては、「信じられない」などと言い訳はできない。信じなくてはいけないのだ。

「サク！」

　そのとき、城壁から声がした。ジュノだ。彼女は黒くろ鹿か毛げの汗かん馬ばを駆かり、瓦が解かいした城門を飛び越こえてサクの元へと駆け寄る。

「乗って！」

　ジュノは手を伸のばし、サクを馬上へとピックアップする。

「ナ～イスタイミング！　凜り々りしいね、ジュノちゃん！」

「黙だまって！　舌嚙かむわよ！」

　ハッ！と慣れた手た綱づな捌さばきで馬に鞭むちを入れるジュノ。二人はそのまま敵陣へ一いつ騎き駆がけを試みる。

「雑魚ざこに構わないで！」

（目標は五つの平衡錘投石機トレビユシエツト。迂う回かいして敵の包囲を突とつ破ぱしつつ、逐ちく次じ破は壊かいして帰き還かん）

　ヨギの指示を受け、ジュノとサクの乗る馬が、弾だん丸がんのように敵陣深くへと切りこんでいく。

「怯ひるむな！　怯むなァ！　妖しと言えど敵はしょせん、単騎だ！」

　陣じん中ちゆうから怒ど声せいが轟いた。その声は、萎い縮しゆくしていた三万の兵を再び奮い立たせた。

「包みこんで潰せッ！」

　今まで退いていた波が、満潮の如く一気に殺さつ到とうする。多勢に無勢。敵軍は数の暴力に物を言わせ、ジュノとサクを肉の壁かべによって潰そうと試みる。

「どきなさい！　火傷やけどするわよッ!!」

　ジュノが腰こしに下げた扇おうぎを取り出し、バッと開いて構える。

「緋燕扇ヒエンセン！」

　そして一気に扇を振ふり抜ぬいた。瞬間、ジュノの眼前に灼しやく熱ねつを帯びた疾しつ風ぷうが吹きすさぶ。

　行く手を阻はばむ敵兵たちの体が発火した。疾風は兵士を火ひ達磨だるまにして吹き飛ばす。

「おっしゃ、まかせろ！　ここは俺が食いとめるってばよ！」

　サクがピョンと馬から飛び降りた。信じられない運動神経で空中で体を捻ひねり、ムーンサルトよろしく鮮あざやかに地面に着地する。と思ったら地面に向かって錬光環の光を放出した。

　ボウン！と爆発音が轟き、サクを爆心地グラウンド・ゼロにして、周囲を巻きこむ爆風が巻き起こる。吹き飛ばされる兵士たち。

「食い止めろッ！　何をしているッ」

　歩兵大隊の指揮官がヒステリックに叫ぶ。サクの陽動に浮うき足立った敵陣は、ジュノの突破を容易に許していた。ジュノは敵陣の奥へと斬きりこみ、早くも目標となる第一の平衡錘投石機トレビユシエツトに到とう達たつしていた。彼女の龍仙具アトリビユート──緋燕扇によって、ボッと火の手をあげる攻こう城じよう兵器の塔とう。

　炎ほのおが燃え広がるのを確かく認にんし、ジュノはすぐさま馬首を返し、次なる目標へと移動する。

「これ以上の被ひ害がいを許すな！　押し潰せ！」

　その声と同時に、敵てき陣じんの流れが変わった。烏う合ごうの衆しゆうと化した歩兵大隊が引き潮のように退き、サクの前にスペースを空ける。

「ウラー!!」

　喊かん声せいが巻き起こった。敵本ほん陣じんから、今までとは異質の波がこちらへ向かって伝でん播ぱしてくる。

　それは、真っ赤な羽はね飾かざりと甲かつ冑ちゆうをつけ、青鹿毛の駿しゆん馬めを駆った騎き馬ば兵の一団だった。

（前方より敵の主力精せい鋭えい。虎とらの子の重装騎馬部隊──）

　ヨギの説明にサクが「相手にとって不足なーし！」と答える。

「抜ばつ刀とォ！」

　ジャッと一いつ斉せいに剣けんを抜き放ち、深しん紅くの重装騎馬軍が、サクを目指して殺到する。

　騎馬の絶大な貫かん通つう力の衝しよう撃げきと、サクの龍仙具アトリビユートの攻撃が正面からぶつかり合った。

　その瞬しゆん間かん、光の爆発が四方へと放出される。舞まい散る破は壊かいされた深紅の軍装。サクの錬光環レンコウカンは、百騎を超こえる重装騎士の攻撃を一瞬で無力化し、彼らをはるか後方へと吹ふき飛ばした。

　喊声が恐きよう怖ふの悲鳴と化す。嘶いななく軍馬。舞い上がる土つち煙けむり。

　最強の部隊が敗北した瞬間だった。

「あひゃひゃひゃ!!　俺マジ最強！　ま～さ～に～無む双そう状態ってヤツ!?」

　土煙の彼方かなたから、サクの勝ち誇ほこった高笑いが響ひびく。

　しかし、敵はまだ全ぜん滅めつしたわけではなかった。土つち埃ぼこりで遮さえぎられた死角を突つき、崩くずれ去る軍馬の群れを飛び越え、サクの頭上へ巨きよ大だいな影かげが飛来した。

「ぬうン!!」

　それは、騎馬兵の殿しんがりを務めていた単騎だった。他ほかの軍馬よりも二倍近い巨きよ軀くの栗くり毛げに跨またがった、容よう貌ぼう魁かい偉いな騎馬武者だ。

　騎馬武者は「ハァッ！」と気を吐はき、持っている鉄てつ鎚ついを振りおろした。棘とげ状の突とつ起き物のついた武器で、すさまじく大きい。およそ人間の扱あつかえる重量を超えているだろう。

　縦に一いつ閃せんを描えがき、武器の先せん端たんがサクの鼻先を掠かすめてドスンと地面に振り下ろされた。

「うをッと！　あっぶねェ!!」

　崩れた前衛騎馬隊を障しよう壁へきにしての奇き襲しゆう。錬光環を発動する間かん隙げきを縫ぬう絶ぜつ妙みような攻こう撃げきだった。

　間かん一いつ髪ぱつ。あと体半分、サクが前へと身を乗り出していたなら、その頭は熟うれたスイカのように潰つぶれて飛び散っていただろう。

　サクは「ヒューッ」と口笛を鳴らして汗を拭ぬぐう。さすがに肝きもを冷やしたようだ。

　騎馬武者が「チイッ」と舌打ちをする。そしてすぐさま次の攻撃のため武器を構え直した。

「あんたが大将？」

「我はパルミア総そう督とく府が一将、バラクル！」

　サクと対たい峙じした武者が名乗る。野や獣じゆうの咆ほう哮こうのような怒声だった。赤毛の髭ひげに埋うもれた厳いかつい顔。サクの倍はあろうかという体軀。聳そびえる岩のような大男だ。

「妖しの術を使う小こ童わつぱめ！　我が狼ろう牙が棒ぼうに貼はりつく肉にく片へんにしてくれるわ!!」

　バラクルは言うより早く、狼牙棒と呼んだ武器をサクの脳天目がけて振り降ろす。

「はァッ!!」

　渾こん身しんの一いち撃げきは、今度は過あやまたずサクの頭上を直撃した。衝撃がビリビリと周囲の空気を震ふるわす。

　そこにいる誰だれもが、サクが無残に潰され、その骸むくろを晒さらす光景を確信した。だが──。

「……こんな程度か？　オッサン」

　狼牙棒の下に潰れたはずの少年が、小さく声をあげた。

「なッ……なにィィィッ!?」

　バラクルは細い目め尻じりが切れるほどに広げ、絶ぜつ叫きようした。ワナワナと手が震える。

　サクはバラクルの乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃を、見事に受け止めていたのだ！

　サクは両手に練った錬光環の光を、掌てのひらに溜ためることにより、狼牙棒の打撃を完全に掌しよう握あくしていた。まるで真しん剣けん白刃取りだ。〝光〟はまるでクッションのように、見事にその強大なエネルギーのすべてを吸収し、拡散させたのだ。

「バ、バ、バカなッ……！」

「今度はこっちの番だ。覚かく悟ごしろよ～。オッサン！」

　汗あせをたらして唇くちびるを震わせるバラクルの顔を見あげ、不敵に笑うサク。その目がキラリと光る。

「か～め～は～め～～～」

　サクは豪ごう快かいに気き炎えんを吐き、両手を突き出す。

「波ァァァァァッ!!」

　たちまち彼の掌から放出された光が、衝しよう撃げき波はとなってバラクルの巨軀の中心に命中した。

「ぐあああああああああああああああッ!!」

　熊くまのような巨きよ体たいが宙に舞った。バラクルは軽く後方へ三十メートル近く吹っ飛ばされる。

「次は誰だ！　かかってこいや、ゴルァァァァ!!」

　サクが周囲を見回して叫さけび、挑ちよう発はつする。しかしついに名乗りをあげる者はいなかった。

　そのときサクの後方で炎が巻き起こった。振ふり返るとそこではジュノが最後の平衡錘投石機トレビユシエツトを焼き打ちにしたところだった。投入された兵器が五台、すべて灰かい燼じんに帰した。攻城側の万ばん策さくが尽つき、もはや攻せめる手段もない。つまり完全な敗北を意味していた。

「た、退たい却きやく！　退却ゥ～！」

　周囲で太たい鼓こと銅ど鑼らがけたたましく鳴る。戦意を完全に喪そう失しつした敗残兵二万数千は、もはや逃にげることで頭がいっぱいだった。ザザザ、と潮が引くように粛しゆく々しゆくと撤てつ退たいしていく。

「勝利よ！　勝かち鬨どきを！」

　敗残兵を深追いせず、馬首を返したジュノが、龍りゆう哭こく塞さいに向かって叫ぶ。

「何万の兵が来ようと、我ら龍哭塞は負けないわ！」

　ワアアア！と千人の兵士が一いつ斉せいに歓かん喜きの勝鬨をあげる。その声は城じよう塞さいの周囲に響き渡わたった。

「我ら〝龍仙士ドレイク〟がいる限り！　そして我らが主人、ハルカがいる限り！」

　ジュノがそう叫び、頭上に扇おうぎを振りかざした。まるでジャンヌ・ダルクだ。

　彼女の雄ゆう姿しに呼応して、城塞の兵士が歓呼の雄おたけびをあげる。

「オイオイオイオイ、ちょっとまてよ、ジュノ！　一人でオイシイところもってくなっての！　今回の活かつ躍やくからして、どーみても主役は俺だろーがよ！」

　ジュノの脇わきで、そう言ってサクが口を尖とがらせた。




　　＊　＊　＊




「ジュノさん！　サクさん！」

　城塞に凱がい旋せんしたジュノとサクへと、息急せき切って走り寄る人ひと影かげがあった。

　ハルカだった。彼女は血相を変え、馬に乗る二人の足元にすがりつく。

「お、ハルカちゃん！　ただいま～」

　サクが陽気に笑ってピースサインをする。

「どうしたの？」

　ジュノが訝いぶかしげな顔をする。戦いくさに勝利したのに、ハルカの顔に安あん堵どの色がなかったからだ。

「ム、ムナカタ様が……」

　ハルカの蒼そう白はくな顔を見て、ジュノが何かを悟さとったらしく、ハッと馬の手た綱づなを引いた。




　崩ほう壊かいした城門の前に兵士たちが人だかりを作っていた。

「宗むな方かた先せん輩ぱい……！」

　人だかりの中心にに、一人の怪け我が人が仰あお向むけに横たわっていた──宗方だ。

　宗方は息も絶え絶えに、駆かけつけたジュノを見やる。

　宗方の背中からドクドクと血が流れ、地面を赤く染めている。

「ジュノ……はは……流れ矢に当たっちまった……こんなんじゃ〝龍仙士ドレイク〟失格だな……」

　蒼白な顔をして、クッと苦しそうに歯を食いしばり、宗方がむりやり笑え顔がおを作る。

「喋しやべらないで！」

　ジュノが宗方の上体を抱だく。手にヌルリと熱い鮮せん血けつの感かん触しよくが伝わる。それは致ち命めい傷しようだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ……、見た目ほど……痛くない……。やっぱり〝夢〟だからかな……？」

「ムナカタ殿どのは、まさしく獅し子し奮ふん迅じんの活躍ぶりでした」

　近くに立っていた守備兵の隊長が、息を荒あらげてジュノにそう告げた。

「牙が龍りよう門もんの攻こう防ぼう戦せんは熾し烈れつを極きわめました。ムナカタ殿の活躍なくば、我が部隊は早々に全ぜん滅めつし、城は陥かん落らくしていたでしょう。彼は我ら龍りゆう哭こく塞さいのすべての兵の恩人です」

　そう言って隊長は恭うやうやしく軍礼をした。彼に従っていた数十人の兵士もそれに倣ならう。

「ムナカタ様──」

　輪の一角が割れ、一人の少女が横たわる宗方へと歩み寄った。

「……ハルカさん」

　宗方は必死でハルカの姿を視界に捉とらえ、震ふるえる手を差し出す。

　ハルカは目に涙なみだを浮うかべ、その手を握にぎり返した。冷たくなった手には力はない。

「最後まで付き合えずに申し訳ない……どうか〝夢〟を……叶かなえてください」

「必ずや。天主天てん龍りゆうの御み名なにおいて、お約束します……」

　ハルカの頰ほおに涙が伝う。その深い決意と慈じ愛あいを湛たたえた瞳ひとみに、宗方の顔が映る。

「ジュノ……ハルカさんを……龍哭塞を頼たのんだ」

「まかせて。先輩」

　ジュノは毅き然ぜんとした態度で深く頷うなずく。

「ゲームセット……だな……」

　そう言った瞬しゆん間かん、ガクッと宗方の首が崩くずれた。息を引き取ったのだ。

　その瞬間、リューイは驚おどろきの声をあげた。にわかに宗方の体が白い燐光パーテイクルに包まれたのだ。その光は宗方の亡なき骸がらをかき消し、やがて飛散し、風に乗って天へと舞まいあがる。

　シンと静まり返る城内。沈ちん黙もくは黙もく禱とうとなり、天に昇のぼった宗方の魂たましいへの無音の鎮ちん魂こん歌かとなった。

「……龍哭塞……バンザイ……！」

　誰だれともなく、兵士の一人がそう呟つぶやいた。「万歳」の声は他ほかの兵士たちにも伝でん播ぱしていく。

「万歳」「万歳！」「万歳!!」

　その声は次し第だいに大きくなり、やがて城内のすべての人々が、声を嗄からして叫さけび始める。

「龍哭塞万歳!!」

「公主ハルカ殿でん下か万歳!!」

　割れんばかりの大合唱が、龍哭塞全体を揺ゆるがす。城塞は、いつ果てるとも知れぬ底そこ抜ぬけの熱意に包まれていた。しかしそれはもはや歓喜に包まれた勝利の余よ韻いんではなく、またいつ訪おとずれるかも知れぬ、次なる戦いへの予兆。そしてそれに対する覚かく悟ごと決意の表れだった。

　その光景を、リューイは喧けん噪そうに混じって、ただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。








　第二章　カノジョの城は孤軍奮闘!?







「はあっ！」

　自分の叫び声の大きさに驚き、それによってリューイは深い眠ねむりから目覚めた。

　反射的に上体を起こし、ベッドから飛び起きる。

　辺りをキョロキョロと見回す。見慣れない部屋だった。いや、見慣れないのは当たり前だ。そこはつい昨日、引っ越こしてきたばかりの学生寮りようの部屋だった。

「夢……？」

　リューイは思わず独りごちた。息が上がり、背中にびっしょりと寝ね汗あせをかいていた。

　そう、あれは〝夢〟だったのだ。

　妙みようにリアルな夢だった。大勢の兵士たちの喊かん声せいと悲鳴、攻こう城じよう兵器のズズンと震える衝しよう撃げき、そして戦場に漂ただよう錆さび臭くさい血と埃ほこりの混じった臭においが、彼の五感にはっきりと残っている。

　しかし目覚めてみれば、なんてことない。それは単なる〝夢〟だったのだ。

　リューイは枕まくら元もとの目覚まし時計を見た。午前六時。まだ登校までには時間がある。

　ダンボールの中から適当に引っ張り出した洋服を身につけ、リューイは部屋のドアを開いた。




　リューイは男子棟とうから、本館一階へと赴おもむいた。そこはロビーになっていた。学生たちの共用スペースとして賑にぎわう場所だが、今は早朝だけあって、誰もいない。

「おはよ。早いわね、リューイ」

　不意に声がした。リューイはビクッと肩かたを震わせ、振り返る。

　そこにいたのは、一人の少女だった。その顔には見み憶おぼえがある──。

「き、君は──！」

「あれ？　もう忘れちゃった？　ヒッドイなぁ～」

　そう言ってプーッと頰を膨ふくらませる少女は、間ま違ちがいなくジュノだった。その姿は夢に出てきたような異装ではない。ごく普ふ通つうのショートパンツにＴシャツだ。

「……ジュノ？」

「ふふ、ちゃんと憶えてるじゃない。えらいえらい」

　そう言って、あはは、と明るくリューイに笑え顔がおを振りまく少女。髪かみが汗あせに濡ぬれ、タオルで拭ぬぐう頰が紅潮している。きっと早朝のランニングか何かから帰ってきたところだったのだろう。

「ど、どういうことなんだ？　いったい！」

　リューイが彼女に詰つめ寄ったとき、バタバタと階段を駆かけ下りる足音が響ひびいた。

「どえええええッ！　マジかよ!?　なんで目覚まし鳴んねェんだよおおおおッ!?」

　サクだった。昨夜ゆうべ、三万の大軍勢を退けた猛者もさ。

「サク。早起きなんて珍めずらしいじゃない。遅ち刻こく常習犯のクセに」

　ジュノが意地悪そうな声で少年に言う。

「ゲームだよ！　ゲームの発売日！　早く並ばねェと、売り切れちまう！」

　そう言って、サクは転がるようにロビーから玄げん関かんへと走り出す。

「おっ、おまえは？」

　ふと、リューイに気づき、足を止めるサク。リューイはぎこちなく「やぁ」と挨あい拶さつをした。

「昨日の俺の活かつ躍やく、見てた？　カッコ良かっただろ～？」

　そう言って親指を立てウインクするサク。

「んじゃ！　また学校でな！」

　そう言い残し、サクは風のように玄関から外へと去っていく。

「……まったく。どーしょーもないことに限って全力なんだから、アイツは」

　開けっ放しになった玄関を呆然と眺ながめるリューイの横で、ジュノがヤレヤレと、腕うでを組んでため息をつく。そして改めてリューイへと向き直った。

「どう？　学生寮ここの居い心地ごこちは。快適？」

「え？　あ、うん」

　質問に、素す直なおに頷うなずくリューイ。ジュノは屈くつ託たくのない笑顔を向けて言った。

「分からないことがあったら何でも聞いて、私、〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の隊長だから」

「〝火曜隊チーム・サラマンダー〟？」

　リューイの質問に、ちょっと困ったように作り笑いをするジュノ。

「え～と、守備隊のグループ──ん～、まぁ、要するに学生寮の宿直当番みたいなものよ」

「守備隊……？」

　リューイは混乱し、詳くわしい説明を聞こうとジュノに詰め寄ろうとした。しかしジュノはごまかすように、「あはは」と、わざとらしい笑顔でリューイの肩をポンと叩たたく。

「とにかく、君は今日から〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の一員だから。メンバーは私と、さっき走っていったバカ。あ、あと一人いるから、あとで紹しよう介かいするわ」

　そしてリューイに質問する間を与あたえず、腕のスポーツウォッチを見やるジュノ。

「あ、シャワーあびないと！　じゃ、また学校でね」

　踵きびすを返し去っていくジュノ。壁かべ掛かけ時計を見ると、確かに時刻は始業一時間前になっていた。




　　＊　＊　＊




「遠えん藤どう竜りゆう夷いです。よろしくお願いします」

　教きよう壇だんの前に立ち、クラスメイトたちを前にリューイはそう言ってペコリと頭を下げた。

　転入生に対する生徒たちの反応は鈍にぶかった。新学期になってから日も浅いこともあり、教室はリューイを歓かん迎げいするでもなく、拒きよ絶ぜつするでもなく、限りなく無関心な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　そんな平へい凡ぼんな日常で、リューイの新高校生活はスタートした。




　昼休み。リューイは廊ろう下かを一人、歩いていた。

　すると、不意に階段脇わきで話す、二人の男女が目に入った。

　ジュノだった。彼女の話している男子生徒も見憶えがあった──たしか宗むな方かた先せん輩ぱいだ。

〝夢〟の中で、無念にも戦死した英えい雄ゆうだ。当たり前だが、彼は高校の学生服を着て、元気にジュノと会話をしている。間違っても幽ゆう霊れいなんかではなかった。

　リューイは躊躇ためらいつつも、二人の会話に聞き耳を立てた。

「いや、油断したよ」

　宗方は頭をかきながら陽気にジュノに話しかけている。ジュノの方は少し深刻そうだ。

「やはり……もう？」

「うん。あれから何度も寝ねてみたんだけど、結局〝あっち〟には戻もどれなかった」

　そう言って宗方はウームと腕を組む。

「やはり死ぬと、もう〝夢〟を見なくなるようだ」

「先輩がいなくなると、戦力的に不安になります」

　ジュノがそう言って先輩の顔を見つめる。イケメンと美少女のツーショットは、傍はたから見ていると、結構いい雰囲気だ。しかし会話の内容はちょっと様子が違ちがうようだ。

「でもこれで踏ふん切りがついたよ。これからは部活一本に集中する。目指せ甲こう子し園えん！ってね」

　そう言って宗方はハハハと笑う。

「先輩……すみません。私の作戦指揮が至らなかったばっかりに……」

　ジュノが心底申し訳なさそうに頭を下げる。宗方は気にした様子もなく爽さわやかに笑う。

「あ、だったらお詫わびに今度、デートしよう」

「……部活動、頑がん張ばってください」

　ジュノの切り返しに、宗方はバツが悪そうに乾かわいた笑いを返す。

「ハハ、こりゃ龍りゆう哭こく塞さいよりはるかに難なん攻こう不落だ」

「えっ!?」

　宗方の口から〝龍哭塞〟という固有名詞が出た瞬しゆん間かん、リューイは思わず声をあげて驚おどろいた。

「あれ？　君は──」

　二人が同時にリューイに気付く。リューイは「こ、こんにちは」と不器用な挨拶を返した。

「あ、先輩、彼は──」

「遠藤君だろ？　昨晩、龍哭塞で会ったよな」

　紹介しようとしたジュノの言葉を遮さえぎり、宗方が爽やかな笑え顔がおでリューイの名を呼んだ。

「遠藤さんの弟なんだって？」

「えっ!?　そうなの!?　遠藤先輩って、あの伝説の〝逍しよう遥よう館かんの虎とら〟の？」

　ジュノが横で驚き、リューイの顔を二度見した。宗方が呆あきれるように肩かたをすくめる。

「知らなかったのか？　ジュノ」

　どうやらリューイの兄はこの学校では相当有名人らしい。もっともその事実はリューイにも初耳だった。〝逍遥館の虎〟……ずいぶんと仰ぎよう々ぎようしい渾あだ名なだ。

「俺はもう〝あっち〟には行けないみたいだからな。俺の代わり、期待してるぜ、弟君」

　宗方がリューイの肩をポンと叩き、そしてジュノに手を振ふり、去っていく。

　間もなく予よ鈴れいがなり、廊下が慌あわただしくなった。ジュノも教室へ戻ろうと踵きびすを返す。

「ジュノ！」

　リューイは思わずジュノの手首を摑つかみ、強ごう引いんに引っぱって呼び止めた。

「何？」

「いい加減教えてくれ！　いったいなんなんだ？　僕の見た夢……あれはいったい!?」

　温おん厚こうそうなリューイらしからぬ詰きつ問もん口調に、ジュノが一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいの表情を見せる。だが真しん剣けんなリューイの眼まな差ざしに気づくと、観念したように首を振った。

「君、意外と積極的なんだね。あ……ちょっといたい」

「あ、ご、ごめん」

　リューイが慌ててジュノの手首から手を離はなした。力の加減を間ま違ちがえてしまったようだ。考えてみれば同級生の女子の手を摑むなんて生まれて初めてだ。なりゆきとはいえ、女の子相手に乱暴な行こう為いをしてしまったことに、ちょっと後こう悔かいし、顔が赤くなる。

「そうだよね。説明不足だったね。あやまる」

　手首をさすりながら、ジュノが上目づかいにリューイを見る。

「でもちょっと説明が難しいの、だから──」

　ふと、そう言ってジュノがリューイに歩み寄った。少女の大きく澄すんだ鳶とび色いろの瞳ひとみが、リューイの間近に近づく。シトラスのいい匂においがした。

「放課後に、ね？」

「え？　あ、ああ、うん……」

　そっと耳元で呟つぶやくジュノの囁ささやきに、耳まで真っ赤になって声をうわずらせるリューイ。

　そんなリューイの反応を満足げに眺ながめ、ジュノはちょっと小こ悪あく魔ま的に微笑ほほえんだ。

　同時に授業開始を告げるチャイムが鳴った。




　　＊　＊　＊




「こっちこっち！　早く」

　放課後、ジュノに呼び出された場所は、二人の住む学生寮りようだった。

　辺りを見回し、廊ろう下かに他ほかの生徒や生活指導の当直がいないことを確かく認にんするジュノ。

「ホントは男子立ち入り禁止だけど。今日は特別なんだからね」

　そう釘くぎを刺さして、ジュノは女子棟とうにある自分の部屋にリューイを招き入れる。

　部屋は、リューイの部屋と同じ間取りになっていた。室内はきれいに整理されており、ジュノの几き帳ちよう面めんな性格がよく表れている。

「そこに寝ねて」

　促うながされた先はベッドだった。パステルピンクの布ふ団とんのかかった女性らしいシングルベッド。

「えっ？」

　一瞬、リューイはジュノの言葉の意味を理解できなかった。

「ベッドに寝るの」

　制服のブレザーを脱ぬぎながら、再度ジュノがリューイに促す。
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　寝る？　寝るって……それは、つまり……？

　瞬しゆん間かん、リューイの脳のう裏りにあらぬ妄もう想そうが爆ばく発はつした。

　女の子の部屋。

　二人きり。

　そしてシングルベッド。

　そのシチュエーションから導き出される展開は、やはり……!?

「ち、ちょっと、それはいきなり、マズいんじゃない!?　だ、だって僕たち、昨日出会ったばかりじゃないか！　そ、そんな、イキナリ……！」

　リューイは両手をブンブンと振ふってあとずさった。顔が真っ赤になり、激しく汗あせが噴ふき出す。

「う～ん、そうだよね。そりゃそういうリアクションになるよね……普ふ通つう……」

　一方、ジュノはそんなリューイに、頭をポリポリとかいて困った様子だ。

「とにかく、寝て。それが一番てっとり早いの」

　ジュノはそう言って、今度はネクタイをシュルリと緩ゆるめる。そんな仕草にリューイの狼ろう狽ばいが加速した。ジュノの言葉など、もう耳に入ってこない。

「こ、こ、こんなのはイクナイ！　こ、こーゆーことはお互たがいの愛を確かめ合う行為であるからして……と、とりあえずお友達から始めるぞなもし！」

　もはやリューイは、自分が何を言っているのかさえ分からなくなっていた。

「…………しょうがない」

　突とつ然ぜん、ジュノがリューイの胸にしなだれかかった。リューイの心臓がドクンと跳はねる。

「…………お願い」

「え？」

「いいから寝ろッ!!」

　いきなり、リューイの体が宙に浮ういた。

「どわあああああああああああああッ!?」

　それは、ジュノの華か麗れいなる大おお外そと刈がりだった。業ごうを煮にやしたジュノは強きよう硬こう手段でリューイをベッドへと投げ飛ばしたのだ。受け身もとれないまま、リューイはベッドに叩たたきつけられる。

「ぶふうッ!!」

　そのとき、ふと、リューイの視界にベッドの枕まくら元もとに置いてあるフォトフレームが入った。

　そこに飾かざられている写真には二人の少女が写っていた。

　一人はジュノだった。中学生の頃ころのものだろうか。幼い印象で、今よりずっと長い髪かみをポニーテールにしている。その姿は純白のテニスウェアだった。

　ふと、リューイの目が、ジュノと一いつ緒しよに写真に写るもう一人の少女に留とまった。

　ジュノと肩かたを組み、楽しそうに微笑ほほえんでいる少女──もちろん見たことも会ったこともない知らない顔だ。しかし不意に、リューイはその顔にある人物の面おも影かげを重ね合わせていた。

「ハルカ──？」

「黙だまって寝る！」

　苛いら立だちのこもったジュノの声に、しばし呆ほうけていたリューイが弾はじかれたように反応する。

　もはや何の抵てい抗こうもできず、リューイはそのまま目を閉じた。

　それにしても、なんなんだ？　いったい──。
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　次の瞬間、ジュノの行動の真意がやっと理解できた。

　暗くフェードアウトした意識の中、視界が白い光明に包まれる。不意に体が無重力の感覚に襲おそわれた。猛もうスピードで急降下している。まるでスカイダイビングだ。

　次の瞬間、リューイの両足が固い床ゆかの感かん触しよくにぶつかった。着地したのだ。

「ぐっ！」

　衝しよう撃げきにバランスを崩くずし、リューイはしたたかに背中を床に激げき突とつさせた。一いつ瞬しゆん、息が止まる。

「……こ、ここは？」

　やっとの思いで立ちあがり、周囲を見回す。そしてふと気がついた。昨晩は全ぜん裸らだったが、今はちゃんと服を着ている。しかもジュノやサクが着ていたものと同じ異装の姿だ。

　突然、「とえええい！」と室外から大きな声が聞こえてきた。

　間ま違ちがいない。そこは〝龍りゆう哭こく塞さい〟だった。つい昨晩、攻こう城じよう戦せんの舞ぶ台たいになった中世の城じよう塞さい。

　そして叫さけび声の主はサクだった。

　サクは城じよう壁へきに囲まれた城の中庭で、何やら奇き声せいを発して体を動かしている。

「サク！」

　リューイは彼の名を呼び、中庭へと外階段を駆かけ降りる。

「おー、リューイじゃん。来たか～」

　サクが汗を拭ぬぐってリューイに手を振った。

　次の瞬間、さっきまでリューイがいた場所に、流星のような一筋の光が巻き起こった。

　慌あわてて振り向くリューイ。間を置かず、光は人物となって浮かびあがる。ジュノだ。

「お、仲良く同どう伴はん出勤？　ヒュ～ヒュ～」

　サクがジュノを見やって冷やかす。ジュノの姿はさきほどの学生服ではなく、異装だ。

「ジュノ、これって──」

　言いかけたリューイに軽く目配せをして、コクリと頷うなずくジュノ。そしてサクへと向き直る。

「サク！　あんた、学校サボったでしょ！　何度目!?」

　サクは〝耳が痛い〟という仕草で、めんどくさそうにジュノの説教を受け流す。

「だってよう～、ゲーム売り切れちまってたんだもん。でもまぁ、ゲームよか、こっちの方が面おも白しれぇよな！　なんてったってバーチャルでリアルだしな！」

「だから、ゲームと一緒にしないでってば！」

　ジュノが呆あきれたようにサクを非難する。しかしサクはまったく気にせずヘラヘラと笑う。

「それよか、見てくれ。新必ひつ殺さつ技わざを開発したんだ！」

　突然、サクがキラキラした目で言った。そして「はっ！」とポーズを決めて両手を突つき出す。

「錬光環レンコウカン！」

　そう叫んだ瞬しゆん間かん、突き出したサクの手に緑の光が満ち溢あふれる。正確には彼のつけている翡ひ翠すいの指輪が発光する。彼が腕うでを突き出した先には、机の上に無造作に置いてある鉄てつ兜かぶとがあった。

「俺の錬光環は十本の指に一つずつある。だからそれらを上手うまく独立して動かせば……」

　そう言ってサクが「はッ！」と気を吐はいた瞬間、鉄兜がひとりでにカタカタと震ふるえだし、突然ブワッと宙を舞まう。そして二メートルほどの中空でピタリと止まった。まるで手品だ。

「ホラな？　ただ衝しよう撃げき波はを撃うつだけじゃなく、こんな念動力サイコキネシスみたいなこともできるってワケ。うおー、超ちよう絶ぜつアビリティ追加！　俺天才！　俺最強！　特訓の甲か斐いがあったぜー！」

　得意げになってはしゃぐサク。それは彼の龍仙具アトリビユートの力だった。

「その努力を、目が覚めたあとでもしなさいよね」

　ジュノがサクに嫌いやみを言う。そしてリューイに向かって言った。

「もう分かったでしょ？　この世界は、学生寮りようの生徒にとっての共有された夢なの。私たちは寝ねることで〝龍仙士ドレイク〟と呼ばれる存在になり、この城に召喚よばれる。学生寮と龍哭塞、現実リアルと世界オルンは、次元を超こえて繫つながっているってわけ」

　リューイは目を見張った。それは信じられないことだが、真実だった。
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　そのとき突とつ然ぜん、ズズン、と近くで爆ばく発はつ音がした。

　三人は驚おどろき、ほぼ同時に音のした方を見やる。爆音は城壁の一角にある城じよう楼ろうから発せられていた。見ると窓からモクモクと黒こく煙えんが漏もれている。

「ヨギの部屋ね」

　ジュノがそう言って城楼へ向かう。サクとリューイはその後についていくことにした。

　室内は、薄うす暗ぐらい円形のホールになっていた。扉とびらを開けると、ムアッと嫌いやな臭においが鼻を刺さす。床に色とりどりの薬品の入った壺つぼが並べられ、壁かべにある本ほん棚だなにはギッシリと羊皮紙の古い本が納められている。まるで錬れん金きん術じゆつ師しの実験室のようだ。

　部屋の中央には、呪じゆ術じゆつの儀ぎ式しきをする魔ま女じよのように、地べたに座る少女がいた。

「紹しよう介かいするわ。彼女も〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバーの一人で私たちと同じ二年生。法ほう眼げん小こ夜よ祇ぎ。私たちは〝ヨギ〟って呼んでるわ」

　ジュノの紹介にも、リューイにも、まるで関心がないかのように研究に没ぼつ頭とうしているヨギと呼ばれた少女。長く黒い髪かみと雪のように白い肌はだ。彼女も他ほかの皆みなと同様、華か麗れいな刺し繡しゆうが施ほどこされた法衣を纏まとっている。そして露ろ出しゆつした腕には、不思議な意い匠しようの刺青いれずみが刻まれていた。

「ヨギ？　何作ってるの？」

　ジュノが鎧よろい戸どを開け、暗い部屋に光を入れながら聞く。

「黒色火薬──」

　ヨギが淡たん々たんとした口調で答える。部屋に充じゆう満まんしていたのは、硝しよう煙えんの臭いだった。

「すげえな！　オイ！　発明スキル発動だな！」

　サクが手を叩たたいて、はしゃぐ。

「新兵器かよ！　これ使えば鉄てつ砲ぽうとか作れんじゃね？　なんだっけ、ホラ、火ひ縄なわ銃じゆう？」

「無理──」

　しかしヨギが冷たい声で言い返す。

「砲身バレルとなる鉄てつ筒とうを造る製鉄技術が整備できない。できて精々、爆ばく薬やく──」

　ヨギがチラリと視線を脇わきへと流す。その視線の先には、木箱に入ったいくつかの球が納められている。ソフトボールほどの大きさの混凝紙でできた球──きっと爆ばく弾だんだ。

　そのとき、ふと、リューイはあることに気づいた。ヨギの声に聞き憶おぼえがあったのだ。

　それは昨晩の攻こう城じよう戦せんのとき、どこからともなく聞こえ、ジュノやサクを始め城内の兵士たちに的確な作戦指示を発した〝心の声〟だった。ヨギの声は、あのときの声と同じだったのだ。

「もしかして、あのときのテレパシーは……君？」

（テレパシー？　これのこと？）

　すると、いきなりリューイの耳に、その心の声が響ひびいた。ビックリしてヨギの方を見る。しかしヨギは相変わらずのノーリアクションだ。

「これがヨギの龍仙具アトリビユートの能力よ」

　そう言って、ジュノは自分の袖そでをまくる。ジュノの右手の手首あたりに、黒い刺青がある。

　その刺青は、ヨギの両腕に刻まれた刺青と同じデザインをしていた。

「昨夜ゆうべ、君の手にも貼りつけたでしょ？」

　ジュノがそう言ってリューイの左手を取る。促うながされて自分の掌てのひらを見たリューイはアッと声をあげた。よく見るとジュノと同様、そこには小さな黒い刺青が浮うかびあがっていたのだ。

（〝幻王印ゲンノウイン〟）

「この刺青は、ヨギの体から剝はがしてシールのように他の人の体に貼りつけることができるの。貼りつけた者同士は、これを通じて念話ができるってわけ」

「ま、ケータイみたいなモンだな」

　サクがそう言ってアハハと笑う。なるほど、便利な能力だ。龍仙具アトリビユートは必ずしも戦せん闘とうのためのアイテムだけではないらしい。

「そういえば、おまえの龍仙具アトリビユートは何なんだよ？」

　サクが素そ朴ぼくな疑問を口走った。リューイは不意をつかれたように「え？」と呆ほうける。

「そういえば……」

　ジュノが困こん惑わくする。そしてリューイはもっと困惑した。

　リューイは慌あわててバタバタと体中を触さわって確かく認にんする。

「お、それじゃね？　その右手についてるヤツ」

　サクがリューイの右手を指差して言う。

　見ると、右手の掌に何やら水すい晶しようのような珠たまが埋うめこまれている。珠は掌と手の甲こうを貫かん通つうして露出していた。掌にカッチリとはめこまれているようだ。

　リューイは拳こぶしを何度も握にぎり直して、その珠の感かん触しよくを確かめた。痛みはない。

「で、その龍仙具アトリビユートはどんな力なんだ？」

　サクが聞く。しかしリューイは首を振ふった。そんなこと言われても困る。聞きたいのはこっちの方だ。水晶はくすんだ鉛なまり色いろをしていて、サクの錬光環レンコウカンのように光を放つこともなかった。

「えええ!?　もしかして何の能力もねえの？　ただの飾かざり？」

　サクが大おお袈裟げさに驚く。リューイは申し訳なさそうに「そうみたい……」と頷うなずいた。

「ちょ、おまえ、役に立たねぇじゃんよ！」

　サクは馬鹿にしたような顔で、あからさまに残念そうなリアクションをとる。

「おまえ、来た意味ねぇじゃん！　あ～あ〝火曜隊チーム・サラマンダー〟戦力増強のチャンスだったのによ～」

　サクの心ない言葉がチクチクとリューイの胸を刺さす。悪気はないのだろうが、はっきり言われるとちょっとヘコむ。謝る道理はないはずなのに、なんだか謝りたい気分だった。

「まぁ、そのうち分かるでしょ」

　ジュノがリューイを慰なぐさめるように、明るい様子でそう言った。

「龍仙具アトリビユートがなくても、城を守る仲間が一人でも増えたのは喜ばしいことよ……ホラ、ただでさえ人手不足だから」

　なんだかフォローになってないフォローだった。リューイは自分が〝できない子〟扱あつかいされている気がして、ガックリと肩かたを落としてため息をついた。
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「で、で、殿でん下かッ……！　お、お待ちをッ!!」

　大声がした。皆が窓の外を見やる。通用門の方へと、数人の兵士が慌ただしく走って行く。

　声の主は隻せき眼がんの女戦士アルディエルだった。

「今度は何だよ？」

　サクが呆あきれたようにため息をついた。




　内ない廓かくの通用門に、人だかりができていた。その人々の中心に、アルディエルがいる。

「殿下……！　き、危険です！」

　女戦士が狼ろう狽ばいの色を浮かべて取り乱している。

「アルディエル！　手助けは無用です！」

　くぐもった叱しつ咤たの声が聞こえてくる。見ると一人の少女が、城館から出てくるところだった。

　どうやら少女はハルカ──であるらしかった。

「なんだありゃ？」

　サクが呆れて言う。と、いうのも、少女は全身を覆おおう厳いかつい甲かつ冑ちゆうを身に纏まとっていたのだ。

　意い匠しようを凝こらした鎖くさり帷子かたびらと板金製の小手と脚きやつ甲こう。完全に顔を覆う兜かぶと。その上には碧あおいコートとマントを羽織っている。まさしく完全武装の鎧よろい武者の出いで立ちだ。

　しかしその物もの腰ごしは、あきらかに装備を着慣れているとは思えなかった。

　完全に重量オーバーだ。ハルカはフラフラと今にも転びそうな千鳥足で歩いてくる。

「……何やってるの？　ハルカ」

「あ、皆みなさん！」

　ジュノたち一行に気づいたハルカは、ガシャガシャと音を立てて手を振る。しかし首は回らないらしく、その動きはまるで壊こわれたロボットのようだ。

「私は正直、悔くやしいのです」

「はぁ？」

「いつも皆さんが命がけで戦っているのに、私は一人、何のお役にも立てず城じよう壁へきの奥に匿かくまわれているだけ……。私は決めました！　私も皆さんと一いつ緒しよに戦います！」

「……無理じゃね？」

　サクが横から、冷やかすように横よこ槍やりを入れる。リューイも同意見だった。

「無理ではありません！」

　鎧武者が怒おこったようにガシャガシャと両手を振る。

「私はこれでも武勇の誉ほまれ高き先せん帝てい、鞍あん上じよう帝ていの一人娘むすめです。父の薫くん陶とうを受け、幼き頃ころより武芸百ひやつ般ぱんをそれなりに嗜たしなんでまいりました！」

　ホントかよ？という態度でサクが肩をすくめる。

「殿下！　なにとぞご自愛下さいませ!!」

　アルディエルが心配のあまり血相を変えている。その態度を見れば明々白々。答えはノーだ。

「こほん！　アルディエル。馬を！」

「で、殿下！　ご勘かん弁べんを！　万が一怪け我がでもされたら──」

「これしきの鎧の重み、統帝としての重責に比べれば羽う毛もうのような軽さです！」

　ブヒヒンと、皆の目の前に一頭の軍馬が引かれてきた。

　ハルカは「よいしょ」と渾こん身しんの力をこめて片足をあげ、馬に跨またがるべく鐙あぶみに足を掛かける。

　そのときだった。馬がヒヒヒン、と小さく鼻を鳴らし、おもむろに歩きだしたのだ。

「え？　え!?　ち、ちょ、ちょっと……！」

　片足を鐙に固定してしまったハルカは、足を取られて盛大に地べたへとひっくり返る。

「コラ！　と、止まって！　お願い！　止まりなさ……あ[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]～～～～！」

　さすがの帝てい姫きも、馬相手にその威い光こうは通じないらしい。これぞまさしく馬ば耳じ東とう風ふう。

　ハルカはなす術すべもないまま、ズルズルズルズルと無様に引きずられていく。

「殿下ッ!!」

　アルディエルが慌あわてて追いかける。皆も呆れて追いかける。

　なんとか馬の呪じゆ縛ばくから脱だつ出しゆつしたハルカは、ペタリと地面に座りこんだ。全身泥どろだらけ。

「だから申し上げたではないですか！　御ご自じ重ちよう下さい！　殿下！」

「す、すみません……」

　さっきまでの威勢はどこへやら。ショボンと申し訳なさそうに頭を下げるハルカ。

「いたた……」

　兜を脱ぬぎ、立ちあがろうとしたハルカが顔を顰しかめる。露ろ出しゆつした膝ひざ部分に血が滲にじんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　怪我してるじゃない！」

　それを見たジュノが血相を変えて駆かけ寄る。

「サク！　当直の〝水曜隊チーム・サーペント〟に、傷を治す龍仙具アトリビユートを持ってる子いたよね？　呼んできて！」

「へ、平気です！　かすり傷ですから……」

　ハルカが慌てて固辞する。ジュノは真しん剣けんな顔でハルカを見つめた。

「ハルカ。聞いて」

　ジュノは手を伸のばし、懐ふところから取り出した布でハルカの顔についた泥をていねいに拭ふいてやる。

「絶対に無理をしちゃ駄だ目め。アナタはこの城の主なの。いい？」

　ハルカは涙なみだ目めになり「……はい」と小さく頷うなずいた。

「それに〝召しよう喚かん者しや〟であるアナタの身に何かあったら、私たち〝龍仙士ドレイク〟全員が大変なことになるの。他ほかの誰だれが死んでも、アナタだけは生き残らなくちゃいけない。だから軽はずみな行動だけはしないで」

　そう言ってジュノはハルカにそっと手を差しのべる。

「はい……すみません……」

　ハルカは深々と頭を下げ、ジュノの手をとり、立ちあがった。

　そのとき、ふとハルカは傍かたわらに立つリューイの姿をその視界に捉とらえた。

「あ、貴方あなたは──」

　ハルカの美しい双そう眸ぼうに見られ、リューイが反射的に背筋を正す。

「ど、ども……」

　会え釈しやくするリューイ。それを見た瞬しゆん間かん、ハルカの顔がパッと明るくなった。今までしょげかえっていた泣き顔はどこへやら、ハルカは満面の笑えみで、リューイの目の前まで走り寄ってくる。

　そして神こう々ごうしいばかりの美び貌ぼうで、リューイに向かって挨あい拶さつをした。

「ちぃ～っす！」

　いきなりハルカがそう言った。しかも指を二本おでこに翳かざし、キラッとウインクしながら。

「……へ？」

「ちぃ～っす！　さいきんチョーシどーっすか!?」

　ハルカが再び挨拶をする。見た目の清せい楚そさと激しくギャップのある挨拶だった。

「え、あ、ち、ちぃーっ……す」

　予想外のハルカのフランクさに、完全に面めん食くらい戸と惑まどうリューイ。しかしハルカは、そんな自らの激しい違い和わ感かんにまったく気づかず、ニコニコと屈くつ託たくのない笑みを浮うかべている。

「……サク。あんたの仕し業わざね」

　背後でジュノがボソっと呟つぶやいた。静かな怒いかりに震ふるえた声。その声にギクッとなるサク。

「だ、だ、だってよお！　お姫ひめさんが、俺らの世界の気軽な挨拶を教えてくれって言うんだもん……って、いてててててて！　痛いってばよ！　ぎょわあああああああああ!!」

　いきなりジュノがサクにヘッドロックをかました。そして怒りにまかせ、思いっきりサクの頭をギリギリギリギリ！と締しめあげる。たまらずサクは地面をタップした。

「ジュノさんとサクさんは、いつも仲が良くてうらやましいです」

　二人の様子を微笑ほほえましく見ているハルカ。まったく状じよう況きようを分かってないようだ。

　そんなハルカの無む邪じや気きな横顔を見ながら、リューイは呆あきれつつも、なにかホッコリと心が温かくなるのを感じていた。ちょっと胸のドキドキも入っているようだ。

「お名前、聞いてなかったですね」

　不意にハルカがリューイに向き直り、改まった様子でそう話しかけてきた。

「え!?　あ、はい！」

　今までボーッと彼女を眺ながめていたリューイは、うわずった声で慌てて返事をする。

「リューイ……といいます」

「まぁ、リューイ……」

　その名前を聞いた途と端たん、ハルカの顔が曇くもったのを、リューイは見み逃のがさなかった。

「な、何か……？」

「あ、いえ、その……」

　ハルカはバツが悪そうにモジモジと下を向く。どうやら、その理由をリューイに告げるべきかどうか迷っているようだ。しかし意を決してリューイの顔を見やる。

「〝リューイ〟という言葉は……その……私たちの国の言葉で〝役立たず〟という意味……なんです……」

「えええ？」

　驚おどろくリューイのリアクションと同時に、背後でけたたましい笑い声がした。

「わはははははははは！　おまえにピッタリじゃん、リューイ！」

　サクだった。サクはジュノのヘッドロック攻こう撃げきからなんとか脱だつ出しゆつし、いつのまにかリューイの背後に立っていた。そして二人の会話に聞き耳を立てていたのだ。

「おまえ、龍仙具アトリビユートも使えねぇし。まさしく〝役立たず〟じゃん。キャラメイク失敗ってやつ？　別アカ作ってニューゲームやり直せよ～」

　ゲラゲラと無邪気に笑うサク。そのサクのあまりに無神経な態度に、さすがのリューイもちょっとカチンときて、文句を言おうと口を開く。

「そんなことありません！」

　しかしリューイより先に、サクに抗こう議ぎをする声があった。

「リューイさんは、役立たずなんかじゃありません！」

　ハルカだった。彼女は頰ほおを膨ふくらませ、顔を真っ赤にして必死に訴うつたえる。

「それにこの世界では、魔ま除よけのため、生まれてきた子供にわざと酷ひどい名前をつける風習があります。え～と、たとえば〝間抜けモーフエ〟とか〝汚物塗れバースト〟とか〝虫ケラ以下フンビーシ〟とか──」

　……僕は〝間抜け〟や〝汚物塗れ〟や〝虫ケラ以下〟と同等……なのか？

「ハルカ……それ、フォローのつもり？」

　隣となりにいたジュノが、呆れたようにため息をつく。

「ごめんなさい……」

　ハルカが怒いかりから一転、シュンとなってうつむく。

「と、とにかく、みんなの足を引っぱらないように、がんばるよ……」

　そんなハルカの様子に、リューイは慌あわてて場を取り繕い、自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようする。

「そうです！　私も及およばずながら、ご協力させて頂きます！」

　リューイの言葉を受けて、にわかにハルカの機き嫌げんが直った。彼女はリューイの手を取り、鼻息も荒あらく「がんばりましょう！」と決意を固める。

　怒おこったり、笑ったり、しょげかえったり。短時間でコロコロと変わるハルカの表情はまるで天気のようだ。とても感受性の豊かな少女なのだろう。

　そんなハルカは、満面の笑えみでリューイに正対し、彼に告げた。

「よろしくお願いします。〝役立たずリユーイ〟さん！」

　純真無む垢くなハルカの挨あい拶さつに、リューイはゲッソリとして、サクは腹を抱かかえて笑い転げた。
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　オルンの大陸東部を占しめる広大な大地。そこに君臨する国の名を〝ドルクルス統とう国こく〟という。

　万世一系の〝統帝〟が、三百年の永きにわたって支配してきた大帝国である。

　しかしかつては大陸の華はなと謳うたわれ、絢けん爛らんたる繁はん栄えいを極きわめた統国にも、やがて斜しや陽ようの刻ときが訪おとずれようとしていた。

　端たん緒しよは今から二十年前のことだった。遥はるか北方に国境を接するナジュガル高原に棲すむ騎き馬ば民族たちが、突とつ然ぜん、統国の辺境へと攻せめ寄せたのだ。

「ヤレ、恐おそろしや。冬空に群れるは北の金きん鷹よう。千に満ちれば城奪うばい、万に満ちれば国奪う」

　北を高原に接する辺境パルミアの領民の間に伝わる民みん謡ようである。その唄うたの通り、ついに万に満ちた強きよう悍かんな騎馬の軍勢は、アッという間に統国領土を席せつ巻けんした。

　しかしこれに対し、ついに統国が反はん攻こうに転じる。

　当時の今上帝であった第三十八代統帝ジャルカは、豪ごう勇ゆうの誉ほまれ高き武人でもあった。

　彼は手勢六万を引き連れ、自ら親しん征せいを行い、異民族の蹂じゆう躙りんを受けるパルミアへと〝北ほく伐ばつ〟を開始したのである。

〝パルミア戦せん役えき〟と呼ばれる北伐軍と騎馬民族の戦乱は、その後十年近く続き、遂ついには統国の勝利で幕を閉じた。騎馬民族を北方へと押し返したジャルカは、聖都に帰き還かんすることなく辺境にて異民族を睥へい睨げいしつつ政治を執とり続けた。彼はその後の生しよう涯がいをパルミアで過ごし、以降、玉座に腰こしを下ろすことなく、終生を戦場で過ごしたことから、死後〝鞍あん上じよう帝てい〟と謚おくりなされた。

　そして現在。かつての戦災の爪つめ痕あとも生々しい、北辺の地、パルミア。

　今、この凍とう土どに包まれた不毛な大地に、再び大乱の火種がくすぶりつつあった──。




「なんという体ていたらくだ！」

　宙に杯さかずきが飛んだ。酒が飛沫しぶきとなって周囲に飛び散る。白磁の高足杯はいは、頭を地面に擦こすりつけて平へい伏ふくしている男の目の前に叩たたきつけられ、粉々に割れ散らばった。

　杯を投げたのは、上座に立つ中年の男だった。豪ごう奢しやな朝服を纏まとった、ひどい肥満体の男だ。

「紅こう天てん旗き幟し兵へい団だんと攻こう城じよう兵器を総動員したあげく、無様に逃にげ帰ってくるとは！　恥はじを知れ！」

「しかし伯父おじ上うえ……」

　平伏した男が顔をあげ、濁にごしつつも言葉を返す。こちらは一転、瘦やせた鼠ねずみのような小男だ。

「陛下と呼ばんか！　ナルデーヒ！」

　ナルデーヒと呼ばれた小男は、ヒイイと萎い縮しゆくし再び頭を下げる。

　彼は、先の龍りゆう哭こく塞さい攻略の兵三万を拝領し、その総指揮を仰おおせつかった将しよう帥すいだった。

　しかし言わずもがな結果は惨ざん敗ぱい。這ほう々ほうの体でここカラバリクへと逃げ帰ってきたのだ。

　カラバリクはパルミア地方の主しゆ邑ゆうであり、パルミア大侯領の州都である。〝黒い城〟という意味を持つこの都市は、辺境特産の黒灰石を主な建築素材としているため、その名の通り黒く無骨な景観を成している。

　その都市の中心にあるのが、この場所。通つう称しよう〝黒こく耀よう台だい〟と呼ばれる黒い宮きゆう殿でんである。ここはかつてのパルミア戦役では北伐軍総そう督とく府が置かれ、鞍上帝が崩ほう御ぎよするまで、彼が終生を過ごし執しつ政せいに就ついた場所でもある。そのため、カラバリクは別名〝代だい都と〟とも呼ばれている。

「小こ娘むすめめ……！」

　豪奢な肥満男が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、玉座を模したソファに身を埋うずめる。

　この男の名はドルジフ。現在の〝黒耀台〟の主だ。

　そして自ら〝封ほう王おう〟と名乗って即そく位いし、パルミアの領りよう袖しゆうを宣言した乱世の梟きよう雄ゆう。

「し、しかし陛下……」

　ナルデーヒはなおも食い下がる。

「あのような辺境の小しよう塞さい、捨て置けばいいのです。我らパルミアは、天下に覇はを唱える北辺の雄。兵を再編し全軍を挙げて聖都へ上じよう洛らくを行えば、明日にでも天下は夢ではありません」

「それができたら苦労はせんわ！　このうつけが！」

　ドルジフは火がついたように怒ど鳴なり、ギリリと奥歯を嚙む。

　今、統国は下げ剋こく上じようの戦国時代にある。

　クシャーニア、アヴァール、メルギニア、トルサガ、そしてパルミア。この数年で各地の大侯領を治める諸しよ侯こうが、次々と挙兵し、統国の覇は権けんを握にぎるべく各地で〝封王〟と称しようし即位した。彼らの目的はたった一つ。国政の中心である聖都ディサに上洛し、政権を奪だつ取しゆすることである。

　というのも、パルミア戦役によって永く為い政せい者しや不在となってしまった聖都では、完全な無政府状態が続いていたのだ。門もん閥ばつ諸侯や豪ごう商しよう、そして国教であるル神しん教きよう僧そう会かい。いずれも腐ふ敗はいし権力に目の眩くらんだ亡もう者じや達が、まるで呪のろいの壺つぼの中で殺し合う毒どく蠱むしの如ごとく、醜みにくい権力闘とう争そうに明け暮れている。

　十年前、鞍上帝が崩御したあとも、即そく座ざに聖都ディサにて幼い統帝が即位したが、もはや彼には何の権力もなく、傀かい儡らいとして利用されていることは誰だれの目にもあきらかであった。そもそも新統帝の正統性からして怪あやしい。今年十二歳になる新統帝は、実は帝家とは縁えんも所縁ゆかりもない、宰さい相しようが旅先で拾ってきた羊飼いの庶しよ子しだったという噂うわさは、もはや公知の事実となっている。

　ドルジフにとって今はまさに好機。辺境の寒風によって鍛きたえられしパルミア軍総勢七万をもってすれば、おそらく聖都の城門はたやすく開かれ、彼を救国の英えい雄ゆうとして受け入れるだろう。

　しかし──。

　一つだけ、深刻な問題が、ドルジフにとって憂ゆう患かんの種となって芽め吹ぶいていた。

　それこそが、あの忌いま々いましい小娘──ハルカである。

　彼女は取りも直さず鞍上帝の残した一ひと粒つぶ胤だね。つまり当代で唯ゆい一いつ、世界を統すべる統帝家の血を受け継つぐドルクルス統とう国こくの正統後こう継けい者しやである。その彼女を生かしておくことは、〝統帝を補ほ佐さし天下を治めるパルミア王〟であるはずの自身の大義名分を失う死活問題であった。ハルカを無視し上洛を行えば、たとえ戦力に任せ一時的に首都を陥かん落らくさせ、政権を奪取することができても、やがて諸侯への求心力はなくなり、三日天下に終わることは火を見るよりあきらかなのだ。

「……あの小娘め」

　そう呟つぶやき、ドルジフはギリリと歯ぎしりをする。

　幾いく度どとなく戦場で叩き潰してきたにも拘かかわらず、まるで雑草のように生き抜ぬき、害虫のように逃げ回りよって……。

　辺境の一地方領主に過ぎなかったドルジフが、持ち前の権けん謀ぼう術じゆつ数すうで封王を僭せん称しようしてから数年。ハルカは事あるごとに反はん抗こう勢力に担かつぎ出され、ドルジフの覇は道どうに立ち塞ふさがってきていた。

　そして今度は、とるに足らぬ西の小城〝龍哭塞〟に立てこもり、あまつさえ──

「〝龍仙士ドレイク〟の力を借りるとは……」

　ドルジフが呟いたその名を聞いた瞬しゆん間かん、ナルデーヒがヒッと小さく叫さけんだ。

「正直、あれほどまでの強さとは、思いもよりませんでした。まさに鬼き神しんの如き強さ」

　戦場での悪夢が蘇よみがえったのだろう。ナルデーヒは顔面蒼そう白はくになって脂あぶら汗あせをかく。

「〝その爪そう牙が、山さん嶺れいを引き裂さき、炎息いきは大海を干す〟──『龍朝秘史』に記された古き伝承の通りです……」

「言われんでも知っておるわ！」

　ドルジフは怒いかりにまかせ、持っていた果物を投げつける。

〝龍仙士ドレイク〟──それは世界オルンの民たみに畏い怖ふの念をもって伝えられる伝説の存在であった。

　統とう国こくの国教、ル神教の教義において〝龍〟は単なる空想上のモンスターではなく、この世界で唯一絶対の神とされている。

　天にまします龍りゆう神じん──天主天てん龍りゆうは、オルンを創造し、天を統すべ、万ばん物ぶつに豊ほう穣じようをもたらし、人の生死をも支配する存在として、あまねく統国臣民にとって絶対的な信しん仰こうの対象となっている。

〝龍仙士ドレイク〟は、その絶対神が地上に遣つかわした使徒である。国が乱れ、人の心が荒すさみ、信仰が失われた末法の世に、いずこからか現れ、絶大なる力を振ふるい、民を救う神の眷けん族ぞくたち──。

　ドルジフ自身、そんなものは単なるお伽とぎ噺ばなしや神話の類たぐいのものだと一いつ笑しように付していた。

　実際にその存在を目まの当たりにするまでは──。

「陛下、御ご奏そう上じよう申しあげます」

　不意にナルデーヒの後ろに控ひかえていたもう一人の男が声をあげた。

　男は総督府の将、バラクルだった。サクに吹ふっ飛ばされたときの怪け我がであろう、全身に痛々しく包帯を巻いている。

「かくなるうえは、サーラル大将軍を招しよう聘へいするのは如何いかがでしょうか──」

「サ、サーラル!?　かの〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟の一角を成した、あのサーラルか!?」

　ナルデーヒが思わず声をうわずらせる。

　しかしその名を聞いた瞬間、再びドルジフが激げき昂こうして立ちあがった。

「たわけ!!　あやつは危険だ！　いいか！　金輪際、あの男の名を口にするな!!」

　あまりの剣けん幕まくに恐きよう縮しゆくし、バラクルは「御ぎよ意い……」と頭を地面に擦こすりつける。

　鼻白んだドルジフが顎あごをさする。そして傍かたわらにあった果物を手にとって言い放った。

「……しかたがない、包囲を固め持久戦にもちこむ。〝龍仙士ドレイク〟がいかに脅きよう威いであろうと、兵は飯を食わねば生きてはいけまい。餓うえればおのずと門を開けよう」

　ジャクッと果か汁じゆうを撒まき散らし、果実を貪むさぼる僭せん王おうの顔は、残ざん忍にんさに醜しゆう悪あくに歪ゆがんでいた。

「見事な判断です。陛下」

　ナルデーヒが立ちあがり、深く一礼する。

「ふふふ、餓えと渇かわきで城内が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとなる様が楽しみですな」

　そう言って、醜悪な顔の伯父おじと甥おいは、いやらしい笑いを掛かけ合った。
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　パコッ、と乾かわいた音とともに、リューイの脳天に軽い衝しよう撃げきが走った。

　びっくりして見あげると、目の前に英語教師マエダが仁に王おう立ちして、リューイを見下ろしていた。

「ボ～ッとしてんな、遠えん藤どう」

　マエダが呆あきれた顔で言う。どうやら自分は出席簿ぼで小こ突づかれたらしい。

　そう、ここは学校の教室。今は五時間目、英語の授業中だ。

「まったく、恋こいする乙女おとめじゃねェんだからよ」

　数人の生徒たちがクスクスと笑う。リューイはバツが悪くなり、教科書に視線を落とした。

　恋する乙女──マエダの冗じよう談だんは、実は冗談ではなかった。図星だったのだ。

　龍りゆう哭こく塞さいで初めて出会ったときから、リューイの胸の中には、彼女──ハルカの笑え顔がおが焼きつき、消えなくなってしまっていた。まるでフィルムに感光した写真のように。

　ハルカと自己紹しよう介かいをした日から、リューイは毎晩、オルンへと赴おもむくようになっていた。

　龍哭塞という非日常的な場所が、少年にとってワクワクする魅み力りよく的な場所だったということもある。しかし何より、愛いとしのハルカの顔を見たい、それが最大の目的であった。

　それにしても、なんだか異様に体がダルい。毎晩、ちゃんと睡すい眠みんをとっているはずなのに、なぜか体の芯しんにけだるい疲ひ労ろう感かんが溜たまっているのだ。それが〝恋の病〟のせいなのか、それとも夢の世界オルンに没ぼつ入にゆうしてしまった影えい響きようなのか、リューイにはよくわからなかった。

　この間、サクが言っていた。世の中には、ネットゲームにハマるあまり、寝しん食しよくも忘れて没入する〝ネトゲ廃はい人じん〟という人種がいるらしい。

「だから俺たちは、さしずめ〝夢廃人〟ってとこだな～、キシシシ」

　リューイはサクが言った言葉を思い出し、人知れず自じ嘲ちようした。




　そして今夜も、リューイは懲こりずに龍哭塞へと降り立った。

〝降臨〟にも、さすがに慣れてきた。今度はちゃんとバランスを崩くずさずに地面に着地することができた。もちろん風ふ呂ろ場ばに落っこちるような失態も犯おかさなくなった。

　リューイは周囲を見回す。数日経たった龍哭塞は、相変わらずの活気に満ちていた。

　最近やっと分かってきたことだが、どうやらリューイの住む現実より、この世界オルンの方が、時間が流れるスピードが速いらしい。大まかな感覚だが、オルンは現実の五倍程度。つまり現実の一日はオルンの五日に相当する。

　リューイの所属する〝火曜隊チーム・サラマンダー〟など、ジュノが言っていた守備当番は、そんな二つの世界のタイムラグによるインターバルを補うために決められた、守備の当直順番だったのだ。守備当番は名前の通り、月曜から日曜まで、学生寮りようの寄宿生は七つの守備隊のいずれかに所属する。

　ちなみに今日は〝土曜隊チーム・バジリスク〟の当直。非番のジュノやサクは召喚よばれていない。

「リューイさん！」

　キョロキョロしているリューイの背中に、不意に元気な声が跳はね返った。

「ハルカ……さん」

　間ま違ちがいなくハルカだった。ハルカは変わらない笑顔と美び貌ぼうで、リューイを見つめている。

「オッス、オラ悟ご空くう！」

　どうせ、またサクに教えこまれたのだろう。ハルカが怪あやしげな挨あい拶さつを披ひ露ろうする。

　というか、それ、もはや挨拶じゃないし……。単なる一発ギャグじゃないか。

　サクのやつ、ハルカが何も知らないのをいいことに、完全に遊んでるだろ……と、リューイはゲンナリとして心の中で小さく悪態をつく。

「……その挨拶、やめたほうがいいと思う」

　リューイが苦笑すると、ハルカの顔が曇くもった。

「リューイさんはお嫌きらいですか？〝オッス・オラゴクウ〟……素す敵てきな響ひびきの言葉なのに」

「べ、別に嫌いじゃないけど……、あんまり使わない……かな」

　何て言っていいか分からず、笑ってごまかすリューイ。

「残念です。気にいっていたのですが。この挨拶をすると、皆みなさん笑顔になってくれるから」

　それは絶対、違ちがう意味で笑ってるよね……ということは、彼女の前では言わないでおく。

「それより見てください！」

　そう言って、ハルカがくるりと振ふり返り、指をさした。

　そこには、龍哭塞の城じよう壁へきと、大きな城門が聳そびえていた。

　牙が龍りよう門もん──先の攻こう城じよう戦せんの舞ぶ台たいとなり、集中砲ほう火かで瓦が礫れきとなったはずの施し設せつだ。しかし今は瓦礫がきれいに取り除かれていた。城門には足場が組まれ、兵士たちが土木作業に従事している。そこでは驚おどろくべき早さで傷ついた城じよう塞さいの再建が始まっていた。

「〝龍仙士ドレイク〟の皆みな様さまにも手伝って頂いているので、あっという間に修復されました。本当にありがとうございました！」

「あ、いや、僕は何もしてないけど……」

　彼女の心からの謝礼に、苦く笑しようするリューイ。

「リューイさん……」

　ふと、ハルカが憂うれいをこめた目になってリューイの名前を呼んだ。

「あ、はい！」

　真っ直すぐリューイの目を射る、その澄すんだ瞳ひとみに、思わずリューイの返事がうわずる。

「リューイさんに会ったら、謝らなければならないと思っていたことがありました」

　そう言って、躊ちゆう躇ちよして目を伏ふせるハルカ。なにやら少し深刻そうな面おも持もちだ。

　彼女はしばらく考えていたが、意を決して口を開いた。

「そういうつもりではなかったんです……知らなかったんです」

「え？」

　意味が分からず戸と惑まどうリューイ。不意にハルカは胸むな元もとにあるペンダントを取り出した。

「〝封ほう龍りゆう珠じゆ〟──統帝家に伝わる秘宝です」

　ペンダントには、澄んだ泉のように美しい紺こん碧ぺきの宝石が塡はめられていた。

「父から教わったのです。もし身に死の危険が迫せまったときは、この石に念じ儀ぎ式しきを行え、と」

　ハルカはそれを大事そうに両手に包み、握にぎりしめる。

「〝封ほう龍りゆうの儀〟と言われています。歴代の統帝が世よ継つぎの一子にのみ伝えた、秘伝の奥おう義ぎ──〝珠たまに念じよ。さすれば双界に縁えんが結ばれ、大いなる龍祖の眷けん族ぞくの力を与あたえられん〟。父から聞かされたのは、その言葉と儀式の方法のみ」

　ハルカはペンダントをしまうと、リューイを見つめる。

「まさかそれが、貴方あなたがた〝龍仙士ドレイク〟を異世界から召喚し、この過か酷こくな戦乱に巻きこむような力だとは思っていませんでした……リューイさん、ごめんなさい。あんな怖こわい思いをさせたのは、すべて私のせいなのです」

　そこまで聞いて、リューイはやっとハルカの真意を理解した。

「そ、そんなこと、全然気にしてないよ！」

　深々と頭を下げるハルカに、慌あわててブンブンと頭を振り、弁明するリューイ。

　確かにこの間の攻城戦では、肝きもを冷やすヒドイ目にあった。だからといって、リューイはこの世界に召喚されたことを後こう悔かいなどしていない。

　いや、むしろ感謝している。その理由は、もちろん──。

（君と出会えたから）

「どうしました？　お顔が赤いようですが……」

「あ、いや、な、なんでもない！　なんでもないです！」

　胸に沸わきあがった、愛の言葉をゴクッと飲みこみ、慌てふためくリューイ。

　そんなリューイの態度に、うふふ、とハルカが上品に笑った。

「リューイさんって、面おも白しろい方ですね」

「あ、そ、そうですか？」

　頭をポリポリかいて、照れるリューイ。面白いなんて言われたのは生まれて初めてだった。

「そうだ、リューイさんは〝チューカンシケン〟は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「はい？」

　唐とう突とつにハルカの口から出た言葉に面めん食くらうリューイ。

〝チューカンシケン〟？

「ジュノさんが言っていました。みなさんには〝シケン〟という大切なお仕事があるんですよね？　そのせいで、龍りゆう哭こく塞さいにはしばらく来られなくなると言ってました」

「げっ！」

　そうだ。そうだった。リューイは頭を抱かかえた。

　リューイの高校では、来週から一学期の中間試験が始まるのだ。すっかり忘れていた。

　はっきり言って、まったく勉強していない。大ピンチだ。

「〝チューカンシケン〟というのは何ですか？」

　ハルカの素そ朴ぼくな疑問に、えーと、と言葉に詰つまる。

　ふとリューイは思った。ハルカはオルンで生まれ育った少女。現代日本生まれの自分たちとは生活様式も文化も違う。彼女は僕たちが当たり前と思っている常識すらも知らないのだ。

「え～と。みんなで勉強した内容を紙に書いて競きそい合うんだ。結果には点数がつけられて、褒ほめられたり怒おこられたりする。僕はきっと……怒られる方かな………」

「へぇ、みんなと一いつ緒しよに勉強ですか。なんだか面白そうですね。私もやってみたいです！」

　頭を抱えるリューイの横で、ハルカが無む邪じや気きに言った。その顔は好こう奇き心しんで輝かがやいている。

「試験が面白そう……か。サクが聞いたら驚きよう愕がくしそうだな。ははは……」

　リューイは乾かわいた笑いを漏もらす。それにしても──。

「できることなら代わってほしい……です」

　そう言ってリューイはガックリと肩かたを落とした。
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　学生寮りよう本館の集会室にかかった柱時計の針が、夕方の六時を回ろうとしていた。

「だから、二ふた桁けたの整数の十の位をａ、一の位をｂとすると、10ａ＋ｂで表せるでしょ？　で──」

　ジュノがそう言って、テーブルに広げたノートにスラスラと数式を書きこむ。

「おおっ、その発想はなかったわ～。頭もいいしカワイイし、最高だね！　ジュノちゃん！」

　サクが冷やかす。その不ふ真面まじ目めな態度にジュノがバン！　とテーブルを叩たたいて睨にらんだ。

「やる気がないなら、私、部屋に帰るけど？」

「あ、噓うそ。ごめん！　教えて。教えてください！」

　中間試験は明後日あさつて。三人は試験に向けての勉強会中なのだ。

　ふと、リューイはチラリと横を見やった。三人のいるテーブルから少し離はなれた場所で、一人の少女が椅い子すに座っているのに気づいたのだ。

「あ、ヨギ……？」

　少女はヨギだった。現実世界のヨギは地味な眼鏡をかけていた。もちろんその肌はだに龍仙具アトリビユートの刺青いれずみはないが、ミステリアスな雰ふん囲い気きは変わらない。

　彼女はテーブルの上をジッと見つめている。そこには駒こまが並べられた将しよう棋ぎ盤ばんが置いてあった。どうやら一人で将しよう棋ぎを指しているらしい。

「あ～あ、いいよな～、天才少女は。勉強しなくても満点だもんな～」

　ヨギを見ていたリューイの様子に気づいたサクが、聞こえよがしに声をあげる。

「ヨギは特別よ」

　ジュノもヨギを見る。ヨギは三人の視線を完全に無視し、一人将棋に没ぼつ入にゆうしていた。

「将来有望なプロ棋き士しの卵。女性で史上初の奨しよう励れい会かい初段合格者だもん」

「へえええ」

　ジュノの説明に素す直なおに驚おどろくリューイ。先の攻こう防ぼう戦せんで、皆みなに的確な指示を出した軍師ぶりは伊達だてじゃない、というところか。

「あ～あ、それにしても大丈夫かなァ？　あっちは」

　サクが話題を変える。あっちというのは、もちろんあっちの世界オルンのことだ。

「あっちの心配より、こっちの心配をしなさいよ」

　ジュノが嫌いやみを言う。リューイがふと顔をあげた。

　実はリューイも今まで勉強も手につかず、ずっと、龍哭塞やハルカのことを考えていた。

「心配しなくても平気よ」

　不意にジュノがリューイの顔を覗のぞきこんで言った。まるで心を読んだかのような返答だ。

　びっくりして、思わずボキッ、とシャーペンの芯しんを折ってしまうリューイ。

「何かあったら、すぐに当直の生徒から連れん絡らくが来るわ」

　ジュノがそう言って、フフフと意味深に笑いながら、指先でペンをクルリと回す。

　試験が終わったら、すぐにでも会いに行こう。

　リューイがそう決意し、ノートに目を落としたとき、不意にガチャッ、と扉とびらが開いた。

　三人の視線が扉の方に注がれる。そこには一人の生徒が立っていた。

　幽ゆう霊れいのように顔の青白い、長身で瘦やせた生徒だった。リューイは初めて見る顔だ。

「美み景かげ先せん輩ぱい──」

　サクが小さく生徒の名を呟つぶやいた。生徒はジロリとテーブルに向かう三人を一いち瞥べつすると、返事もせず、黙だまって自室の方へと歩いていく。その態度は無ぶ愛あい想そうを通り越こして、不気味だった。

「やべえ、現実リアルで半年ぶりに見たぜ……」

　サクがそう言って男子生徒が消えた方を見やる。

「誰だれ？」

　リューイの質問に、ジュノがヒソヒソ声で腫はれ物を扱あつかうかのように答える。

「美景っていう先輩。この寮に住んでるんだけど……いわゆる〝ひきこもり〟ってやつ？」

「ヤツこそ正しよう真しん正しよう銘めい、筋金入りのキング・オブ・夢廃はい人じん！　超ちようレアキャラ！」

　サクが補足する。リューイは「ふ～ん」と理解したフリをして生返事をし、お茶を濁にごした。
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「そろそろ晩メシにしようぜ～」

「さっき休きゆう憩けいしたばっかじゃない！　真面目にやりなさいよ！」

　勉強会の空気が停てい滞たいし、そんな会話が飛び交かい始めたころ。不意に陽気なメロディが流れた。

　それはサクの携けい帯たい電でん話わの着信音だった。メールを受信したらしい。慌あわててポケットを探さぐる。

　ディスプレイに表示された文面を見たサクが、途と端たんに不ふ機き嫌げんな表情になった。

「あのクソババァ……」

　サクはピッ、とメールの削さく除じよボタンを操作し、叩きつけるようにケータイを鞄かばんに投げこむ。

「誰から？」

「オフクロだよ」

　リューイの問いに、サクが心底忌いま々いましそうに答える。

「母親のことをババァって……ちょっとヒドくない？　親不孝よ」

　ジュノが非難する。それを聞いてサクは「ちっ」と舌打ちし、逡しゆん巡じゆんして目を逸そらした。

「いいんだよ。親不孝上等だっつの。親父おやじがいねぇからって、何人も男作りやがって……」

　サクの両親は、彼が小学生のときに離り婚こんしたという。

　サクは遠くを睨にらみ、黙っている。あまり楽しくない両親との思い出を反はん芻すうしているようだった。それはいつもの軽けい薄はくで明るい態度のサクからは想像もつかない、暗い表情だった。

「おまえはどうなんだよ。リューイ。おまえも親がウザイと思うことくらいあるだろ？」

「僕にはいないんだ」

「いない？　いないってどういうことだよ？」

「四年前に交通事故で。二人とも」

　意外とあっけらかんと話すリューイに、サクとジュノはバツが悪い様子で顔を見合わせる。

「……そりゃ、悪いこと聞いちゃったな。スマン」

　しかしリューイは別段気にもせず、目をパチクリさせて笑う。

「家族なら兄がいる」

「あ、〝逍しよう遥よう館かんの虎とら〟のお兄さんね！」

　ジュノがフォローすべく強ごう引いんに話に入ってきた。サクがジュノに向かって鼻を鳴らす。

「なんだよ、その虎って」

「知らないの？　逍遥館きっての天才といわれた伝説の先輩──遠えん藤どう雪ゆき虎とら。全統模試全国一位。陸上インターハイ全国優勝、学生論文総理大臣賞受賞、学音コン放送協会賞受賞……」

　ジュノは指を折りながら、思い出すように暗唱する。全国レベルの錚そう々そうたる賞ばかりだ。

「なんだそれ、すげえな。どこの完璧パーフエクト超ちよう人じんだよ」

　サクが呆あきれて言う。そして、隣となりに座ったリューイを気の毒そうにチラリと見た。

「……大変だよな、そんなスゲー兄貴がいると」

「え？」

「小さい頃ころからいろいろと比べられたろ？〝お兄さんは優ゆう秀しゆうなのに～〟とか言われて……」

　そう言ってサクは同情するように顔を顰しかめる。それを聞いたリューイは「……ああ」と適当な相あい槌づちを打って愛想笑いをした。そしてふと考える。

　確かにリューイは子供の頃から、サクに言われたようなことを周囲から言われ続けてきた。

　彼ら兄弟を表す表現は決まって〝優秀な兄〟と〝普ふ通つうの弟〟だ。

　リューイは生まれた瞬しゆん間かんからずっと、兄の背中を見て育ってきた。

　だから兄の存在は常に越えられない壁かべであり、永遠に尊敬すべき憧しよう憬けいの対象だった。その感情の片かた隅すみに、サクの言っていたような兄へのコンプレックスがなかったかというと、噓うそになる。

　しかし──。

　リューイは、兄が好きだった。昔からずっと。そして今、彼があんな状態になっても。

「あ～、腹減った。食堂行こうぜ」

　サクが強引に話を切りあげ、ガタッと椅い子すから立ちあがる。どうやら勉強会は終しゆう了りようのようだ。

「勝手に行けば？」

　プリプリと怒おこって席を立つジュノ。結局ロクに勉強できなかったことを恨うらんでいるらしい。サクは鼻白みつつも「行こうぜ、リューイ」と声をかける。

「ごめん。ちょっと用があって、これから外出するんだ」

　サクの誘さそいを断ると、リューイはそそくさと筆記用具をまとめた。
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　外はすっかり日が暮れていた。

　彼の赴おもむく先は、入口に〝江こう南なん大学付属病院〟と書かれたビルだった。

　受付をスルーして、五階にある個室病びよう棟とうへ向かう。廊ろう下かの角を曲がると、〝遠えん藤どう〟と名札のプレートが掲かかげられた部屋があった。リューイは背筋を伸のばし、部屋のドアを開ける。

　真っ白な病室の中央にあるベッドに、一人の患かん者じやが寝ねていた。

「来るのが遅おそくなってゴメン」

　返事はなかった。リューイはベッドへと近づき、寝ている患者の顔を覗のぞきこむ。

「兄さん──」

　そこに寝ているのは、彼の兄──遠えん藤どう雪ゆき虎とらだった。

　リューイは枕まくら元もとの椅子に座り、兄の顔をじっと見つめる。酸素マスクのつけられた端たん正せいな横顔。病びよう床しようの兄は、デスマスクのような無表情で瞼まぶたを閉じ、ただ眠ねむっていた。

　兄、雪虎は、昏こん睡すい状態だった。二年程前のある日、彼は突とつ然ぜん、何の前まえ触ぶれもなく意識を失って昏こん倒とうした。それ以来、ずっと病院のベッドの上で、この状態が続いている。外傷も疾しつ患かんもなく原因は一いつ切さい不明。大学の権けん威いある医学教授ですらお手あげの状態らしい。

「兄さん、聞いてくれ。兄さんの通っていた高校に通い始めたよ──」

　リューイは、きっと聞いていないだろう相手に向かい、滔とう々とうと一人、語り出す。

　部屋の中は静まり返っていた。ピッ、ピッと心電図モニタからの定期的な電子音がリノリウムの床ゆかに浸しみるように響ひびいている。その音は、彼の兄が生存し、この世界に存在していることを主張する唯ゆい一いつの自己表現手段だった。

　リューイは鞄かばんから、一枚のカードを取り出した。それはこの街のランドマークであるビルの描えがかれた絵ハガキだった。リューイは黙もく々もくとその絵ハガキを読み始めた。




　前略

　リューイ、元気か？　叔父おじさん家族に迷めい惑わくかけてないか？

　俺はこっちで相変わらずの高校生活を過ごしている。高校は退たい屈くつだ。

　だけど最近、とても嬉うれしいことがあった。〝夢〟を見つけたんだ。

　俺はきっと、これからこの〝夢〟を叶かなえるため、今後の人生を捧ささげるだろう。

　おまえも高校生になったら、俺の通う学校に来るといい。待ってる。


雪虎






　四年前、まだリューイが中学生だったときに貰もらったハガキだ。兄は高校一年で、この逍しよう遥よう館かんに通い始めたばかり。ハガキの内容は何度も読み返し過ぎて一字一句まで記き憶おくしてしまった。

　兄の言う〝夢〟とはいったい、何だったんだろう──？

　リューイは、安らかに眠る兄の横顔を見て、思った。

　今はもう、語ることが不可能になった、彼の〝夢〟。

　兄と同じ高校に通えば、その答えを見つけられるかもしれない──。

　リューイがこの街へやってきた最大の目的は、そんな理由だったのかもしれない。




　それからしばらく病室にいたリューイは、ふと、あることに気づいた。ベッドサイドに置かれた花か瓶びんに、花が生けてあったのだ。きれいなクレマチスの生花だ。しかも生けて間もない状態。つまり、ここに誰だれか、見み舞まい客が来たということだ。

　いったい誰が──？

　そのとき、背後で気配がした。

　振ふり向くと、ドアの前に立つ一人の少女がいた。手には水差しを持っている。

「ヨギ──？」

　少女は、ヨギだった。

　どうして彼女がこの病院に？　そして雪虎の看病をしているんだろう？

「…………」

　ヨギは相変わらずの無表情でリューイを一いち瞥べつすると、スタスタと彼の脇わきをスルーしてベッドに近寄った。そして水差しで花瓶に水を足す作業を黙々と始める。

「君、兄さんとはいったい──」

　リューイはヨギの背中に質問する。

「この人は、恩人──」

　不意にヨギが呟つぶやいた。リューイはその言葉の真意を理解できず、「えっ？」と彼女を見返す。
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　ヨギは無言のまま、眼鏡の奥からリューイをジッと見つめている。まるで深く澄すんだ湖のように、神秘的な大きい黒い瞳ひとみだった。

「似てない──」

　その囁ささやきをリューイは確かに聞いた。ヨギは踵きびすを返し、逃にげるように病室から出ていく。

「あ、え、ちょっと──」

　あとを追い、思わず伸のばしたリューイの手は、虚むなしく病室の空気を摑つかんだ。








　第三章　リアルのアイツは四面楚歌!?







「由ゆ々ゆしき問題が発生しています。殿でん下か」

　その言葉に、場の会話が途と切ぎれ、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

〝龍りゆう哭こく塞さい〟の中ちゆう枢すうにある衆議塔とう。城の意思決定を司つかさどる閣議を行うための大ホールだ。

　今、まさに中央に置かれた長テーブルを囲み、城の幹部が集まり、会議の真っ最中だった。

　上座にはハルカ。その周囲には、城の各要所を守備する中隊長たち。そして、各曜日の隊長を筆頭に、現在召喚よばれている〝龍仙士ドレイク〟たちの全員が一堂に会している。

「…………なんとかならないのでしょうか？」

　ハルカが泣きそうな顔で皆みなを見る。しかし皆の反応は鈍にぶく、一様に顔を顰しかめている。

「城内の食しよく糧りようをすべてかき集め、できる限りの節制をして……保もってあと一ヶ月」

　金銭糧りよう秣まつの管理責任者である中隊長が、手元の帳ちよう簿ぼを見て言う。現実世界で中間試験が終わり、つかの間の試験休みが訪れた矢先。龍哭塞では重大な問題が浮ふ上じようしていた。

　その原因は──食糧不足である。

「厳しいわね……」

〝火曜隊チーム・サラマンダー〟隊長──ジュノが腕うで組ぐみをして眉み間けんに皺しわを寄せる。

「城の外へ出て、どこかから調達する必要があるわ」

「ハイ絵空事キタコレ」

　ふと、ハルカの隣となりにいた男が奇き妙みような言葉遣づかいでジュノに反論した。全員の視線が集まる。

「美み景かげ先せん輩ぱい──」

　男はミカゲだった。ミカゲは現実と同様、瘦やせぎすな体たい軀くで青白い顔をしている。

「先輩、さきほどから否定ばかりですけど、少しは建設的意見を言ったらいかがですか？」

　ジュノの嫌いやみをこめた返答に、ミカゲは蛇へびのような目で彼女を見る。しかし現実のときと違ちがい、その態度は消極的ではなく、むしろ挑ちよう発はつ的だ。

「お主確か二年生の──ジュノ女史だったかな？　胸が大きいから85ポインツ！」

「はぁ!?」

　いきなり飛び出したミカゲのセクハラコメントに、ジュノは思わず目を白黒させる。

「ま、真面まじ目めにやってください！」

　顔を真っ赤にして、バン、と怒いかりにテーブルを叩たたくジュノ。ミカゲは手に持った羽う毛もう扇せんで顔を煽あおぎ、鼻をフンと鳴らす。心底、人を小馬鹿にしたような態度だった。

「冗じよう談だんも通じないとは……イヤハヤ小生は先輩なうえに軍師なんですけど。言葉遣いに気をつけたまえよジュノ女史」

　ジュノが怒いかりに赤くなる。爆ばく発はつ寸前の彼女を、後ろのサクとリューイが慌あわてて宥なだめた。

（何が〝軍師〟だよ。調子乗りやがって。おまえは孔こう明めいかっつーの）

　サクが小声でそう呟つぶやき、舌打ちをする。隣でリューイはサクの肘ひじをつついて聞く。

（あの人、偉えらいの？）

（一応、先輩だからな。それに、龍哭塞の〝龍仙士ドレイク〟の中で出席率ナンバーワン皆かい勤きん賞だし）

（単なるひきこもりじゃない！　学校に全然出てなくて留年確定って話よ）

「ハイソコうるさい！」

　ビクッとなって背筋を伸ばすリューイたち。ミカゲはそれを見て企たくらむようにニヤリと笑った。

「ではこの問題は〝火曜隊チーム・サラマンダー〟に一任とゆーことでヨロツクおながいします」

　ミカゲがいきなりとんでもないことを言い出した。

「なっ……！　なんでですか？」

　反論するジュノに、ミカゲは爬は虫ちゆう類るいを思わせる口をいやらしく曲げて笑う。

「人を無能呼ばわりしたんだからソレぐらいのことは出来るだろ常考ハイケテーイ！」

　ミカゲはシラける場の空気にお構いなしに、勝手に会議に幕を下ろした。
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「なんなの!?　アイツ！　何であんな偉そうなワケ!?」

　塔の一室に入った瞬しゆん間かん、ジュノの怒いかりが爆発した。

「しょうがねぇべ。いちお先輩だし。それにネトゲの世界でも廃はい人じんつーのは一目置かれる存在だしな。それにしても、もはやこっちの世界の方が現実リアルになりつつあるな。ミカゲあいつの場合」

　椅い子すに座り、頭の後ろで手を組みながら、「ネトゲ廃人恐るべし……」とサクが言う。

「バカ！　感心してどうすんのよ！　あんたももっと怒おこりなさいよ！　龍哭塞の命運を握にぎる作戦を丸投げされたのよ!?　無責任にもほどがあるわよ！」

「ほっとけよ。いいじゃん別に。できるって。だって俺たちの龍仙具アトリビユートは最強じゃん？」

　そう言ってサクはニヤリと笑い、自らの指に嵌はまっている十個の錬光環レンコウカンを見せつける。

「そういう問題じゃない！　ミカゲの奴やつ、宗むな方かた先輩がいなくなって調子乗ってない？」

　ジュノは近くの座ざ布ぶ団とんを摑つかんでボカスカ殴なぐり、八つ当たりする。

「宗方先輩といえば、知ってるか？　あの噂うわさ」

　怒るジュノを尻しり目めに、サクが隣にいたリューイを肘でつついた。

「噂？」

「先輩の死因、どうやら流れ矢じゃないらしいぜ」

「流れ矢じゃないって……どういうことだい？」

　リューイの質問に、サクは声のトーンを落とし、彼の耳元でヒソヒソ話をする。

「なんでも、致ち命めい傷しようになった背中の傷は、銃創だったらしい」

「じ、銃創!?」

　リューイが声をあげる。

　銃創ってことは、弾だん丸がんの傷ということか？

　確か現在のオルンの文明水準では、重火器はまだ発明されてないはずだ。この間、ヨギが黒色火薬を作っていたとき、そんな内容の話をしたのを憶おぼえている。

「詳くわしいことは俺も知んねーよ。噂話だしな」

　サクが椅子にもたれかかって言う。

「……それにしても、ムカツクわ。ミカゲのヤロー！」

　鬱うつ憤ぷんを溜ためたジュノが、近くにあった座布団を、力まかせに壁かべに向かって投げつける。

　投げつけた先には扉とびらがあった。そしてその扉が絶ぜつ妙みようのタイミングで開かれる。座布団はそこに立っていた人ひと影かげの顔面にジャストミートした。

「はぶッ!?」

　座布団を顔に受け、パタ～ンと後ろに倒たおれこんだのはハルカだった。

「ハ、ハルカ!?　ご、ごめん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「はひ……らいじょぶれす……」

　目をグルグルにしたハルカは、リューイのすぐ隣となりにあった椅子に座って気を落ち着かせる。

　彼女の姿を間近で見た瞬間、リューイの心臓が小さく跳はねた。ドキドキと胸が高鳴る。

「何の用？　ハルカちゃん」

「みなさんに、謝らなければならないと思いまして──」

　サクの問いに、ハルカは神しん妙みような面おも持もちで皆みなを見回して言う。

「みなさんに何から何まで頼たよってばかり……私が、もっとこの城の主、威い厳げんある王としての統とう率そつ力りよくと器量を持ち合わせていれば……」

　そう言って、深々と頭を下げるハルカ。

「ごめんなさい……私が無力なばかりに……」

「そ、そんなこと──！」

　ない！……と言おうとして、リューイは衝しよう動どうに思わず身を乗りだす。

「ハルカちゃん！　ネガティブなのはダメダメ～！」

　しかしその言葉を制し、サクが陽気に笑ってチッチッチ、と人差し指を立てて振ふる。

「そうだ！〝ごめんなさい〟を、あと三回言ったらペナルティな！」

　サクは指を三本立て、陽気に宣言する。ジュノが「はぁ？」と呆あきれたように眉まゆを顰ひそめた。

「ぺ、ぺなるてぃ!?……ですか？」

　ハルカは言葉の意味も分からず、ポカンとサクの指を見ている。

「そそ、何か罰ばつをうけるのよ。罰ゲェーム！」

「なによ、その合コンみたいなノリ」

　ジュノが「バカみたい」という態度でサクを非難する。

「罰……ですか？　えーと、罰というと……」

　ハルカはグッと飲みこむように、あれこれと自分の知っている〝罰〟の意味を考える。

「あ、あれでしょうか？　馬引きとか、股また裂さきとか、打ち首獄ごく門もんとか……」

「なんでやねん。死ぬだろ、そんなことしたら」

　サクが漫まん才ざいのノリで、天然ボケのハルカにツッコミを入れる。

「罰ゲームといったら～、モ・チ・ロ・ン♪」

「も、もちろん？」

「チュ～でしょ？　チュ～！」

　いきなり、口を尖とがらせ、〝チュ～〟の形にしてニヤニヤするサク。

「「チュウ!?」」

　言葉が重なった。それはハルカと……もう一人は、リューイだった。

「チュウって……せ、接せつ吻ぷんですか!?」

　その意味を反はん芻すうし、ポッと赤くなるハルカ。そしてつられて隣のリューイも赤くなる。

「……サク、あんたは打ち首獄門、決定！」

　はしゃぐサクの背中に、ジュノがボソッと呟つぶやいた。
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「実は兵ひよう糧ろう自体の確保は、あてがないわけではないのです」

　コホン、と一つ空から咳ぜきをしてから、ハルカが真面まじ目めな顔で一同を見回した。

「城の東方、河沿いに馬で半日ほど下った先に、ティルギットという城じよう邑ゆうがあります」

　人差し指を机の上に落とすハルカ。そこには龍りゆう哭こく塞さいの周辺地図が広げられていた。

　リューイたち三人は、頭を突つき合わせ、地図を覗のぞきこむ。

　龍哭塞の北辺に水源を湛たたえるブルギト湖から流れ出した水流は、幾いくつもの支流が集まりティルク河となってパルミアを東西に横断している。その河の畔ほとりに、距きよ離りを置いていくつかの都市が点在していた。ティルギットはそのうちの一つ。都市の中では最も上流に位置している。

「ティルギットの廻かい船せん商人ギルドにつてがあります。頼たのめばパルミア軍に内ない緒しよで備び蓄ちくしてある兵糧を提供してくれると思います」

「そう簡単にいくかねぇ？　その町も敵さんの支配下にあるんだろ？」

「ギルドの長おさは、私の母方の従兄いとこにあたる人物です。大丈夫」

　ハルカは顔をあげ、自信をもって微笑ほほえんだ。そしてティルギットに備蓄されているであろう食しよく糧りようの詳しよう細さいを説明していく。確かにその量があれば、龍哭塞はあと一年は籠ろう城じようが可能だろう。

「でも、問題は……」

　今まで黙だまって説明を聞いていたジュノが、厳しい顔をして腕うで組ぐみをする。

「どうやって、これだけの食糧を、この城に運びこむか……ね」

　そうなのだ。たとえ食糧を確保しても、それを城内に運びこまない限り、まさしく絵に描かいた餅もち。最大の問題はどうやって物資を龍哭塞に運うん搬ぱんするか、その一点に絞しぼられる。

　リューイは地図を見返し、地形を確かく認にんする。

　ティルギットから城じよう塞さいまでの道程には、丘おか一つない平へい坦たんな水郷地帯が広がっている。当然、かなり見晴らしがいいだろう。そこには龍哭塞の動向を逐ちく一いち監かん視しし、睨にらみを利きかせる敵の斥せつ候こうや各所に駐ちゆう屯とんする野戦部隊の包ほう囲い網もうが幾いく重えにも展開されていた。単たん騎きでの隠おん密みつ突とつ破ぱならまだしも、敵に見つからず大量の物資を城内に運びこむのは、ほぼ不可能と言えるだろう。

「そこで俺たちの出番だろ？　護衛すりゃいいんだよ。やってくる敵をかたっぱしからブッ飛ばしちまえばいいさ」

　サクがあっけらかんと笑って言う。しかし、ジュノが「甘い」と言ってため息をついた。

「千人の一年分の食糧よ!?　必然的に食糧を運搬する輜し重ちよう部隊は長ちよう蛇だの列になるわ。龍哭塞のような拠きよ点てんの防衛ならまだしも、伸のびきった部隊のすべてを、私とあんたの二人で守り切るのは物理的に無理」

　ジュノの説明は理に適かなっていた。前ぜん途と多難。心配そうに皆みなを見るハルカ。

「あ～あ、やっぱ、ミカゲの野や郎ろうに頭下げて、応おう援えんを頼むしかないかぁ」

「どうせ〝城塞の防ぼう御ぎよが手て薄うすになるから、人員は割さけない〟とかなんとか理由つけて、断られるのが関の山でしょうけどね」

　ジュノの言葉にサクがお手あげ、というふうに両手を振り、椅い子すに腰こしを埋うずめる。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　不意に声がして一同が振り向く。そこには、異い彩さいの刺青いれずみを纏まとった少女が立っていた。

「おっとヨギちゃん、久しぶり！　相変わらずのクールビューティホー！」

　お調子者サクの挨あい拶さつを完かん璧ぺきに無視し、ヨギが一同を見み渡わたし、ハルカに軽く会え釈しやくをする。

「補給作戦を成功させる策がある──」

「待ってました！　さすがは龍哭塞、真の軍師！　知力パラメータ、カンスト状態！」

「ヨギ……」

　リューイは彼女の横顔を見ながら、この間の病院の一件を思い出した。彼女には聞きたいことが山ほどある。しかしヨギの無表情な眼まな差ざしは、リューイに質問の余地を許さなかった。

「ヨギさんがいれば、百人力です！」

　にわかにハルカが立ちあがり、興奮して細い腕うでを捲まくり、むんっ！と拳こぶしを握にぎりしめる。

「私に出来ることがあるなら、なんでも言ってください！」

「だから、アナタは無む茶ちやしちゃだめだってば！」

　ジュノがそう言って、呆あきれながら息巻くハルカの袖そでをひっぱる。

「ご、ごめんなさい」

「あ、一回目～！」

　ビシッとみんなから一いつ斉せいに指をさされ、ハルカは「ひいっ」と小さく悲鳴をあげた。
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「違ちがう違う！　それはそっちじゃねェ！　食糧庫だ！」

　冶や金きんの槌つちの音の合間を縫ぬって、野太い男の怒ど声せいが城内に響ひびいた。

　叱しつ咤たを受けたのはリューイだった。肩かたには大きな麻あさ袋ぶくろを担かついでいる。

　リューイは「は、はい！」と狼ろう狽ばいの返事をして、慌あわてて方向転てん換かんをする。しかし麻袋の重みのせいでヨロヨロとバランスを崩くずし、尻しりもちをついてしまった。麻袋が地面に叩たたきつけられ、ザザッと中身の小麦が一面に散乱する。

「バカ野郎!!　なにやってんだ!?　貴重な兵糧を──」

「す、すいません……」

　指導をしていたベテラン兵士に怒ど鳴なられ、リューイは心底、申し訳なさそうに謝る。

　龍りゆう哭こく塞さいは今日も活気に溢あふれていた。常時一千人の兵士が生活をする城塞は、町としての機能も有している。そこでは皆、様々な仕事を分担し、従事することで都市生活を営んでいた。

〝働かざるもの食うべからず〟──それが龍哭塞の中にある暗あん黙もくの掟おきてである。

　唯ゆい一いつの例外は〝龍仙士ドレイク〟たちだ。理由はもちろん、彼らが絶大すぎる力を持っているからである。龍哭塞の兵士たちにとって〝龍仙士ドレイク〟は頼もしくも近寄りがたい〝客ゲスト〟なのだ。

　しかしリューイは最近、他ほかの一いつ般ぱん兵士に混じり、率そつ先せんして雑用に取り組むことにしていた。

「〝龍仙士ドレイク〟つっても、龍仙具アトリビユートってヤツがなきゃ、な～んもできねェんだな！」

　リューイの背中に、口の悪い兵士たちの辛しん辣らつな嫌いやみが突つき刺ささる。

　そうなのだ。役に立たない龍仙具アトリビユートしかないリューイは、一般の兵士と同じただの人間。いや、肉体労働もまともにしたことがない現代人の彼は、むしろ一般人以下、足手まといのレベルだった。リューイはあまりの自分の不ふ甲が斐いなさに、情けないやら悔くやしいやらで、おおきなため息をつく。

「なにをやっている!?」

　不意に声がして、リューイは振ふり返った。

「アルディエル……さん」

　そこに立っていたのは、隻せき眼がんの女将校、アルディエルだった。数人の兵士を引き連れ、城内を巡じゆん回かい中らしい。彼女はハルカの護衛隊長でもあり、城の警備隊長でもあるのだ。

「今日はハルカと一いつ緒しよじゃないんですね」

　リューイの呼びかけに、アルディエルは不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づらでリューイを睨にらむ。

「フン、私がどんな仕事をしていようと、貴様には関係ないだろう」

　なんだか棘とげのある口調だった。少なくとも好意のある態度ではない。大広間での初対面の一件以来、どうやらアルディエルはリューイに敵意を持っているような節があった。

「仕事の邪じや魔まをするな。貴様のような足手まといの出る幕じゃない」

　辛辣な一言だった。端たん正せいな顔のせいで、その表情には刺すような冷たさが浮うかぶ。

「少しは役に立ててると思ってるんだけど……」

　リューイは苦く笑しようし、独り言のように呟つぶやく。

「こんな僕でも、ハルカのために少しでもできることをしたいんだ……」

　リューイがそう呟いた瞬しゆん間かん、アルディエルが豹ひよう変へんした。冷れい徹てつな顔が一転、怒いかりに紅潮する。

「殿でん下かのために……だと!?　うぬぼれるな!!」

　瞬間、彼女の腰こしから、白はく刃じんの剣けんが抜ぬき放たれた。その切っ先がリューイの頰ほおを掠かすめる。

「え、あ……おおおッ!?」

　びっくりして思わず腰を抜かすリューイ。剣をつきつけるアルディエルは烈れつ火かの如ごとき形相だ。

「貴様のような無能に、殿下の重責の何がわかる!!」

　女戦士が叫さけんだ。そしてリューイを見下ろし、おもむろに左目を被おおう眼帯を取り払はらう。

「!?」

　リューイが息を吞のむ。アルディエルの左目は古傷によって失われていた。元が端正な美び貌ぼうなだけに、その顔に刻まれた傷きず跡あとは、余計に無残で惨むごたらしく思えた。

「殿下はあのお歳で、我々が想像もつかぬ修しゆ羅ら場ばを見てきておられる。私は失った左目に、その地じ獄ごくの光景をしかと刻みつけてきた」

「君の傷は……ハルカを庇かばって……？」

　リューイの質問にアルディエルは答えない。ただ残った右目に憎ぞう悪おを宿し、彼を睨んでいる。

「サクという〝龍仙士ドレイク〟が言っていたぞ。〝この世界はまるでゲームみたいだ〟とな。〝ゲーム〟というのは〝遊び〟という意味らしいな」

　アルディエルが剣を収め、眼帯をつけ直しながら吐はき捨てるように言う。

「貴様たちにとって、殿下を助ける行こう為いも、しょせんは〝遊び〟ということか」

「ち、違ちがう──!!」

　リューイの反論を、アルディエルが制する。

「いいか！　私は貴様たち〝龍仙士ドレイク〟を信しん頼らいなどしていない！　貴様のような無能なら、なおさらだ。あくまで殿下に利ありと判断したからこそ、やむを得ずこの城に迎むかえたに過ぎない」

　一気に捲まくし立て、アルディエルが拍はく車しやを鳴らして踵きびすを返す。

「肝きもに銘めいじておくんだな！〝役立たずリユーイ〟！」

　そう言い残し、去っていく隻眼の女戦士。

　立ち尽つくすリューイの肩かたに、重い疲ひ労ろう感かんと鈍どん痛つうがいつまでも残っていた。
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〝役立たずリユーイ〟、〝役立たずリユーイ〟か──。

　自分の名前と、その言葉の世界オルンでの意味を反はん芻すうしながら、リューイは暗い回かい廊ろうを歩いていた。

　確かに僕は〝役立たずリユーイ〟だ。

　分かってはいたが、改めて自覚すると、ますます落ちこんでしまう。

　時刻は夜。昼間にはあんなに沢たく山さんいた兵士や〝龍仙士ドレイク〟の仲間は、今は誰だれも見あたらない。

　ふと見ると、回廊の終わりにある小部屋の扉とびらが少しだけ開き、灯あかりが漏もれていた。




　明るい室内には、少女が一人、立っていた。

　その後ろ姿を見た瞬間、リューイの心臓がいつものごとくドクンと跳はねた。

　少女はハルカだった。その部屋は、彼女の私室だったのだ。

「リューイさん──」

　戸口に立つリューイの姿に気づき、ハルカが振り向き、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべる。

「ご、ごめん。なんだか寝ねつけなくて。あ、逆か……なんだか起きつけなくて」

　慌あわてて、どうでもいい言い訳をするリューイ。それを見てクスクスと笑うハルカ。

「申し訳ないのですが、後ろ、留とめて頂けないでしょうか？」

　ハルカはそう言って、クルリと背中を向ける。大きく開いた背中は雪のように白かった。

「あ、ああ、はい！」

　リューイは慌ててハルカの背後に回りこみ、彼女の背筋を見下ろした。彼女が纏まとおうとしていたのは、キルト地に綿を詰つめ、矢による貫かん通つうを防ぐため補強したアンダーコートだ。

　緊張して背中のボタンを留めるリューイの気持ちも知らず、ハルカは陽気な口調で言う。

「今度はちゃんと、軽装のものを選びました」

　リューイは「えっ？」と顔をあげた。

「今度の作戦は、私も同行します」

　意い気き揚よう々ようと話すハルカに、驚おどろいて目をパチクリさせるリューイ。

「たとえ事前の申し合わせがあるとはいえ、ティルギットのギルドとの交こう渉しようは簡単にはいかないでしょう。町のいたるところに敵の間者が潜せん伏ぷくし、先方は疑ぎ心しん暗あん鬼きになっています。だから交渉を成立させるには、私が赴おもむき、その顔を見せることで信用を勝ち取るしかありません」

　リューイは彼女の言葉に少し逡しゆん巡じゆんして眉まゆを顰ひそめる。

「でも……よくジュノやアルディエルさんがオッケーしてくれたなぁ……」

「私はこの城の……主ですから！」

　鼻息荒あらく気合いを入れるハルカ。この件でジュノと一ひと悶もん着ちやくあったのは想像に難かたくない。あの責任感の塊かたまりのような彼女を説得するのは、並なみ大たい抵ていのことではなかっただろう。

「……そうか」

　背中のボタンを留め終えたリューイが、納なつ得とくして頷うなずく。ハルカは意外そうな顔で振ふり向いた。

「リューイさん、あなたは他ほかの皆みなさんのように、止めないのですか？」

　淡たん水すい湖このように澄すんだ瞳ひとみで、リューイをじっと見つめて聞くハルカ。

「君はこの城の主なんだろ？」

　彼女の眩まばゆいばかりの美び貌ぼうに少したじろぎながら、リューイは苦く笑しようして言う。

「僕たち〝龍仙士ドレイク〟の使命は、君を止めることじゃない。護まもること……だ」

　そしてリューイはフフンと鼻をすする。

　我ながら、なかなかカッコいい決めゼリフだ。しかし言ったあとで、激しく後こう悔かいする。なにせ僕は〝役立たずリユーイ〟なのだから──

　でも好きな女性の前だし、少しぐらいはカッコつけさせてほしい。それが男の性さがというものである。

「うれしいです……とっても」

　しかしそんなリューイの本心も知らず、彼女は感動に目を潤うるませる。

「あの……、リューイさん。私のこと、どう思われます？」

　唐とう突とつな質問だった。ハルカはリューイの顔を見み据すえ、質問の答えを待つ。

「ど、どうって……？　そりゃ……も、もちろん……」

　答えに窮きゆうし、思わずリューイは赤面し、しどろもどろになる。

　しかしハルカの質問の意味は、リューイの期待したものではなかった。

「銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がん──他の皆と異なる私のこの特とく殊しゆな風ふう貌ぼうは、生まれつきのものです」

　確かにハルカの容よう貌ぼうは、他の龍りゆう哭こく塞さいの人々と違ちがい特別だった。

「〝龍りゆう帝ていの相〟──統帝家の血脈につながる者は、代々この特とく徴ちようを備えて生まれてきます」

　そう言いながらハルカは、その長く流りゆう麗れいな銀髪を撫なでる。

「『龍朝秘史』に記された建国神話によると、初代統帝、仙せん龍りゆう帝ていバータルは、天主天てん龍りゆうの半身にして生まれ変わりで、天つ國くにより降臨した救世主だと言われています」

「じゃあ、君のその姿は、神様の血のせいなのかもしれないね」

　リューイが感心するように頷く。興味深い話だった。

　すると不意にハルカが、部屋の壁かべを見あげた。つられてリューイも彼女の目線の先を追う。

　そこには、壁一面に掛かけられた巨きよ大だいなタペストリーがあった。

　いや、タペストリーではない。正確にはそれは〝旗〟だった。旗は大空のような深い紺こん碧ぺきに染められ、中央には大きく翼つばさを広げ天を飛ひ翔しようする〝龍ドウルク〟の図像が描えがかれている。

　統帝龍旗──世界で唯ゆい一いつ、ドルクルス統帝のみが掲かかげることのできる将しよう帥すい旗。それは彼女が亡き父、鞍あん上じよう帝ていから受け継ついだ、この国を統すべる元首たる紛まごう事なき証しよう拠こであった。

「だから私は統とう国こくの公主として──世界で唯一統帝の血を引く後こう継けい者しやとして、王道を全まつとうし、為い政せい者しやの職務を果たさなくてはなりません。それが、この姿で生まれた私の使命──」

　ハルカが強い決意のこもった顔で、将帥旗をジッと見あげながら呟つぶやく。

「この旗き幟しに平和を願い、夢を見る者が一人でもいる限り、私は戦い続けます。たとえ今は辺境の小塞に攻せめ立てられていようとも。それが私の──統国公主ハルカの夢なのです」

　その凜り々りしい横顔を見つめ、リューイはふと、アルディエルの言葉を思い出した。

〝殿でん下かはあのお歳で、我々が想像もつかぬ修しゆ羅ら場ばを見てきておられる〟

　自分と同じ歳の少女──その容姿も、体格も、そして内面も。きっと現実にいるリューイのクラスメイト達と、さして変わらないだろう。しかし彼女は──ハルカはその小さな胸の中に、とんでもなく重い責任と使命を吞のみこんでいるのだ。その重圧たるや、きっとリューイなどが考えもつかない負担と苦痛、そして覚かく悟ごなのだろう。

　ついさっきまで〝役立たず〟と言われ、クヨクヨと悩なやんでいた自分自身が、とてもちっぽけな人間に思えてきて、リューイは人知れず唇くちびるを嚙かんだ。そして同時に思った。

　彼女を助けたい──。

　それはきっと、最初は恋れん愛あいという感情に端たんを発したものだったのだろう。

　しかし今は違う。彼女に対する愛いとおしさが尊敬に変わり、尊敬が使命感へと変わり、そして今、使命感は強い決意へと変わりつつあった。

「僕も行く」

「え？」

　リューイは、強い決意を真しん摯しな顔に宿し、ハルカと正対する。

「ティルギットの作戦。僕も君と一いつ緒しよに、行く」

　そして君を守りたい──。

「〝役立たず〟は足手まとい……かな？」

　リューイは言葉に詰つまり、苦笑する。

「そんなことはありません！」

　しかしその言葉を聞いたハルカが、大きく首を振ふった。

「生前、父上がこんなことを言ってました」

　ハルカがそう言って、記き憶おくを辿たどり、一言一言を紡つむぐように話し始める。

「〝龍仙士ドレイク〟は、万ばん民みんの夢を叶かなえるため、仙龍帝バータルに付き従い、彼と共に天より世界オルンに遣つかわされた龍の眷けん族ぞく。従ってその能力は、叶えたいと願う〝夢〟によって決められる、と」

　ハルカの澄んだ碧へき眼がんが、リューイを真っ直すぐに見据えていた。

「叶えたい夢を見つけたとき、龍仙具アトリビユートは必ずやそれに見合った力を発揮する──」

「夢か……」

　リューイが困った顔で頰ほおをかく。

　僕の夢……いったいなんだろう？

　リューイは今まで、そんなこと考えたこともなかった。

「私、知っています。リューイさんは、強い人です。たとえ龍仙具アトリビユートの力はなくとも」

　ハルカが微笑ほほえみ、リューイの手を取った。その手は柔やわらかく、温かかった。

「誰だれにも負けない、とても強い人──」

　夜の帳とばりが、二人の熱い視線を闇やみに染み渡わたらせていった。
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　校内に放課後を告げるチャイムが鳴った。

　今日の夜はいよいよ〝ティルギット補給作戦〟の決行日。リューイにとっては初うい陣じんだ。

　リューイは緊きん張ちように身を引き締しめ、帰り支じ度たくを整えると、隣となりのＤ組の教室に赴おもむいた。

　そこはサクの所属するクラスだった。

　ドア付近で、掃そう除じ道具を持って談だん笑しようしている生徒たちに、サクの居場所を聞く。

「あ？　サク？……いないな、帰ったみたいだな」

「マジかよ！」

　急に隣の生徒が声を荒あらげだした。

「アイツ、便所掃除の当番じゃねェかよ！　ふざけんなよ！」

　生徒が怒って手に持ったモップで床ゆかをバンバンと乱暴に叩たたく。どうやらサクは掃除当番をサボったらしい。それをきっかけに、聞いていた生徒たちが口々にサクを非難し始めた。

「あの野や郎ろう、調子いいこと言って、やることやんねー奴やつだよな。この間の新入生歓かん迎げい会かいの実行委員のときも、なんだかんだで逃にげただろ？　アイツ」

「口ばっかなんだよ。いつもヘラヘラしやがって」

「なんか信用できねぇって感じ？　ドタンバで裏切るタイプだよな」

　辛しん辣らつな陰かげ口ぐちだった。リューイは複雑な心境になって口ごもる。

「そんなことよりさ、おまえ、学生寮りように住んでるんだろ？」

　生徒の一人が唐とう突とつに話を変え、リューイのことについて聞いてきた。驚おどろいて「ああ」と頷うなずく。

「じゃあ、火ひ野の宮みやと一緒になること、あるんだろ？」

　生徒がジュノの名前を出した途と端たん、周りのテンションのシフトが二段階ほど上がる。

「火野宮、どんな格好で寝ねるんだ!?　やっぱパジャマか？」

「いや！　きっとアイツのことだ、下着オンリーとかかもしれん。いやむしろ裸はだか──」

「うおお！　見てえ！　寝相悪かったりしそうだもんなぁ！」

　なんだか勝手に妄もう想そうし、わいわいと盛りあがる生徒たち。

　そんな生徒たちの会話にゲンナリし、リューイはこっそりとその場を離はなれた。
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「遅おせぇっつの！　リューイ」

　校門を出たところで、リューイは捜さがしていた人物と行き合った。

「サク──」

　サクは学校から駅に続く並木道の街路樹に寄りかかり、リューイが来るのを待っていたのだ。

「掃除当番はちゃんと守るべきだと思う」

　開口一番、リューイが告げる。サクは「ああん？」と不可解そうなアクションをした。

「そんな一いつ般ぱんピーポーのやるようなこと、めんどくさくってできっかよ～」

　普ふ段だん通りの軽けい妙みような口調で、笑って聞き流すサク。

　リューイは言い返そうとして口を開く──が、やめた。

　サクは「なんだよ？　変な奴」とリューイのリアクションを訝いぶかしみ、並木道を歩き出す。

「それよか、おまえどうだった？」

　歩きながら、サクがリューイに質問する。〝どう〟というのは、おそらく中間試験のことだ。

　リューイは苦笑して首を横に振る。赤点ギリギリの惨さん憺たんたる結果だった。

「噓うそ!?　おまえ、バカなの？　兄貴は頭いいのに……」

　驚いたようにサクが言って笑う。

　そのとき、二人が歩いていた路上の家電量りよう販はん店てんの店先から、大きな声が流れてきた。

　陳ちん列れつされたたくさんのテレビが、一いつ斉せいに夕方のニュースを報道している。

「うお！　この事件の現場、このすぐ近くじゃね？」

　サクがテレビのニュースに食いつく。その事件の内容を、リューイはなんとなく憶おぼえていた。確か先月、近所の交番で警官が襲おそわれ、拳けん銃じゆうを奪うばわれたらしい。犯人はまだ見つかっていない。

「そういえば……ジュノは？」

　リューイは話題を変える。ジュノの名を聞いて、サクがわざとらしく面めん倒どうそうな声をあげた。

「アイツは選挙準備だと」

「選挙？」

「生徒会役員に推すい薦せんされたんだってよ。中学時代はテニスの何かの大会で優勝したって言うし。ああ見えて人望あんだよ、アイツ」

「へぇ」

「みんな騙だまされてるよな。アイツの本ほん性しよう知らなすぎ。こちとら何度火傷やけどを負わされたことか」

　サクが口を尖とがらせる。そして突とつ然ぜん、リューイに顔を近づけ、ニヤッと笑って言った。

「そんなことより、テスト終しゆう了りよう記念！　いっとく？」




　　＊　＊　＊




　自動ドアが開くと、音の洪こう水ずいがリューイの耳を駆かけ抜ぬけた。

　そこは駅前のゲームセンターだった。物もの珍めずらしそうにキョロキョロと店内を見回すリューイ。

　リューイの田舎いなかにもゲーセンはあったが、ほとんど行ったことはない。

「かああ！　錬光環レンコウカンがありゃ、こんなの一発なのになぁ！」

　ＵＦＯキャッチャーの前で悔くやしがるサク。彼は早くも好きなゲームに興じ始めている。

　筐きよう体たいのガラスの向こうには、かわいいキャラクターのストラップが大量に積んであった。

　ふと、リューイはそのストラップを見て、ハルカを思い出した。

（オルンに持ちこめたらプレゼントできるのに……あ、あっちには携けい帯たい電でん話わがないのか……）

　そんなとりとめもないことを考えつつ、財さい布ふから百円を出し、チャリンと筐体へ投入する。

「うお！　おまえ、上手うまいな！」

　アームが見事に獲え物ものを抱かかえこみ、持ちあげた瞬しゆん間かん、サクが驚きよう嘆たんと喜びの声をあげる。

　褒ほめられてリューイはちょっとだけ得意げに微笑ほほえんだ。

「お、おまえ、サクじゃね？」

　不意に後ろから声がした。拍ひよう子しに手元がブレてアームが揺ゆれ、ポトリと景品が下に落ちる。

　サクとリューイが振ふり向くと、そこには四人の高校生が、二人を取り囲むように立っていた。

「やっぱサクだよな？　やっべ、久し振ぶりじゃん！」

　四人の先頭にいるリーダー風の生徒が、気安くそう言って笑う。四人は皆みな、学ランを着ていた。逍しよう遥よう館かんの生徒ではない。制服は着き崩くずしていて、一目で素行の悪さが窺うかがえた。

　四人を見た瞬間、サクの顔が強こわ張ばるのを、リューイは見み逃のがさなかった。

「元気でやってっか!?　中学卒業以来だな」

　学ランの一人が、サクの肩かたをバンバン、と叩たたく。

　サクは「ど、ども……」と小さく返事する。

　サクの態度が豹ひよう変へんしていた。妙みように萎い縮しゆくした様子で、視線が動どう揺ように泳いでいる。

　そう、まるでこの関係は──。

「おまえ、高校になっても相変わらずトイレで昼飯食ってんの？」

「オイオイ、閉じこめたのオマエだろうが！」

　ゲラゲラと馬鹿笑いする学ランたち。

　サクは完全に心が折れ、ハハハ……と力なく引きつった笑いで同調する。

　そのやりとりに、鈍どん感かんなリューイもさすがにピンときた。

　あきらかにサクとこいつらの関係は、普ふ通つうの友人関係ではない。

「悪りぃんだけど、もう少しで勝てそうなんだわ、ゲーム。なァ、金貸してくんない？」

　いきなり学ランのリーダーが掌てのひらを出し、下げ卑びた笑いで言った。

「え、あ……そんな……ない……っす……」

　蚊かの鳴くような声でサクが呟つぶやく。もはや顔面蒼そう白はくになり、半ベソをかいている。

「ああン？　ねェワケねェだろ!?　跳んでみろよ！」

「……ないです」

　小さいがはっきりとした声が、不良グループとサクの間を駆け抜けた。

　学ランたち四人が一斉に声の方を睨にらむ。そこにいたのはリューイだった。

　リューイは顔面蒼白になりながらも、気き丈じようにサクを庇かばい、前へと歩み出る。

「な、ないものはないんです」

「……リューイ、おい、バカ！　や、やめろ！」

　横でサクが慌あわてふためく。しかしあとの祭りだった。学ランたちの顔が怒いかりに染まる。

「あん？　なんだおまえ？　便所虫のダチか？」

　自分にガンをつけてくる不良たちを前に、リューイがゴクリと生なま唾つばを飲む。掌がグッショリ汗あせに濡ぬれ、足がガクガクと震ふるえていた。正直、恐こわかった。こんな経験は生まれて初めてだ。

　しかし、そんな大ピンチのリューイの胸に、一つの言葉が希望となって顕けん現げんした。

〝リューイさんは強い人です〟

　それは、ハルカの言葉だった。

「も、もう帰りますから、サ、サクには関かかわらないでください」

　リューイは全身全ぜん霊れいで平静を装い、そう言い放った。

「ざけんな！　殺すぞ!!」

　にわかにリーダーの怒りが爆ばく発はつした。右みぎ腕うでを突つき出し、リューイの胸ぐらに摑つかみかかる。

「リューイ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、サク。僕は──」

　……〝リューイさんは強い人です〟
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「…………なにが〝大丈夫〟なんだよ」

　大量に積まれたゴミ袋ぶくろの山に体を埋うずめ、サクが苦しそうに呻うめく。

「いててててて……」

　リューイは頭を起こそうとする。しかし全身を駆け抜ける痛みに顔を歪ゆがめ、断念した。

　あのあと、リューイたちはゲーセンから路地裏へと連行され、見事に──負けた。

　二人は四人の不良に囲まれ、なんの反はん撃げきもできずに文字通り〝ボコボコ〟にされた。そして今、このゴミために醜しゆう態たいを晒さらしている。

「おまえ……無む謀ぼうすぎるだろ……なんなんだよ……いったい」

　サクが血の混じった唾つばとともに、リューイへ恨うらみの言葉を吐はき捨てる。

「マンガとかだと、こういうとき突とつ然ぜん、〝力〟が覚かく醒せいして勝てたりするんだけどなァ……」

　リューイはハハハと力なく笑う。

「バカかおまえ!?　冗じよう談だんじゃねェ、笑えるかよ！　負け犬が！」

　サクがガバッと起きあがり、目め一いつ杯ぱいの怒りをこめてリューイを睨み、叫さけんだ。

「でも……負けてない……」

　リューイはビルの隙すき間まから空を見あげ、サクに答える。

「ボコボコにされたけど、負けてないよ……」

「ボコボコにされるのは、負けたっていう意味なんだよ！」

　間かん髪はつを容いれずサクが怒ど鳴なる。

　しかしリューイは動じることなく、「違ちがう」と口の中で呟いた。

「負けるというのは〝負けを認める〟ってことだよ、サク……僕は認めてない」

「その傷で良く言うぜ！　この疫やく病びよう神がみ！」

　あらん限りの非難の言葉でリューイを罵ば倒とうするサク。

「サク、僕だってバカじゃない。やられることぐらい……わかってたよ」

「じゃあなんでだよ!?」

　サクがヒートアップする。リューイはサクの目を真っ直すぐに見て言った。

「兄さんが昔、言ってたんだ。〝勝負とは、最終的には損得の問題だ〟って」

　リューイは昔を思い出すように遠い目になる。

「だからどっちが得かを考えたんだ。殴なぐられるか、それとも土下座して金を払はらうか」

「はァ!?」

「殴られた傷はいつか治る。でも、土下座をして負った心の傷は、もう治らない。傷は僕の心に一生残るんだ。〝自分は下げ衆す野や郎ろうに屈くつ服ぷくした臆おく病びよう者だ〟ってね。そんなの僕は嫌いやだ」

　リューイの目は冗談を言っているようには見えなかった。

「どうせ傷つくなら、治る傷を負ったほうがいい──そのほうが得だろ？　サク」

「……ば、バッカじゃねぇの!?」

　サクが吐き捨てるようにそう叫び、リューイから目を背そむけた。

「余計なことしやがって……ほっとけばよかったんだ……金を払って……それで済めば」

　それは自分に言い聞かせるような口調だった。まるで暗示をかける催さい眠みん術師のように。

「余計なこと……しやがって……」

　不意にサクの目に涙なみだが溢あふれた。

「余計なこと……しやがって……余計なこと……」

　サクは泣きながら、まるで何かに獲とり憑つかれたかのように、その言葉を繰くり返している。

　涙が光る彼の横顔を、リューイは無言のまま、ずっと見つめ続けた。
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「リューイ、君、ちゃんと馬乗れるんでしょうね？」

　愛馬である黒くろ鹿か毛げの軍馬に鞍くらを載のせ、荷作りをしながら、ジュノがリューイのほうを見やる。

「中学校のとき、友達の原付に乗ったことがある」

「……頼たのもしいわね」

　ジュノが呆あきれて苦く笑しようする。

「私がついていますわ。大丈夫！」

　隣となりでハルカがそう言って笑う。そしてリューイを安心させるように、彼に向かって頷うなずいた。

　ジュノが言い返す気力もなく、額に手を当て「はぁ～」とため息をつく。

「フン、だから無理だと言っただろう！」

　馬上のアルディエルがリューイに辛しん辣らつな声を浴びせる。

「足手まといになることがあれば、貴様を容よう赦しやなく後ろから斬きる。いいな！」

　そう言ってアルディエルが手た綱づなを引く。リューイは緊きん張ちようの面おも持もちで深く頷いた。

「とにかく、二人とも無理はしないで」

　リューイとハルカは顔を見合わせ、まるで幼よう稚ち園えんの生徒のように、同時にコクリと頷いた。

　払ふつ暁ぎようを合図に出発、正午までにはティルギットに到とう着ちやくする予定だ。

「敵が襲おそってきたら、私とアルディエルさんの後ろに隠かくれるの。わかった？」

　リューイとハルカにそう釘くぎを刺さして、ジュノは颯さつ爽そうと馬に跨またがる。そして出発──。

「おい！　おいおいおいおいおい！」

　いきなり後方からわめき声がした。

　城じよう塞さいからサクが走ってきた。サクは馬上のジュノの足あし元もとまできて、彼女を見あげる。

「なんだよ！　どういうことだよ!?」

　サクは走って荒あらくなった息を整えながらジュノに抗こう議ぎする。ジュノが下馬してサクに言う。

「作戦のメンバーは私とアルディエルさん、ハルカとリューイの四人だけよ」

「あン？」

　不意にサクの表情が変わった。睨にらみ合うサクとジュノ。

　なんだか不ふ穏おんな空気が漂ただよい、横に立っていたハルカがアワアワと戸と惑まどう。

「……どういう意味だよ？」

「今回の作戦には、あんたは参加しなくていいと判断したの。ヨギの作戦を聞く限り、必要なのは私の龍仙具アトリビユートだけみたいだから」

　真面まじ目めな顔で断言するジュノの言葉に、サクの口元が歪ゆがむ。

「おいおい、だからって……俺がいねぇと戦力不足だろ？」

「聞いたわよ──」

　ジュノが厳しい表情でサクの目を見た。その眼力にサクは逡しゆん巡じゆんして目を逸そらす。

「中間試験、全教科赤点なんだって？　それに最近、高校の学費と寮りようの生活費が滞たい納のうされてるらしいじゃない。こんな状じよう況きようで留年したら、下手へたすると退学になる可能性だってあるわ」

「あのクソババァ──！」

　瞬しゆん間かん、サクの表情が硬かたくなった。ピクピクと頰ほおが引き攣つっている。

　ジュノは腕うでを組み、サクを諭さとすような口調で話しかける。

「悪いこと言わないから部屋に戻もどって補習に備えなさい。私はあんたのことを思って──」

「いや～！　まいった、まいった！」

　突とつ然ぜん、サクが笑い出した。そして腹を抱かかえ手を叩たたく。まるで三文芝しば居いの道どう化け師しのようだ。

「ジュノちゃんは、カワイくて頭も良くて人望もあって、そのうえ世話好きときたもんだ！」

　サクはわざとらしい仕草で声を張る。奇き妙みようなテンションだった。

「なんなんだろね。おまえは俺のカノジョ？　何様なんでしょうね～？　まったく！」

　外国人のジェスチャーのように、大げさに両手を上げるサク。そしてゲラゲラと笑い出す。

「……ふざけないで!!」

　瞬間、ジュノがキレた。傍かたわらのリューイにも、プツリと切れる音が聞こえてきそうなほどに。

「そうやって、ふざけた態度を続けてればいいわ！　本当は根暗の弱虫のクセに──!!」

　その言葉を聞いた瞬間、今度はサクの顔色が変わった。

「リューイ……てめェ……言ったのか!?」

　サクが憤ふん怒ぬの形相でリューイを睨む。サクはきっと、昼間のゲーセンでのことを言っているのだろう。〝中学時代にイジメに遭あっていた〟──それは彼の心の深くに残る化か膿のうした傷きず跡あと。そして人から隠いん蔽ぺいしたい最もデリケートな精神的外傷トラウマだった。

　リューイは首を振ふった。もちろん言ってなかった。しかしサクはそれを信じなかった。

「人の顔色ばかり見てヘラヘラして、みんなの人気者だと思ってた!?　とんだ勘かん違ちがいよ！」

　ジュノはなおも怒いかりにまかせて捲まくし立てる。

「現実に帰りなさい！　あんたは必要ない──!!」

「ジュノ！　言い過ぎだよ！」

　リューイがジュノを窘たしなめた瞬間──ドカンと爆ばく音おんが響ひびき、城じよう壁へきの一部が破は壊かいされた。飛び散る石いし礫つぶてと爆ばく煙えん。城壁は無残にも崩くずれ落ち、瓦が礫れきの山と化す。

　サクが腕を突つき出していた。錬光環レンコウカンだ。この衝しよう撃げきはその龍仙具アトリビユートの仕し業わざだった。

「あんた、なんてこと──!!」

「……うるせェ」

　サクが押し殺した声をあげる。手負いの野や獣じゆうの唸うなりのような呟つぶやき。

「どいつもこいつも、俺をバカにしやがって……」

　サクの顔は、紅潮を超こえ、青ざめていた。怒いかりに体が震ふるえ、もはや自分で感情を制せい御ぎよすることもできなくなっているようだ。

「俺はこの世界で最強の〝龍仙士ドレイク〟だ……俺をナメる奴やつは、絶対に許さねェ……」

　サクが踵きびすを返し、走り去ろうとする。

「サク──！」

「リューイ！　もうすぐ出発よ！」

　サクの後を追い、走り出すリューイの背中にジュノの声が跳はね返る。

「すぐ戻る！」

　リューイはそう叫さけんでジュノを顧かえりみた。ジュノの顔にも、忸じく怩じたる苦しみの色が映っていた。




　　＊　＊　＊




　学生寮の廊ろう下かは、忍にん者じや屋や敷しきの仕し掛かけのように、歩くとギシギシと音がする。

　リューイは部屋の戸口へとやってきた。そこはサクの部屋だった。

「リューイか？」

　ノックをしようとして手をかざした直前、中からサクの声がして、リューイは手を止める。

「………………」

　リューイは答えなかった。サクの声が、あまりにもか細く、弱々しく聞こえたからだ。

「サク、聞いてくれ。ジュノは──」

「……わかってる」

　リューイの言葉を制し、ドア越ごしにサクが小さい声で呟く。

「一人にしてくれ」

　立て付けの悪いドア越しに、リューイは深く頷うなずいた。そしてゆっくりと踵きびすを返す。

「リューイ──」

　サクが小さく彼の名を呼んだ。

「現実と夢、どっちの俺が本当の俺だと思う？」

　リューイはその言葉に返答しなかった。

「このまま、ずっと眠ねむり続けられたらいいのにな……」

　そのサクの言葉に、リューイはしばらくの時間を置いて答えた。

「………………待ってる」

　そう言い残し、リューイは再びギシギシと鳴る廊下を、暗がりへと歩き出した。








　第四章　イチかバチかの補給作戦！







　虚こ空くうが哭ないていた。

　城壁の上で少女が空を見あげていた。東の空はかすかに紫し紺こん色に染まりつつある。払ふつ暁ぎようだ。

　少女──ヨギは、無言で石いし畳だたみの上に落ちていた藁わらを摑つかみ、空へと放つ。

　まだ冷たい春風に舞まいあがった藁が、城じよう塞さいから東へと流れ飛んで行った。

「……風向が、変わった」

　小さく呟くと、彼女は眼下に広がる城塞の門を見下ろす。そこでは四騎きの早馬が、開かれた門もん扉ぴから今まさに旅立とうとしているところであった。




「速度を落とせ！　このままじゃ馬がバテる！」

　馬上でアルディエルが叫ぶ。前方を走る三人はその声を聞いて、手た綱づなにこめた力を緩ゆるめる。四騎の駿しゆん馬めは、秘ひ密みつ裏りに城塞を出て、一路東を目指して出発したところだった。

　速歩で馬を進め、途と中ちゆうに何度か小休止を挟はさみつつ、作戦目的地へ。

　その間、リューイは馬上で何度も悲鳴をあげた。馬が揺ゆれるたび、臀でん部ぶが激しく鞍くらに打ちつけられるのだ。とにかく痛かった。

　四騎はやがて、ティルク河の分ぶん水すい嶺れいへと差しかかったところで休きゆう憩けいをとった。ここからの道程は単純。川沿いに下れば目的地のティルギットだ。

　空はすっかり白み、東の地平線から朝日が燦さん々さんと輝かがやいていた。

「休憩はおしまい。早く乗って！」

　突とつ然ぜん、ジュノが立ちあがり、草を食はむ馬へと走る。

「敵の斥せつ候こうに捕ほ捉そくされたわ」

　それはヨギの幻王印ゲンノウインからの報告だった。後方二キロの地点で、敵の斥候部隊がリューイたちの馬ば蹄ていの跡あとを発見し、追跡トラツキングを開始したというのだ。

　リューイとハルカも慌あわてて馬に跨またがり、走りだすジュノとアルディエルに続く。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。四人は馬を襲しゆう歩ほに切り替かえ、全力疾しつ走そうで東を目指した。

　しかし半刻も経たたぬ間に、一団は敵の敷しいた包ほう囲い網もうに捕捉された。

「追いつかれた！　後方に二騎！」

　振ふり向くと、殿しんがりであるジュノの後方から、二騎の軽装騎き兵へいが迫せまってくる。

　パルミア軍の斥候だった。彼らはすでに剣けんを抜ぬき、前まえ屈かがみになって弾だん丸がんのように追いすがる。

「よそ見をするなッ！　走り続けろ！」

　アルディエルの檄げきが飛ぶ。リューイとハルカは慌てて前を向き、馬に鞭むちを入れた。

　斥候に後続の三個中隊が合流し、追っ手は見る見るうちに増えていく。

　突然、ジュノが馬首を返した。そして追ってくる騎兵へと向き合う。

「ジュノ！」

「ジュノさん！」

　リューイとハルカが同時に叫さけぶ。

「ティルギットで！　アルディエルさん、あとはよろしく！」

「わかった！　まかせろ！」

　アルディエルの返事に頷き、瞬しゆん間かん、ジュノは振り向いて二人に向かって微笑ほほえんだ。そしてすぐさま追っ手に向き合うと、取り出した扇せん子すを掲かかげ、横一閃に振り薙なぐ。

　たちまち扇おうぎから、激しい突とつ風ぷうと灼しやく熱ねつの風が巻き起こった。

　ジュノの龍仙具アトリビユート──緋燕扇ヒエンセンは、熱気を孕はらんだ激しい突風を起こす特とく殊しゆ能力を持つ。その熱気は最高で摂せつ氏し五百度にも達し、およそほとんどの物体の発火点を超こえ〝自然発火〟させる。

　熱風に煽あおられ、前衛の三騎がたまらず落馬した。たちまち馬ば脚きやくが乱れる。しかし敵は怯ひるまず猛もう追ついの手を緩めない。ジュノは次の第二波を、今度は彼らの馬の足元を狙ねらい、放った。

　ゴウッと風が逆巻き、にわかに眼前に火柱があがる。

　水郷地帯の畦あぜ道みちには、所ところ狭せましと枯かれ草が生おい茂しげっている。乾かわいた初春の空気の影えい響きようで、炎ほのおは瞬またたく間に周囲に燃え広がった。一帯が火の海と化す。

　さすがの追っ手も炎の壁かべに阻はばまれ、馬にブレーキをかける。

「怯むなッ！」

　しかし諦あきらめてはいない。炎を迂う回かいし挟きよう撃げきを図はかろうと兵を分ける騎兵中隊。

　ジュノは畦道を駆かけ下り、水すい郷ごう地帯の広がる平原へと単たん騎きで馬を突とつ入にゆうさせていく。

「追えッ！　追えッ!!」

　敵の騎兵がジュノに続く。ジュノは自分を囮おとりにして、三人を逃にがす作戦に出たのだ。

　自分に追いすがる敵を顧かえりみて、ジュノはニヤリと笑う。そして緋燕扇を煽ぎ続けた。

　燎りよう原げんの火の如ごとく──まさにそのたとえの通り、平野はたちまち火の海と化す。モクモクと煙けむりが立ちこめ、追っ手の軍馬が陽炎かげろうの中にユラユラと揺らめく。

「ヨギ、こんなもん？」

（まだ足りない。より広こう範はん囲いに──）

「よっしゃ！」

　ジュノは馬を迂回させつつ、手あたり次し第だいに周囲に火を放つ。

　追っ手の騎兵は、炎でできた迷めい宮きゆうへ迷いこみ、右往左往するばかり。攪かく乱らんは大成功だ。

（潮時──）

　ヨギの言葉を合図に、ジュノは馬首を東に返した。

「お願い。無事でいて──」

　ジュノは手た綱づなに力をこめ、リューイとハルカの無事を、心の底から祈いのった。




　　＊　＊　＊




　しかしジュノの願いは、風前の灯ともし火びだった。

　彼女の陽動も空むなしく、リューイたち三騎きの後方には、未いまだ数騎の敵が追いすがっていた。

「ちいッ！　しつこい奴やつらめ！」

　アルディエルが舌打ちする。そして馬上で弓に矢をつがえ、振り向き様ざまに騎射した。

　女だてらに、その腕うで前まえは抜ばつ群ぐんだった。一いつ矢し一殺。矢は次々に騎兵を屠ほふっていく。

「すごい……」

　その様子にリューイは素す直なおに感服した。伊達だてにハルカの護衛を任されてはいない。〝龍仙士ドレイク〟には敵かなわぬとはいえ、アルディエルはまさに一いつ騎き当とう千せんの猛者もさなのだ。

　しかし、さすがに今回は状じよう況きようが悪かった。追っ手の数は、アルディエルの射る矢の数をはるかに凌りよう駕がしていたのだ。

「くうっ!!」

　そのときだった。騎兵の放った矢が、アルディエルの肩かたに突つき刺ささった。

「アルディエル！」

　ハルカが悲鳴をあげる。アルディエルは馬上でバランスを崩くずし、持っていた弓を落とす。

「で、殿でん下か！　私に構わず……お逃げください……！」

　激痛に歪ゆがむ顔で、気力を尽つくして叫ぶアルディエル。

「し、しかし……」

「早く!!」

　それは咆ほう哮こうだった。アルディエルの最後の気力を振ふり絞しぼった怒ど声せいに、ハルカの体がビクンと跳はねる。目に溜たまる涙なみだをそのままに、ハルカは断腸の思いで手綱に力をこめる。

「アルディエル！　必ず生きて龍りゆう哭こく塞さいに還かえるのです！　これは命令です！」

「ありがたい……お言葉です。殿下……」

「ハルカ！　こっちだ！」

　リューイが叫ぶ。みると前方で道が二手に分かれている。右手の隘あい路ろへ入れば雑木林を通る。そうすれば追っ手を振り切ることが出来るかもしれなかった。

　そのとき、馬上にぐったりと倒たおれこむアルディエルとリューイの視線が、刹せつ那な、交こう錯さくした。

「よりによって、貴様に頼たのむことになるとは……な……」

　アルディエルはその隻せき眼がんに強い光を宿らせ、リューイに一いち縷るの望みを訴うつたえる。

「殿下を……頼んだ……〝役立たずリユーイ〟……役に立てよ……！」

「任せてくれ……!!」

　リューイは固い決意をこめ、彼女に深く頷うなずいた。
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「もう大だい丈じよう夫ぶ……みたいだ」

　リューイは広葉樹の陰かげから恐おそる恐る顔を出し、周囲の様子を窺うかがって言った。

　雑木林の中で、リューイとハルカは馬から下り、寄り添そうように身を隠かくしていた。

　追っ手の気配はない。どうやら振り切ったらしい。リューイはホッと胸を撫なで下ろした。

「……ハルカ？」

　リューイはすぐそばで蹲うずくまるハルカを見やる。

「アルディエル……」

　ハルカは顔面を蒼そう白はくにして、まるで小動物のように震ふるえていた。無理もない。絶大な信しん頼らいをおく臣下とも別べつ離りし、九死に一生の死線を越こえて逃げて来たのだ。

「あの人ならきっと、大丈夫……」

　リューイはハルカを励はげますため、努めて明るくそう言った。しかしそんな彼も、さっきから、手の震えが止まらなかった。気を抜ぬくと恐きよう怖ふで泣きそうになる。

　恐こわかった。しかし彼女の前でそんな弱音など吐はけない。

「私こそ〝役立たずリユーイ〟です……」

　そのとき、不意にハルカが呟つぶやいた。

　えっ？と、リューイは振り返る。そしてハルカの顔を見て、驚おどろきに目を見開いた。

　彼女は泣いていた。大きな青い瞳ひとみから溢あふれた涙が、白磁の頰ほおをとめどなく伝っていた。

「アルディエルも……ジュノさんも……命がけで私を守ってくれたのに……私……私……」

　そこまで言って、ハルカは嗚お咽えつで喉のどを鳴らす。

「私、みんなに守られているばかりで、何にもできない……〝役立たず〟です……！」

　その言葉に、リューイは何も言えなかった。彼女の気持ちは痛いほど分かっていた。なぜなら、リューイもそうだったからだ。結局、僕も逃にげるだけ。

　今回ほど、自分が〝役立たずリユーイ〟だと痛感したときはなかった。しかし──。

「大丈夫だ。アルディエルと約束した。〝役立たず〟だけど、僕は諦あきらめない」

　リューイは決意のこもった目で、ハルカにそう言い放った。

「だからハルカもそんなこと言っちゃ駄だ目めだ」

　リューイの言葉に、ハルカがハッと顔をあげた。その目からはもう涙は流れていない。

「リューイさん……」

　ハルカの潤うるんだ瞳に、リューイの顔が映る。

　リューイは深く頷き、ハルカの肩に触ふれようと、そっと右手を差し出した。

　その瞬しゆん間かん、リューイの右手に、バチッと閃せん光こうと衝しよう撃げきが走った。

　まるで静電気のような痛みで、リューイは小さく声をあげ、思わず手を引っこめる。

「こ、これは……!?」

　衝撃はリューイの掌てのひらの珠たまから発せられていた。ハルカも驚いてリューイを見る。
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「珠が……」

　リューイが掌を見る。そこにはめこまれた鉛なまり色いろの珠に、かすかに青い光が宿っていた。

「……どうしました？」

「い、いや、なんでもない……」

　青いかすかな光はやがて色を失い、再び元の鉛色に戻もどっていった。

　いったい……なんだったんだろう……？

「そろそろ行こう。日が暮れちゃう」

　リューイはごまかすようにそう言って、膝ひざの埃ほこりを叩たたいて立ちあがった。

「あ、あれ？」

　立ちあがった瞬間、リューイは体に違い和わ感かんを覚えて、思わずその場に膝を折った。

「どうしました？」

　ハルカが不思議そうな顔でリューイを見やる。

「あ、い、いや……その……、お、お尻しりが……」

　そうなのだ。長時間、馬に乗っていたリューイの臀でん部ぶは、鞍くらずれによって激痛に見み舞まわれていたのだ。直接見てはいないが、きっとパンパンに腫はれあがっているに違ちがいない。

「ご、ごめん……その……っうひょゥッ!!」

　思わず奇き声せいをあげる。歩こうと足を動かすたびに、全身に激痛が走るのだ。そのせいでリューイは滑こつ稽けいなガニマタかつヘッピリ腰ごしになってしまった。

「あ、いや……これは、その……、ち、違うんだ！」

　リューイは必死に弁明する。顔から火が出るくらい恥はずかしかった。

　何より愛いとしのハルカに失態を見られるなんて……情けなくて涙なみだが出てくる。

　しかし、ハルカはそんなリューイの姿を見て、クスクスと笑い出した。

「恥ずかしがらなくていいですよ。初めて馬に乗ったときは、誰だれでもそうなります」

「そ、そうなの……？」

「はい」と答えて、ハルカがニッコリと微笑ほほえんだ。その瞳に、もう涙はない。

　リューイはおどけた様子でハハハと乾かわいた笑いをする。

　とにかく方法はどうであれ、ハルカに笑え顔がおを取り戻すことができた。結果オーライ……。

「とにかく、ティルギットまであと少しだ。さぁ、早く」

　そう言ってリューイはガニマタで、馬を繫つないである場所へと歩いていく。

「あ、リューイさん……」

　不意にハルカが呼び止めた。振ふり向くとハルカは座りこんだまま、動こうとしない。

　不ふ審しんに思いリューイが首を傾かしげる。ハルカは恥ずかしげにモジモジと下を向いている。

「あ、あの、ち、ちょっと、まってください……その……えーと……」

「どうしたの……？」

　リューイの質問に、ハルカの顔がにわかにカッと赤くなった。

「え……と、その……私も……その……」

　その瞬間、リューイは思わず声をあげていた。

「ええええ!?　き、君もお尻がッ!?」

「お、お、おおおお大きい声で言わないでくださいッ!!」
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　リューイとハルカが、なんとかティルギットに到とう着ちやくしたのは、正午を少し回ったころだった。

　ティルギットはパルミア軍の遠えん征せい準備による特とく需じゆで活気に溢あふれていた。路地には市場が立ち、市街は人種の坩堝るつぼとなっていた。彼らは大陸の西方からはるばる来た交易商人なのだという。ティルギットは西域よりやってきた隊商キヤラバンが、積み荷をティルク河に停てい泊はくする商船に積み替かえる交易の中ちゆう継けい地点で、それゆえ自主独立の空気のある商業都市だという。

　その雰ふん囲い気きは、今まで龍りゆう哭こく塞さいしか知らなかったリューイの目に、とても新しん鮮せんに映った。

　二人は、川沿いに立つ大きな屋や敷しきに足を向けた。そこは廻かい船せん商人のギルド本部だった。

　使用人に案内され室内に招かれた二人は、豪ごう華かな調度品が揃そろう客間へと通された。

「エスフィン！」

　客間で待っていた男を見たとたん、ハルカが喜びの声をあげ、駆かけ寄る。

「ハルカ！」

　男は駆け寄るハルカを抱だきしめ、満面の笑みを浮うかべる。

「一年ぶりか。女らしくなったな」

　男が彼女の顔を見て懐なつかしそうに微笑む。

「彼はエスフィン。ギルドの長おさで、私の従兄いとこに当たる者です」

「ハルカとは昔から兄妹きようだいのように育った幼おさななじみです」

　紹しよう介かいされたリューイは、戸と惑まどいながら「どうも」と頭を下げる。爽さわやかに笑うエスフィンは、長身のハンサムだ。ハルカが無む邪じや気きに喜ぶ様子に、少しだけ嫉しつ妬とのような感情を覚える。

「エスフィン、早さつ速そく、本題なのですが──」

　ハルカがそう切り出すと、エスフィンの顔から笑みが消え、真しん剣けんな面おも持もちになる。

「わかっている。すでに用意はできています。まずは、こちらへ──」
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　それから三刻ほどして、ジュノがティルギットに到着した。

　彼女が通された部屋では、エスフィンを筆頭にしたギルド幹部と、ハルカとリューイが向かい合い、交こう渉しようのテーブルについているところだった。

「ジュノさん！　よく御ご無ぶ事じで！」

　立ちあがり歓かん喜きするハルカに、ジュノは軽く手を振る。しかしそのメンバーにアルディエルがいないことに気づくと、顔を曇くもらせ、ハルカの目を見つめ、慰なぐさめるように深く頷うなずいた。

「はじめまして。龍哭塞のジュノと申します」

　ジュノはエスフィンの元へと歩み寄り、ていねいな挨あい拶さつをする。

「ははぁ、貴方あなたが音に聞く〝龍仙士ドレイク〟ですね？　百万の兵も震ふるえあがる妖よう魔まだという噂うわさだから、もっと鬼おにのような姿を想像していましたよ」

　そう言って笑い、席を勧すすめるエスフィンに、ジュノは右手を差し出す。

　戸惑うエスフィンに、ジュノは笑って言う。

「〝握あく手しゆ〟です。私たちの世界の友好の証あかしですわ。エスフィン殿どの」

　ああ、と納なつ得とくし、エスフィンは「よろしく」とジュノの右手をガッチリと握にぎった。

「さて、運うん搬ぱんする物資の内訳ですが──」

　ジュノが席につき、再び交渉が始まった。

　帳ちよう簿ぼには、物資の内訳がリストアップしてある。ハルカはそれを一つ一つていねいにチェックしていく。隣となりにいるリューイにはチンプンカンプンだ。

「内容に問題はありません。それではこれでお願いします」

　ハルカは帳簿から顔をあげ、エスフィンとギルド幹部たちにニコリと微笑ほほえむ。

「支し払はらいはすべて統とう国こく公通のエレクトラム貨でよろしいですね？」

「代金なんてとんでもない！」

　商人の一人が叫さけんだ。他ほかの者も皆みな、頷いて同意する。

「我々は、ここに商談ではなく、殿でん下かの御ご尊そん顔がんを拝しに参ったのです」

　商人が慇いん懃ぎんに礼をして言う。

「最近のドルジフの暴ぼう虐ぎやくぶりには、我々パルミア商人もほとほと嫌いや気けが差しています。税率は日々青あお天てん井じように上がり、街には貧困に苦しむ者が溢れています」

「このティルギットでさえその有様。巷ちまたでは冬を越こせず、飢き餓がに全ぜん滅めつした邑むらもあるそうです」

「私の跡あと取とり息子むすこも兵へい役えきに駆り出され、前線で犬のように殺されました」

　商人たちは次々に訴うつたえ、涙なみだする。ドルジフの悪政により、民たみの怨えん嗟さはピークに達していた。

「公主殿下のお役に立てるなら、我々パルミア商人は犬馬の労を惜おしみません。どうかドルジフを打だ倒とうし、パルミアに平和を……！」

　それを聞いたハルカは、キュッと唇くちびるを嚙かみ、深く頷く。

「わかりました。ただ、このお金は受け取ってください」

　そう言って、ハルカは懐ふところから貨か幣へいの詰つまった袋ふくろを出し、エスフィンに手て渡わたす。

「このお金はそもそも、ドルジフがパルミアの民から搾さく取しゆしたもの。元来は貴方達の物です」

「殿下……」

「それに、私、聞いたことがあります。皆さんがよく仰おつしやる冗じよう談だん──」

　ハルカがフフフと笑って言った。

「〝女によう房ぼうの指毛にまで値をつける。それがパルミア商人の心意気〟──ですわよね？」

　ハルカの口から飛び出した言葉に、幹部たちはびっくりして顔を見合わせる。

「違ちがいねェ！　さすがは殿下、よく分かってらっしゃる！」

「タダ働きして帰った日にゃ、カカァに殺されるわい！」

　にわかにドッと爆ばく笑しようが巻き起こった。今までの湿しめっぽい場が一転、和なごむ席上。

　リューイはつられて笑うハルカの横顔と、泣き笑いする商人の顔を交こう互ごに見て思った。

　彼女の人望は、龍哭塞の中に限ったことではないのだ。その誠実で潔白な人ひと柄がらは、もはや万ばん民みんにあまねく降り注ぐ恵めぐみの雨だ。国民のすべてが彼女に諸もろ手てを挙げ、応おう援えんしている。

（平和を願い、夢を見る者が一人でもいる限り、私は戦い続けます。それが私の夢なのです）

　リューイはあの夜のハルカの言葉を思い出していた。彼女の夢を願う者は、この世界に数えきれないほど多い。それを確信したことで、リューイはこの短い旅路に大きな意義を実感した。
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　物資の用意は粛しゆく々しゆくと進んでいた。輜し重ちよう部隊の人員も問題なく集まりつつある。

　中庭に集積され、出発を待つのみとなった物資の山を見あげ、リューイは一人、立っていた。

「……ハルカ、すごいよね」

　振ふり向くと、そこにはジュノが立っていた。二人は積まれた物資に並んで腰こしを下ろす。

「私たちと同じ歳で、世界を相手に戦ってるんだもん」

「うん」

「アルディエルさんのこと、ハルカに聞いた。彼女もハルカを守るため、命がけで戦ってた」

　リューイの脳のう裏りに、ハルカを自分に託たくしたときのアルディエルの必死の顔が浮うかぶ。

　ジュノが「あ～あ」と大おお袈裟げさに伸のびをして、天を仰あおぐ。

「それに比べて私なんて、生徒会の仕事だけで精せい一いつ杯ぱい。規模が違うわよね、規模が」

　リューイは「うん」と深く頷く。ジュノの言うとおりだ。

　二人の間にしばしの沈ちん黙もくが流れた。時刻は夕方に近づき、辺りに黄昏たそがれが茜あかね色いろの光を落とす。

「……サク、どうしてるかな」

　突とつ然ぜん、ジュノがそう呟つぶやいた。

　リューイはジュノを見やる。彼女の横顔は夕焼けに染まり、少し寂さびしそうに映った。

「わかんないけど……気になるなら、会って話をするべきだと思う」

　リューイは静かにそう告げた。しかしその言葉には答えず、ジュノは黙だまって遠くを見る。

「……知ってたの」

「えっ？」

「アイツが中学時代、イジメられてたこと。クラスの友達に偶ぐう然ぜんサクと同じ中学校の子がいて。その子から聞いたの」

　そこまで言って、ジュノは下を向いた。良く見ると彼女は自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようしていた。

「なんか、悔くやしくて」

「悔しい？」

「アイツと話すといつも〝壁かべ〟を感じるの。自分を守って外敵を拒きよ絶ぜつする〝城じよう壁へき〟──」

　ジュノが膝ひざを抱かかえて体育座りの体勢になった。そして自分の膝ひざ小こ僧ぞうを見つめ、呟く。

「なんか龍りゆう哭こく塞さいみたい」

　冗談のつもりだったのか、ジュノが乾かわいた笑い声をあげる。しかしリューイは笑わなかった。

「弱くても、みっともなくても、カッコ悪くても……そんなの気にしない」

　ジュノが小さく、しかし一つ一つを嚙みしめるように、強く静かに呟く。

「私たち、龍哭塞を守る仲間──同じ壁の内側にいる仲間なのに……」

「仲間、か……」

　そう答えた瞬しゆん間かん、ふと、ジュノの表情が変化した。

　ガバッと顔をあげ、目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐう。そして笑え顔がおになってリューイに顔を近づけた。

「君、ハルカのこと好きなんでしょ!?」

「そ、そんなことないよ！」

　リューイは慌あわてて否定する。その慌てぶりに、ジュノが「ははぁん」としたり顔で笑う。

「バレバレよ。女の勘かんを甘く見ないことね～」

「ち、違うってば！」

　バツが悪くなり、頑かたくなに否定するリューイに、ジュノが意地悪な目を向ける。

「あ、そ。じゃあ、ヨギ、やっちゃって～」

（了りよう解かい──）

　ヨギの声が耳に響ひびいたと思った瞬間、リューイは右手に不思議な違い和わ感かんを覚えた。気がつくと左手が自分の意志とは関係なくひとりでに動き出している。

「え？　な、なに？　なにこれ!?」

　戸と惑まどうリューイの態度に反し、いきなり左手が、自分自身の体をまさぐり始める。

「う、うはははは、や、やめろっ……！」

　自分の左手にコチョコチョとくすぐられ、目尻に涙なみだを溜めて悶もん絶ぜつするリューイ。

　その原因を彼はすぐに理解した。左手の掌てのひらに異い彩さいを放つ刺青いれずみが浮かびあがっていたのだ。ヨギの龍仙具アトリビユート、幻王印ゲンノウインだ。幻王印は、単なる通信手段だけでなく、貼はりつけた相手の部位を遠えん隔かく支配し、意のままに操作できるらしい。

「ち、ちょっと、ストップ、ストップ！」

　苦悶し這はいずり回るリューイを横目に、ジュノが楽しそうな笑いを浮かべる。

「じゃあ、白状しなさい！」

「うひひひひひひ、好き！　好きだ!!」

　ジュノはパチンと指を鳴らし、ヨギにイタズラ中止の合図を送った。

　くすぐり地じ獄ごくから解放されたリューイは、消しよう耗もうしハァハァと肩かたで息をする。

　ジュノはそんな彼を見て、満足そうにニコリと微笑ほほえんだ。

「私も好きよ……いい子だよね、ハルカ」

　その言葉を嚙かみしめ、空を仰ぐジュノ。

「絶対に守る──今度こそ」

　ふと、リューイは最後の〝今度こそ〟という部分に引っかかりを覚えた。が、聞き流す。

「さ、そんなことより、ここからが正念場よ！　なんたって作戦の一番の難関は、この大量の荷物を城に運ぶことなんだから！」

　ジュノが今までの会話を断たち切るように突然発奮し、スックと立ちあがる。

「ジュノ殿どの、リューイ殿──」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで屋や敷しきから使用人がやってきた。屋敷の主、エスフィンからの伝言だ。

　曰いわく、出発前にささやかな晩ばん餐さんを用意したという。

「じゃあ、お言葉に甘えようかしら」

　ジュノがそう言って、荷物の山から颯さつ爽そうと飛び降りる。

（ジュノ──）

　ふと、二人の耳にヨギの声が交信した。ジュノがにわかに厳しい表情になる。

「……わかってる」

　小さくそれに答え、ジュノはリューイを伴ともない屋敷の中へと歩いていった。
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「わぁ、凄すごいですね！」

　ハルカが貴き賓ひん室のテーブルに広げられた小皿料理を見るなり、感かん嘆たんの声をあげた。

　現実世界のフルコースと比べたらとても質素なものだったが、きっとこちらの世界では、庶しよ民みんには絶対、口にできないような豪ごう華か料理なのだろう。

　物資の限られた龍りゆう哭こく塞さいでは、食事は干し肉と固焼きパンがせいぜい。これほど色とりどりの料理は、ハルカでさえ久しく食べたことがなかったに違ちがいない。

「すみませんが、私たちは頂けません」

　ジュノが席に着くも、そう言って食事を固辞した。エスフィンが訝いぶかしげな顔をする。

「口に合わないですかな？」

「いえ、我々〝龍仙士ドレイク〟は、こちらの世界で食事をとる必要がないのです」

　ジュノが愛あい想そ笑いをして言う。

　そうだったんだ、とリューイは初めて知った。でも言われてみると、確かに今まで、この世界で空腹を感じたりすることはなかった。

「同様に、睡すい眠みんも必要ありませんし、年もとりません」

　エスフィンが驚おどろきに目を見開いて言う。

「ほぅ、まさしく世に聞く神話の通り、伝説の神しん仙せん。不老不死の存在ですね」

「唯ゆい一いつ〝死〟だけは免まぬがれないですけどね」

　そう言ってジュノが微笑む。エスフィンは話題を変え、ハルカに向き直った。

「出立はいつになりますか？」

「日にち没ぼつと共に。夜通しかけて運うん搬ぱんする予定です」

　彼女の答えに、エスフィンは頷うなずき、近くに立つ使用人に合図をした。

「食事はとらないまでも、祝しゆく盃はいの一いつ杯ぱいぐらいはつきあってください」

　皆みなの酒器に飲み物が注がれる。白乳酒ツアガシユと呼ばれる家か畜ちくの乳を原料にした発はつ酵こう飲料だ。全員に行き渡わたったのを確かく認にんし、エスフィンが意い気き揚よう々ようと盃さかずきを掲かかげた。

「では、作戦の成功を願って」

　乾かん杯ぱい、と音おん頭どを取り、グビッとエスフィンが酒を呷あおる。

　ハルカも手にした酒器を唇くちびるに近づけようとした──そのとき。

　カン！と乾かわいた音がして、床ゆかにハルカの酒器が転がった。周囲に飛び散る白はく濁だくした酒の飛沫しぶき。

「な、なにを……！」

　エスフィンが驚いてジュノを見る。彼女が横から手をあげ、ハルカの酒器を叩たたき落としたのだ。

「ジュノさん!?」

　突とつ然ぜんのジュノの行動に、ハルカ自身も意味が分からず目を白黒させている。

　ジュノはキッとエスフィンを睨にらみ、ニヤリと不敵な笑えみを浮うかべた。

「〝屛びよう風ぶの後ろに弩いしゆみ兵へいを配置しろ。ハルカが毒杯を呷った瞬しゆん間かん、一気に雪崩なだれこみ、護衛の女と男を射殺せ。なに、たとえ〝龍仙士ドレイク〟といえど不意討うちにあっては手も足も出まい──〟」

　ジュノの紡つむぐ言葉は、暗記したセリフを思い出すような芝しば居いがかった口調だった。

　その言葉を聞いていたエスフィンの顔がみるみる青ざめていく。

「〝あの女は招かれざる客だ。生かして龍哭塞へと帰すな。いいな！〟」

　間ま違ちがいない。ジュノのセリフはつい先刻、エスフィンが部下の刺し客かくに、密ひそかに命令した言葉、一字一句違わぬそのままだったのだ！

「なっ……き、貴様！　聞いていた……のか!?」

　椅い子すから立ちあがり、激しい動どう揺ようにのけ反るエスフィン。

「はッ！」と気を吐はき、ジュノが緋燕扇ヒエンセンを振ふるう。巻き起こる突とつ風ぷうに、部屋に置かれた大きな屛風が吹ふき飛んだ。背後に隠かくれる数人の刺客もろとも。

「残念ながら奇き襲しゆうは失敗──ね」

「なっ……な、なぜだ!?」

　裏切りが露ろ呈ていし、エスフィンが額に脂あぶら汗あせを浮かべて震ふるえる。

　ジュノがエスフィンの手元を指差した。彼はハッとなって自分の右手を見る。

「こ、これは……いったい!?」

　エスフィンの掌てのひらに、小さな染しみのような文様が刻まれていた。よく見るとそれは刺青だった。

　ヨギの龍仙具アトリビユート、幻王印ゲンノウイン──！

　瞬間、エスフィンは自分が敵の策に嵌はまったことを本能的に悟さとった。

　あのとき──エスフィンと挨あい拶さつの〝握あく手しゆ〟を交かわしたとき、ジュノは自分の幻王印の一部を密かにエスフィンの手に貼りつけたのだ。つまりそれ以降、エスフィンの言動は逐ちく一いち、ヨギに筒つつ抜ぬけだったというわけだ。

「おのれえええええッ!!」

　エスフィンが、にわかに逆上した。そして腰こしに下げた剣けんを抜ぬき放つ。

「しまった──！　ヨギ!!」

　彼の逆上は想定外だった。ジュノはヨギの名を叫さけび、兇きよう刃じんを止めるよう指示を飛ばす。

「つッ!?」

　次の瞬間、エスフィンが右手の痺しびれを感じて歯を食いしばる。彼の剣を握にぎる力が緩ゆるむ。

（支配力が、足りない──）

　しかし貼りつけた幻王印は小さすぎて、剣を握る彼の右手を完全に操あやつるには足りなかったようだ。エスフィンは膂りよ力りよくを駆かって、その呪じゆ縛ばくを振り払はらい、そのまま剣を真一文字に振り抜く。

「死ねェェェェェェッ!!」

　その切っ先には、呆ぼう然ぜんとなっている少女──ハルカがいた。

「ハルカ──!!」

　その名を叫んだとき、すでにリューイの体は動いていた。

　リューイは、自らの体を盾たてにハルカを庇かばおうと、彼女の元へとダイビングを決行する。

　一瞬の出来事だった。

　しかしリューイには、その一瞬がまるでスローモーションのようにゆっくりと感じられた。

　ハルカに覆おおい被かぶさるようにして彼女を庇い、すかさず反転し、エスフィンに向き合う。

　そして反射的に、迫せまり来る兇刃を受け止めようと右手を突つき出した。
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　刹せつ那な──。

　室内が凄すさまじい青い光に包まれた。まるで光の飽ほう和わ爆ばく発はつだった。そこにある世界のすべてが一瞬にして、青白い光の中へ消えていく。

「ぐ、ぐああああッ!!」

　突とつ然ぜん、エスフィンが弾はじかれるように壁かべに激げき突とつした。剣が地面に落ち、カランと音を鳴らす。

「な、何!?　何があったの!?」

　ジュノが光で霞かすんだ目を擦こすり、叫ぶ。周囲の光景を目まの当たりにして、ハッと息を吞のんだ。

　リューイの右手が青く光っていた。

　それは間違いない、彼の掌に埋うめこまれていた、あの鉛なまり色いろの珠たま──。

「き、貴……様……いったい……そ、それは……」

　壁にもたれかかったエスフィンが苦しそうに呻うめく。そして突然、「がはっ！」と口から大量の血を吐き出す。見ると彼の胸に、抉えぐられたような傷きず跡あとがポッカリと穴を空けていた。

「ば……バカな……い、いつの間に……!?」

「ハルカ!?」

　そのときジュノが叫んだ。リューイの腕うでの中にいるハルカの異変に気づいたのだ。

　リューイはハッと我に返り、彼女を見やる。

　少女は目ま蓋ぶたを固く閉じ、顔面蒼そう白はくでグッタリと体を弛し緩かんさせていた。

「ハルカ！　しっかり!!」

　ジュノは駆け寄り、リューイからハルカの身を引きはがし、彼女の名を必死に呼びかける。

「リューイ！　あなたハルカに何をしたの!?」

　血相を変えてリューイに叫ぶジュノ。しかしその質問にリューイは答えられない。

　リューイは激しく混乱していた。自分でも何が何だかわからなかった。

　ショックで茫ぼう然ぜん自じ失しつし、唇くちびるが震ふるえ、冷たい汗あせが頰ほおを伝わる。

　リューイは元げん凶きようとなった右手を見た。青い光は収束し、珠は再び鉛色に戻もどりつつある。

　ま、まさか──。

　僕の右手の珠が……ハルカの命を……吸い取った……!?

「う………あ………」

　そのとき、ハルカの口から、小さな呻き声が漏もれた。

　よかった、生きてる──。

「ハルカ！　ハルカ!!」

　ジュノの必死の呼びかけに、ハルカの目がうっすらと開く。そしてその視界が、ゆっくりと、くずおれるエスフィンの姿を捉とらえた。

「……エスフィン……な……なぜ……？」

　ハルカが力を振ふり絞しぼり、必死に言葉を紡つむぎ出す。

「…………おの……れ」

　血ち溜だまりに体を沈しずめたエスフィンが、怒いかりと憎にくしみのこもった瞳ひとみでハルカを睨にらんだ。

「ハルカ……おまえの首を手て土産みやげに……ドルジフの元に下る……この小さな邑むらの独立を守るためには……もはや、それしか生き残る方法は……ないのだ……」

　エスフィンがクックックと笑う。しかしその笑いは不気味な唸うなり声となった。

「統帝の血を……もはや天は必要としていない……この乱世に……大義などという有名無実にすがる必要など……もうないのだ……！」

　少女を指差し、叫さけぶエスフィン。

「おまえは……疫やく病びよう神がみなのだ……ハルカ！」

　そう言い放つと、エスフィンはガクリと首を落として動かなくなった。絶命したのだ。

「そ、そんな……」

　愛する従兄いとこから告げられた呪のろいの言葉に、激しいショックをうけ瞳に涙なみだを溜めるハルカ。そしてゆっくりと目蓋を下ろし、ガクリと力なくうなだれる。再び意識を失ったのだ。

「ハルカ！　ハルカッ!?」

　リューイが必死に叫ぶ。

（追っ手が来る。逃にげて──）

　そのとき、幻王印ゲンノウインからヨギの声が響ひびいた。

「行くわよ！　リューイ、ハルカを──！」

　ジュノが立ちあがり走り出した。リューイはハルカを両腕に抱いだき、彼女の後に続く。

　ジュノの放った緋燕扇ヒエンセンによって、部屋のあちこちからメラメラと火の手があがり始めている。

　一同は炎ほのおに巻かれつつある廊ろう下かを、一路、出口目指して駆かけだした。




　　＊　＊　＊




　貴き賓ひん室から上がった火の手は、あっという間に屋や敷しき全体に燃え広がった。

「今すぐ出発する！」

　屋敷を出るなり、ジュノは待機していた輜し重ちよう部隊に出発の号令を発した。

　幸い、ハルカ暗殺を謀はかったのはエスフィンのみの単独犯であったようだ。他ほかのギルド幹部たちは計画自体を知らなかったらしい。おかげで輜重部隊は無事だった。

　輜重部隊は列をなし、敷しき地ちから裏道を通ってティルギットの町を脱だつ出しゆつしていく。

「ハルカ！　しっかりしろ！」

　ハルカを荷馬車に寝ねかし、リューイは彼女の名を必死に呼び続けた。ジュノが隣となりで唇を嚙かむ。

　一刻を争う事態。しかもエスフィンは、おそらく事前に敵軍を呼び寄せているだろう。前ぜん途とには往路とは比べものにならない包ほう囲い網もうが敷しかれているに違ちがいない。しかも復路は亀かめのように鈍のろいスピードの長ちよう蛇だの列。神速で突とつ破ぱすることも逃げきることもできない。

「ヨギ、アナタの〝策〟──信じてるわよ！」

　ジュノは静かにそう呟つぶやき、目を瞑つぶって強く天に祈いのった。




「……凄すごい！」

　目の前の光景に、ジュノは目を見張った。

　ティルギットを出て西に一里ほど進んだとき、ジュノは初めてヨギの〝策〟の真価を知った。

「これは……霧きりなの!?」

　事前に計画を綿密に打ち合わせていたジュノでさえ、にわかに信じられなかった。

（どうやら、功を奏したようね──）

　ヨギが別段、嬉うれしくもなさそうな口調でそう呟く。

「この霧なら、相手に見つからないで、物資を運べる！」

　そう、これこそが軍師・ヨギの計略だった。

　ティルギットから龍りゆう哭こく塞さいに続く平野、そこに広がる水すい郷ごう地帯の空気は、ふんだんに水分を含ふくんでいる。その空気が、昼のうちにジュノの放った一面の業ごう火かにより温められて飽ほう和わし、さらに夜の寒さによって冷れい却きやくされ、大量の霧を発生させたのだ！

　それは、昼夜の寒暖の差が激しい、初春のこの季節、そしてこの風向き、その地形的環かん境きよう、あらゆる気候条件と因子が揃そろって初めて実現する奇き跡せきだった。

　いや、奇跡ではない。緻ち密みつな計算だった。すべてはヨギという少女の計画のままに──！

（霧が晴れないうちに、早く──）

　粛しゆく々しゆくと進む輜重隊は、ついに無数の敵包囲網を抜ぬけ、龍哭塞へと無事、生せい還かんを果たした。




　　＊　＊　＊




　寝しん台だいの上で、ゆっくりとハルカが目を開けた。

　ぼんやりと空を泳いでいたその瞳が、目の前にいる一人の少年をとらえる。

「……リューイ……さん……？」

　ハルカが少年の名前を呼ぶ。それを聞いたリューイの顔にかすかな安あん堵どの色が宿った。

「よかった……ハルカ……気がついたんだね」

　ハルカがゆっくりと上体を起こそうとする。

「あ、動かないほうがいい。まだ寝ててよ」

　リューイは慌あわてて言い、近くにあった手洗い樽だるで、手ぬぐいを絞しぼってハルカの額にあてがう。

「ここは……？」

「龍哭塞だよ」

　リューイの返答に、ハルカが混乱した様子で少し顔をしかめる。

「ティルギットの……作戦は……？」

　リューイはニッコリと微笑んだ。その顔で、ハルカが作戦の成功を確信する。

「よかった……」

　ハルカが安堵の吐と息いきを漏もらす。そしてもう一度、周囲を確かく認にんした。

　そこは龍哭塞にあるハルカの私室だった。ティルギットからの輜重隊が無事、龍哭塞に帰き還かんしてから十時間以上が経たつ。その間、ハルカはずっと昏こん倒とうしたままだったのだ。

「リューイさん……ずっと、私のために看病をしてくれてたんですか……？」

「う……うん。迷めい惑わくだった……かな？」

　リューイのドギマギした態度に、ハルカが優やさしく微笑んで「いいえ」と首を振ふる。

「うれしいです」

　そう言ってハルカは寝台から体を滑すべらし、立ちあがろうとする。

「あ、駄だ目めだよ」

「もう大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと、夜風にあたっていいですか？」

　リューイが心配そうな顔で頷うなずく。ハルカはゆっくりと部屋の窓まど際ぎわまで歩いていった。

　龍哭塞では珍めずらしい、ガラスの嵌はめられた大きな窓だ。鎧よろい戸どの外には大きなテラスがある。

　春先とはいえ、夜風はまだ冷たかった。そして驚おどろくほど澄すんでいる。

「リューイさんも、こちらへ。一いつ緒しよに来て下さい」

　ハルカに呼ばれ、リューイも戸と惑まどいつつテラスへと足を向ける。そして夜空を仰あおいだ。

「すごい──」

　思わず口にだして言うほど、夜空に輝かがやく星は美しかった。

　まさしくそこには、満天の星空の大パノラマが広がっていたのだ。

　一等星、二等星、三、四、五、六、七……、おそらく星座を形作らないだろう小さな星さえも、夜空のキャンバスを形作る点てん描びようの一つとなって、輝きを構成する一部となっている。

「リューイさんの住む世界でも、星は瞬またたいているのですか？」

　食い入るように夜空を見あげるリューイの横で、ハルカが質問する。

「うん。でも、ビルでほとんど見えないけどね」

「ビル？」

「人が住む建物だよ。驚くほど高くて、中には地上六十階を超こえる建物もある。この龍哭塞の一番高い楼ろう塔とうの十倍以上はあるかな。そんなのが何十個も密集して建ってるんだ」

「すごい……」

　ハルカが驚き、お得意の好こう奇き心しんを発揮する。リューイは彼女のリアクションに得意になった。

　そうして二人は、しばらくテラスで語り合った。

　話題はリューイの通う学校、街での生活全ぜん般ぱんへと広がっていった。クラスメイトのこと、学食の人気メニューのこと、近所のコンビニでバイトしているオジサンのこと、中間試験の問題の内容のこと、そして、ジュノやサクたち、学生寮りようの仲間のこと──。

　そんな彼の、とめどない話題一つ一つを、ハルカは目を輝かせて真しん剣けんな顔で聞いていた。

「ぜひ見てみたいです。リューイさんの住んでる世界……」

　ハルカが遠く地平線の彼方かなたを眺ながめ、遠い目をする。リューイも彼女の見つめる先を見やった。

　ハルカの長い銀ぎん髪ぱつを、夜風が優しく撫なでる。

「……いっそ何もかも捨てて、そちらの世界へと旅立てたら──」

　そのとき不意に、ハルカが小さく呟つぶやき、そして言葉を詰つまらせた。

　リューイは彼女の横顔を見やる。そして小さく息を吞のんだ。

　彼女の頰ほおに、一筋の涙なみだが光っていた。

「ハルカ──？」

「あれ？　わ、私、なんで、涙なんか……」

　彼女がリューイを見て言った。自分の意志に反して、涙が勝手に流れてしまった、そんな様子だった。しかし涙はとめどなく、その大きな瞳ひとみから溢あふれだし、頰を濡ぬらす。

「………私……なんだか最近、泣いてばかりですね……」

　ハルカはリューイに謝り、慌てて顔をごしごしと拭ぬぐう。しかし涙は止まらなかった。

「ハルカ！」

　突とつ然ぜん、リューイはハルカの肩かたを抱だいた。衝しよう動どう的な行動だった。どうしてそんな行動に出たのか、自分でも分からない。泣いているハルカを見た途と端たん、愛いとしさと切なさがない交ぜになって、どうしようもなくなっていた。

　ごめん、つい──そう謝ろうとして、やめた。

　彼女はリューイを拒こばまなかった。

　ハルカの体は、信じられないくらい細かった。強く抱くと折れてしまいそうな。バラバラに砕くだけてしまうガラス細工のような、華きや奢しやで繊せん細さいな、小さな体──。

「リューイさん……リュー……イ……さんんんん……!!」

　リューイの腕うでの中で、ハルカが彼の名を呼ぶ。そして彼女も彼の胸に、自らの熱い体を押し当てた。そしてただひたすら、むせび泣いた。

「エスフィン……エスフィン……なぜ……なぜ……!?」

　ハルカは、リューイの腕の中で、別の男の名を呟く。

　それは彼女を裏切った従兄いとこの名前だった。

「彼は世界でたった一人だけの、肉親でした……そして、私の……初めての……」

　その言葉を聞いて、リューイの胸は苦しみと悲しみに締しめつけられた。

　そう、ハルカは彼を愛していたのだ。おそらく、従兄妹いとこという関係を超えた感情で。しかしこの残ざん酷こくな世界は、二人の運命を幸福に導くことを許さなかった。すべては彼女を呪じゆ縛ばくする、重すぎる鉄てつ鎖さが原因なのだ。

　アルディエル、エスフィン、そして彼女自身の心──今回の作戦は、ハルカが大切にする宝物を、あまりにたくさん奪うばっていった。

　リューイは、彼女を抱きながら、痛感した。改めて強く。

　ハルカはこの細い体で、想像を絶する鎖くさりの重圧に、たった一人で耐たえているんだ──。

「私……リューイさん。こんな失態……王にあるまじき……粗そ相そうを……」

　ハルカが泣きながら呟く。

「私……私は……ドルクルス統とう国こく第三十九代統帝となるべき統国公主ハルカ。世界で唯ゆい一いつ統帝の血を引く後こう継けい者しやとして、王道を全まつとうし、為い政せい者しやの職務を──」

「もういい!!」

　言葉を遮さえぎり、リューイは叫さけんでいた。

「もういいんだ。僕にとって、ハルカはハルカだ──」

　そう言って、もう一度、リューイは強くハルカを抱いた。




　ピピピピピピピピ……と、遠くでかすかな音がする。

　それはリューイの耳にしか聞こえない音だった。リューイはその音が何か、知っていた。

　現実世界の彼のベッドサイドにある、目覚まし時計の鳴る音だ。

　そう、この世界は夢──。

　夢見る夜は終わりを告げ、やがてまどろむ朝が訪おとずれる。

　そして朝になれば、普通の高校生としての日常がやってくる。

「リューイさん……」

　リューイの腕の中で泣き疲つかれたハルカが、静かにそう呟いた。

「もう、あちらの世界へと戻もどる時間ですよね……」

　その言葉にリューイは目を閉じる。時間とは、かくも無む慈じ悲ひで残酷なものなのか──。

「私も……明日の朝には、再び王へと戻ります。威い厳げんある帝てい姫きに──」

　ハルカが顔をあげ、リューイと視線を絡からめた。涙の跡あとが乾かわいて、彼女の白い頰に残っていた。

「だから、お願い。あと少しだけ、このままで……泣き虫なハルカのままで、いさせて……」

　ハルカは体の力を抜ぬき、リューイの腕に身を任せる。

「わがまま言って、ごめんなさい……」

　その言葉に、リューイはギュッと腕に力をこめた。

「……二回目」

「えっ？」

「謝った回数。罰ばつゲームまであと一回だよ」

　リューイは優やさしく微笑ほほえむ。ハルカの顔に小さな笑えみと安あん堵どの色が浮うかんだ。

　明日になれば、彼女の肩にはまた再び、帝王としての重い責任がのしかかる。

　まるで、あの有名な童話と正反対だ、とリューイは思った。

　魔ま法ほう使つかいの呪まじないによって、少女は憧あこがれていた普通の少女へと変身する。しかし夜が明けると少女にかかっていた魔法は解け、また再び元のお姫様に戻ってしまうのだ。

　だから今、彼女に訪れたこの安らぎは、たった一夜の泡ほう沫まつの夢。かりそめの安らぎだ。

　でもそれでいい、とリューイは思った。

　それが今、半人前の魔法使いであるリューイが彼女にかけられる精せい一いつ杯ぱいの魔法なのだから。

　でもいつかは、きっと──。

　永遠に続く、醒さめぬ魔法を──。

　リューイは決意し、満天の星の下、腕の中のあべこべのシンデレラを再び強く抱だきしめた。
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　床ゆかには、兵士の死体が転がっていた。

　兵士は西方よりカラバリクの〝黒こく耀よう台だい〟まで早馬を駆かり、機密情報をもたらした伝令だった。

〝糧りよう道どう寸断失敗。作戦ノ再検討ヲ乞こウ──〟

　その報を聞いた瞬しゆん間かん、パルミア王ドルジフは烈れつ火かの如ごとく激げき怒どした。そして怒いかりに身を任せ、帯たい剣けんを抜きはなつや否いなや、無む辜この伝令をそのまま撫なで斬ぎりにしたのだ。

　無残な死体を目まの当たりにして、場にいた諸しよ侯こうと将軍たちが、皆みな、息を吞のんで静まりかえる。

「どいつもこいつも！　この無能どもめ!!」

　ドルジフの肥満巨きよ軀くから吐はき出される怒声が、玉座の間の天てん井じように響ひびく。

　事態はドルジフ率いるパルミア軍側にかなり不利な状じよう況きように傾かたむきつつあった。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。今すぐにでも龍りゆう哭こく塞さいを、憎にくきハルカを討とう伐ばつしなくては──。

「離はなせ！　触さわるな、下げ郎ろう！」

　そのとき、にわかに広間に怒声が響き渡わたった。

　ドルジフの目の前に、縄なわが打たれた一人の俘ふ虜りよが数人の兵士に囲まれ、連行されてくる。

　俘虜は隻せき眼がんの女──アルディエルだった。

　ティルギット補給作戦で身を挺ていしてハルカを庇かばい、敵に生け捕どりにされたのだ。

「殺せ！　敵の施ほどこしなど受けん！　汚お名めい恥ち辱じよくは死をもって雪そそぐ！」

　アルディエルは隻眼の瞳ひとみにあらん限りの憎しみを宿らせ、目の前の偽ぎ王おうを睨にらみつける。

「アルディエル。しばらく見ぬうちにいい女になったな。余がお主の父親と共に鞍あん上じよう帝ていに仕えていたころは、まだ年とし端はもいかぬ小こ娘むすめだったものだが……」

　ドルジフが好色そうな顔で舌なめずりをし、緊きん縛ばくされたアルディエルを睨ねめ回す。

　アルディエルはゾッと顔を青ざめさせ、いっそうの怒ど気きをこめて叫さけぶ。

「ドルジフ！　そうやって偉えらそうにしていられるのも今のうちだ！　殿でん下かは必ずや貴様の首を先帝陛下の墓前にたむけるだろう！　裏切り者！　パルミアの恥はじめ！」

　アルディエルはあらんかぎりの罵ば詈り雑ぞう言ごんを駆く使ししてドルジフを罵ば倒とうする。

　しかしドルジフは、ゲヘゲヘと醜みにくい嘲ちよう笑しようをもって、女戦士の言葉を聞き流した。

「命運つきるのはハルカの方だ──ナルデーヒ！」

　ドルジフは傍かたわらに控ひかえた甥おいの名を呼ぶ。ナルデーヒが「はッ」と頭を下げ、返事をする。

「あやつを呼べ」

　その瞬間、場が騒そう然ぜんとなった。ドルジフの言う〝あやつ〟が誰だれなのか、皆、驚おどろきとともに理解したからだ。

「陛下！　しかし、それは……！」

　ナルデーヒが叫ぶ。ドルジフはジロリと甥を睨んだ。

「あの男は危険です！　あの男を領内に引き入れたが最後、我がパルミアは、草木も生えぬ焦しよう土どとなります！　まさしく獅し子し身中の虫とはあやつのこと！」

「構わん！」

　ドルジフの一いつ喝かつに、場の皆はただ、ひたすらに恭きよう謙けんし、跪ひざまずく。

　しかしその中で、平へい伏ふくせずに立ち尽つくしている者が一人だけいた。

　アルディエルだった。アルディエルは顔面蒼そう白はくになり、ワナワナと小さく唇くちびるを震ふるわせている。

「ド、ドルジフ……貴様……自分の言っている意味が分かっているのか!?」

　アルディエルは必死に言葉を絞しぼり出し、ドルジフに言い放つ。

「フン、無論だ」

　そう言って、ドルジフは玉座にドッカリと腰こしを下ろす。

「アルディエル。龍哭塞陥かん落らくの暁あかつきには、ハルカの首を酒の肴さかなに、貴様の残った目も潰つぶし、臥ふし所どで夜通し犯おかしてやろう。覚かく悟ごしておけ」

「……下郎め！」

　アルディエルがペッと地面に唾つばを吐く。

　しかしドルジフはそれを無視し、今までにない厳しい顔で、宙の一点を睨んでいた。

　これは賭かけだ。パルミア王ドルジフの大いなる野望が実現するか否かの──。

「龍哭塞……今度こそ終わりだ。なにせ相手はあの男──」

　あの男──〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟と呼ばれる伝説の英えい雄ゆうの一人、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルなのだから。
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　今から二十年前に勃ぼつ発ぱつした北方異民族との抗こう争そう──パルミア戦せん役えき。

　その戦役で、目覚ましい功を挙げた五人の人物がいた。

　将軍たちは鞍あん上じよう帝ていに従い、八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくで、勝利を積み重ねた。

　それは奇き跡せきだった。滅めつ亡ぼう必至だった統とう国こくは、この五人の将軍によって、ついに異民族の軍勢を北の高原に押し返すことに成功したのだ。

　五人の将軍──五つの天を表す五色の将しよう帥すい旗を掲げ、精せい鋭えいの禁軍各三万からなる旗き幟し兵へい団だんを率いる大将軍。その名も紅こう凰おう将軍エルデネ、白びやつ琥こ将軍サーラル、黒こく猊げい将軍クジャルク。大軍師ヴァルシャナ。伝説の剣けん聖せいフレン。

　人々は彼ら五人を畏い敬けいと崇すう敬けいの念をこめて〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟と呼んだ。




　頑がん強きような門もん扉ぴを、巨きよ大だいな丸太の衝しよう撃げきが突つき抜ぬけた。門には巨大な穴が穿うがたれ、木こつ端ぱが飛び散る。鋼鉄製の閂かんぬきは、衝撃にアメ細工のようにグニャリと曲がり、くの字になって内側に弾はじけ飛んだ。

　それは巨大な破城槌ラムの打撃だった。

　これまで数回の衝撃に耐たえていたメインゲートが、ついに敗北を喫きつした。

　門が開くと同時に、城内に殺さつ到とうする攻こう撃げき側の兵士たち。まるで人食い蟻ありが大挙し死肉に集まるように、無防備に晒さらされた城じよう塞さいの胎たい内ないへと押し寄せ、蹂じゆう躙りんの限りを尽くし始める。

　それは、難なん攻こう不落を誇ほこった城じよう塞さい陥かん落らくの瞬しゆん間かんだった。

　パルミアの南方、統帝領の北に位置する大侯領クシャーニア。領主バルスボルドは、統帝の外がい戚せきである公こう爵しやく位を持つ譜ふ代だいの大諸しよ侯こうで、ドルジフ同様、乱世に〝封王〟を名乗り挙兵した戦国の雄ゆうの一角である。しかし今、その野望は風前の灯ともし火びとなっていた。

　その元げん凶きようは、すべて、このパルミアからやってきた、白い軍装の兵団にあった。

　音に聞く〝統天五旗将〟、白琥将軍サーラル率いるパルミア南部方面討とう伐ばつ軍だ。

　軍は破竹の勢いで一路南へ──聖都ディサの方向へと進軍を続けていた。

　その勢いたるや凄すさまじく、まさに鬼き神じんの如ごとき快かい進しん撃げき。今年になって、すでにクシャーニア領内の三つの城じよう邑ゆうと九つの支城が、彼の軍の蹂躙を受けていた。

　そして今、領内最大の要害である、ここゲドゥン城塞を陥落させたところだった。

「各部隊に厳命！」

　城内に雪崩なだれこむ兵士たちの陣じん頭とうに立ち、前線指揮官が怒ど号ごうとともに命令を下す。

「城内での略りやく奪だつ、暴行を禁止！　逆らったものは厳げん罰ばつに処す──」

　普ふ段だんは統とう率そつされた兵士たちだが、このときばかりは興奮と熱ねつ狂きようで、野や獣じゆうのように血沸わき立っていた。なにせ城内には長年貴族たちによって貯ためこまれた、宝の山が眠ねむっているのだ。

　指揮官が剣を抜き、浮うき足立つ兵たちを馬上から叱しかりつける。

「無礼不ふ遜そんな狼ろう藉ぜきは許さん！　我らは誇り高き白びやく天てん旗き幟し兵へい団だん！　サーラル閣下の軍ぞ!!」

「構わん──」

　突とつ然ぜん、声がした。指揮官が驚いて振ふり向く。

　そこには破は壊かいされた城門を潜くぐり、泰たい然ぜん自じ若じやくとこちらへやってくる一人の騎き兵へいがいた。

　白い外套マントと白銀に輝かがやく全身装甲鎧フルプレート・アーマー。意い匠しようを凝こらした兜かぶとを被かぶり、その素す顔がおは見えない。

「は、し、しかし……閣下」

　指揮官が狼ろう狽ばいと緊きん張ちようの余り、震ふるえる声で主君の尊そん称しようを叫さけぶ。

　そう、この男こそ伝説の〝統天五旗将〟、白琥将軍サーラル、その人だった。

「略奪は征せい服ふく者に与あたえられた正当な権利だ。戦利品は一兵卒に至るまで公平に分配しろ」

　兜の下からくぐもった声が漏もれる。不敵にして冷れい酷こく、威い厳げんに満ちあふれた口調だった。

「は、はッ！」

　指揮官が背筋を伸のばし敬礼する。

「貴様も今こ宵よいは城中の酒さか蔵ぐらを開け、殺した敵と同じ数の女を犯せ」

「き、恐きよう縮しゆくであります！」

　指揮官が城内へ駆かけだす。サーラルは小さく吐と息いきを洩もらした。それは微び笑しようだった。

　サーラルは、城内の蹂躙に勤いそしむ部下達を満足そうに眺ながめる。

　パルミア王ドルジフの勅ちよく命めいにより、南方へと進軍を開始したのが半年前。そのときに拝領した兵はたったの百五十名だった。

〝南方方面討伐先せん鋭えい部隊〟──聖都上じよう洛らくの急きゆう先せん鋒ぽうとなる前線の最高指揮官といえば聞こえはいいが、実際、それはていの良い厄やつ介かい払ばらいだった。サーラルという男はドルジフにとって、あまりに危険な存在であり、決して飼い慣らすことのできない脅きよう威いだったのだ。

　サーラルのパルミア戦役での武ぶ勲くんは、統国の至るところまで響ひびき渡わたっており、兵士の間で彼は救国の英雄、常勝不敗の軍神として、もはや崇すう拝はいの対象とまでなっている。

　彼の率いる軍は各所で転戦し、降こう伏ふく兵や志願兵を糾きゆう合ごうして瞬またたく間に倍増した。今やその数八千。サーラルの名声によって集まった、彼の私兵とも言うべき部隊である。軍は先の戦役で彼が使用していた白い兵装に倣ならい、〝白天旗幟兵団〟と称しようして絶大な勲くん功こうを重ねている。

「閣下。北の豚ぶた──もとい、ドルジフ封王陛下より書状です」

　サーラルの元に、副官の乗る馬が馳はせ参じた。小こ姓しようのような女顔の、若い士官だった。

「豚とは陛下も酷ひどい言われようだ。口が悪いな、リュサンデル」

「失礼しました、豚に謝りましょう。豚は美味うまいですが、王は食えないですからねぇ」

　リュサンデルと呼ばれた副官が、悪戯いたずらっぽい闊かつ達たつな笑え顔がおを浮うかべる。サーラルも小さく笑う。もはやサーラルの軍に、ドルジフに尊敬の意を払はらう者は一人もいなかった。

　サーラルはリュサンデルから受け取った書簡を開き、文面に目を通す。

「小こ賢ざかしい毒どく蛇へびが。ついに焼やきがまわったか──」

　読み終わり、独りごつサーラル。言こと葉ば尻じりからはドルジフに対する嫌けん悪おがにじむ。

「どういたしましょう？　閣下」

　リュサンデルが楽しげな顔でサーラルを見つめる。そしてわざとらしく声を潜ひそめた。

「……懐かい柔じゆうされた体ていで代都へと取って返し、封王ドルジフを殺して王権でも頂いちゃいましょうか？　閣下がその気になれば、きっとパルミアは、いえ、天下は難しからず我らが掌しよう中ちゆうへ──」

　その言に、サーラルの兜の下の目がギラリ、と妖あやしく光る。

「ふ、それも面おも白しろい余興だ」

　そしてしばらく沈ちん黙もくし、サーラルは黒こく煙えんをあげる城じよう塞さいの様子を眺める。

「龍りゆう哭こく塞さいか──」

　そう呟つぶやくと、サーラルはにわかに外套マントを翻ひるがえし、馬首を返した。

「兵をまとめろ。パルミアへ引き返す。封王陛下のありがたき下知に従おう」

　サーラルが笑った。心底楽しそうな、不敵な笑みだった。

「間者を見み繕つくろえ。それと……船だ」

「船、ですか!?」

「そうだ。大きな衝角ラムつきの軍ぐん艦かんだ。三、四隻せきは欲しい」

　訝いぶかしむリュサンデル。龍哭塞は内陸の山さん塞さい。攻こう略りやくに船が必要なはずがないのだ。

「十日だ」

「はっ!?」

「十日で落とす」

　サーラルはそう呟き、ゆっくりと歩を進めた。北へ──。
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　ディスプレイに〝YOU LOSE〟の文字が躍おどった。

「ッチクショウ！」

　サクは思わず悪態をつき、テーブルにコントローラーを叩たたきつける。

　近くを通りかかったメイド服姿のアルバイト店員が、あからさまに嫌いやな顔をした。

　深夜のマンガ喫きつ茶さ。サクがここでネットゲームに没ぼつ頭とうして、かれこれ五時間になる。

　あの日──皆みなと口論をした日以来、彼は学生寮りようの誰だれとも会わず、夜の繁はん華か街がいを徘はい徊かいし、無む為いな時間を過ごしていた。中間試験の補習も受けていない。

「このクソゲーが……」

　サクは舌打ちをしながらパソコンのキーボードに指を走らせる。匿とく名めい掲けい示じ板ばんに悪態のカキコミでもして、沸わきあがる鬱うつ憤ぷんを解消するつもりだった。

　そのとき、さきほどまでネット対戦していた相手プレイヤーのコメントが画面にポップアップした。サクは不思議に思い、コメントが受信されたウインドウを開く。

〝サイキョーの龍仙士ドレイクサン弱よわ杉すぎクソワロタｗｗｗｗｗｗｗｗ〟

「なっ!?」

　突とつ然ぜん、自分の素す性じようを見み抜ぬく文章を目まの当たりにし、思わず息を吞のむサク。

　反射的に立ちあがり、個室ブースから頭を出して、マンガ喫茶の店内を見回す。

　その視界に、こちらを見つめる人ひと影かげを発見し、サクは驚おどろきに目を見開いた。

「ミカゲ……先せん輩ぱい？」




「男をストーカーっスか？　先輩、もしかして、そっち系？」

　サクが非常階段の踊おどり場で、隣となりに立つ瘦やせて青白い顔をした男──ミカゲを睨にらむ。

「フヒヒ」

　龍哭塞の軍師を名乗るひきこもりの先輩は、サクの皮肉を不気味な笑みで受け流す。

「何やってんスか？　こんなとこで」

　警けい戒かい心しんと嫌けん悪お感かんを隠かくすこともせず、挑ちよう発はつ的にサクが聞く。

　しかしミカゲは答えない。ただニヤニヤと爬は虫ちゆう類るいを思わせる不気味な口元で笑っている。

「今のお主と一いつ緒しよであるよ、サク氏」

「一緒にしないでくださいよ」

　サクは吐はき捨てるように言った。そして憎にくしみをこめた目で、ミカゲを睨んだ。

　冗じよう談だんじゃない。もしかしてコイツ、仲間だと思って寄ってきたのか？　最悪だ。

　弱い者同士、傷を舐なめ合おうって魂こん胆たんじゃないだろうな？　反吐へどが出る。

　視線にそんな敵てき愾がい心しんをこめるサクを、ミカゲは死んだような目をして見返す。

「はいはいはいはいキタその目～人をバカにする目ハイりました！」

　突然、ミカゲが火が付いたように笑い出した。サクは不可解な行動と言動にゾッとする。

「キモオタ。ヒキニート。自宅警備員。社会不適合者──どうとでも言ってくれたまえよ」

　次の瞬しゆん間かん、ミカゲの目がギラリと光った。羽虫を狙ねらう蜥蜴とかげのような、妖あやしい眼光。

「お主の龍仙具アトリビユートは実に素す晴ばらしい。ソレゆえ惜おしいのぅ。くやしいのぅくやしいのぅ」

「オイ、あんた、いったい何が言いたいんだ──」

　サクがミカゲに歩み寄った瞬間、ミカゲが懐ふところに手を入れ、何かを取り出した。

「なんすか、それ？　モデルガン──？」

　そう言った瞬間、サクは何かに気づき、ハッと息を吞んだ。そして態度が豹ひよう変へんする。

「ま、まさか……それ……ホ、ホンモノ……!?」

　サクの記き憶おくに、今、巷ちまたで話題の、とある事件が浮うかんだ。

〝交番が襲おそわれ、警官が拳けん銃じゆうを奪うばわれる〟──そしてミカゲが持っていたのは、まさに日本警察の正式採用拳銃であるリボルバー、ニューナンブＭ60だった。

「ま、まさか……あんた……う、噓うそだろ!?」

　血相を変え、ミカゲを睨むサク。彼の胸に、もう一つのドス黒い疑念が沸き立っていた。

　それは夢の世界で、彼が耳にした、とある噂話。

〝ムナカタ先輩の死因、どうやら流れ矢じゃないらしいぜ──〟

「む、宗むな方かた先輩を……殺したのは……あんたなのか？……でも、どうやって……!?」

「リア充じゆう爆ばく発はつしろォォォォ!!　アヒャヒャヒャヒャ!!」

　ミカゲが突とつ然ぜん叫さけび、火がついたように笑った。狂きよう気きを帯びた大爆笑だった。

「スポーツ万ばん能のうで、そのうえイケメンンン！　現実リアルでヒーロー！　夢でもヒーロー!?　そんなのありえンだろ常考!!」

「て、てめェ、なんてやつだ……!!」

　サクが怒いかりに震ふるえ、拳こぶしを握にぎって叫ぶ。

「聞きたまえ!!　サク氏!!」

　しかし、サクの叫び声はミカゲのさらに大きな一いつ喝かつにかき消えた。突然のミカゲの怒ど号ごうに、サクは瞬間的に気け圧おされ、息を吞む。全身が硬こう直ちよくした。まるで金かな縛しばりのような感覚だった。

「世界オルンはまさに暗黒時代ダーク・エイジアーンド混沌世界カオテイツク・ワールド！　法律も倫りん理りも常識も現実リアルとはまるで違ちがうのだ。弱・肉・強・食！　それこそが人類の有史以前から続く唯ゆい一いつ絶対なるルゥール！　むしろ我々の生まれ育ったヌルマ湯に浸つかった世界こそが異常！」

　ミカゲのアジテーションは、まるで教科書に出てくるヨーロッパの独裁者を思わせた。

「そして我々〝龍仙士ドレイク〟はハイキタコレすなわち強者！」

　そう言ってミカゲは、振ふり乱みだした髪かみをそのままに、サクをビシッと指差す。

「よく考えたまえサク氏。お主の龍仙具アトリビユートの能力はちっぽけな城を守るためだけのものなのか？　お主は数万の兵を打ち負かす英えい雄ゆう！　そんな絶大な力を持っているのに、たかが小こ娘むすめ一人のお守をするだけで本当に満足なのかと小一時間ほど問い詰つめたい!!」

　サクは思わず膝ひざから床ゆかに崩くずれ落ちた。

「俺は……俺は……」

「サク氏、お主は世界最強の〝龍仙士ドレイク〟！　何人たりともお主には勝てない！」

「貴様……いったい、どうしたいんだ!?」

　ミカゲの言葉は甘美な毒だった。サクは震えながら小さく呻うめく。

「天下を獲とるんだよ──サク氏」

　耳元で、ミカゲがそう言った。

　それを聞いたサクの体が、電でん撃げきに撃うたれたように硬直する。

「……ハルカ……ちゃんは……？　どうする？」

　体が震え、びっしょりと汗あせに濡ぬれていた。涙なみだすら浮かぶ目で、眼前にいる軍師を睨みつける。

「アソコに毛の生えた三次元女なぞに興味ナーッシン！」

　そう言ってミカゲはゲラゲラ笑う。そしてサクに狡こう猾かつな目を向けた。

「あの女は我々をオルンに召喚よぶための儀ぎ式しきの要かなめ──依より代しろとしての巫女みこの意味を持っているのだ。つまりあの女の命こそ我々の意識が二つの世界を行き来するための門ゲート──」

　ミカゲの瞳ひとみには、怪あやしい灯ひが灯ともっていた。残ざん忍にんで冷れい酷こくな炎ほのお。

「その命が失われたら果たしてどうなると思うねサク氏？」

　サクはハッと息を吞のんだ。激しい動どう悸きと耳鳴りが彼を襲う。

「門ゲートは閉とざされ我々は晴れてオルンの住人となる──醒さめぬ夢の世界の住人に」

「オルンの……住人……？」

「現実と永遠にお別れできるということだよ、サク氏」

　こいつ──この男、まさか──!?

「お主が憎にくんで止やまない忌いまわしい現実と──」

「うああああああああッ!!」

　瞬間、サクは叫んでいた。頭を抱かかえブンブンと激しく振る。眩暈めまいで足元がフラついていた。

「消えろ……！　いなくなれッ……!!」

　サクは叫び続けた。

　その慟どう哭こくは、人気のない雑居ビルの非常階段から、夜の街へとかき消えた。








　第五章　とびきりピンチな急転直下！







　その日、龍りゆう哭こく塞さいに住む千余人の民たみ達の心が、皆みな、弾はずんでいた。

　空は曇どん天てんだが雨は降っていない、雨季に突とつ入にゆうしたこの時期にしては上出来の天気だ。

　龍哭塞では、盛大な祭りが催もよおされていた。

　補給作戦の成功により、余よ裕ゆうある兵ひよう糧ろうが確保できたことで、悲観的なムードだった城内は、にわかに活気づいた。そのタイミングを見て、ハルカが祭りの開かい催さいを提案したのだ。

　今日はその開催日。城の住民は皆、今日一日だけは美味うまい飯を食べ、美味い酒を飲み、祭まつり囃ばや子しに踊おどって浮うき世よを忘れ、つかの間の平和を楽しんでいる。

　リューイは、キョロキョロと周囲を見回しながら、祭りの会場である小こ町まち廓くるわを歩く。

　小町廓では、様々な料理が露ろ店てんで振る舞まわれていた。中には〝龍仙士ドレイク〟である高校生の仲間も混じっていて、お好み焼きやベビーカステラなど、現実世界の料理に似たものを作って披ひ露ろうしている屋台もあった。

「なんか、文化祭みたいだな」

　なんだかとても微笑ほほえましい雰ふん囲い気きだ、とリューイは思った。

〝龍仙士ドレイク〟も兵も、屈くつ託たくなく笑い合い、心を一つにして祭りに興じている。住んでいる世界は違ちがえど、同じ城を守り命を賭かけて戦ってきた日々が、彼らに深い信しん頼らい関係を築かせていた。

「リューイさん」

　リューイは不意に名前を呼ばれて振ふり返った。そこには、ハルカが立っていた。

「お祭り、楽しんでますか？」

　そう言ってハルカはニッコリと笑った。二人は並んで、宵よいの祭り会場を歩き出す。

「それにしても、みんな吞のん気きだなぁ。いつまた敵が襲おそってくるか分からないのに……」

　リューイは祭りを見み渡わたし、呟つぶやいた。率そつ直ちよくな感想だった。当面の食しよく糧りようが確保できたとはいえ、それはあくまで延命処置に過ぎない。龍哭塞を取り囲む情勢はまだまだ予断を許さぬ状じよう況きようだ。

「そんなときだからこそ、ですよ」

　立ち止まり、ハルカがリューイの顔を見つめる。

「死と隣となり合わせの毎日ですから。辛つらい境きよう遇ぐうを忘れたいときだってあります」

　そう言ってハルカが太陽のような笑え顔がおになる。その笑顔は、この間、リューイに見せた弱さなど微み塵じんも感じさせなかった。それはきっと、彼女の本心を隠かくし、毅き然ぜんと振る舞う〝龍哭塞の主の顔〟なのだろう。リューイは彼女のその態度が、愛いとしくもあり、痛々しくもあった。

「今日は〝龍希節〟と呼ばれる祝日なんです」

　ハルカはそう言って歩き出した。リューイは後を追い、彼女に並んで歩く。

「へぇ、なんの日？」

「始統帝である初代統とう国こく統帝、仙せん龍りゆう帝ていバータルが誕生した日と言われています」

「じゃあ、君のご先祖様の誕生日だね」

　そう言って笑うリューイに、ハルカは苦く笑しようしながら答える。

「三百年以上前の話ですけどね」

　そんなとき、ふと、リューイはこっちを見ている視線に気づいた。

「サク──」

　それはサクだった。雑踏に紛れ、サクは思い詰つめたような顔でジッとこちらを見つめている。

「…………」

　目が合った瞬しゆん間かん、サクが逃にげるようにその場を去っていく。

　リューイは彼の不可解な行動を訝いぶかしみつつ、じっと彼の去った後を眺ながめていた。




　　＊　＊　＊




　祭りの会場から少し離はなれた、北の城じよう壁へきの上に人ひと影かげがあった。

　龍哭塞の北側にはブルギト湖と呼ばれる水すい嶺れい湖こが広がっている。山脈から湧わく水を集め、豊富な水量を湛たたえる城じよう塞さいの水みず甕がめだ。

「ヨギ──」

　城壁に立って、鏡のような湖の水面に目を落としていた少女──ヨギの名が呼ばれた。

　彼女の視線の先には、ジュノがいた。さっきまで祭りの会場でパウンドケーキを焼いていたのだが、ヨギの幻王印ゲンノウインによって呼ばれ、やってきたのだ。

「どうしたの？」

「……水位」

　ヨギが小さく口を開く。そして再び城壁の眼下、暗く澄すんだ湖面に視線を落とした。

「水位？」

「一週間近く雨が続いているのに、水位が上がっていない」

　ヨギの言葉に、ジュノが外壁を見下ろす。確かに壁かべに記された量水標が露ろ出しゆつしていた。

「それが何か問題なの？」

　水位が低いことは認めたものの、ヨギの真意が分からず、ジュノは眉まゆを顰ひそめる。

　ヨギが何か言おうと口を開きかけた瞬間、宵の闇やみに物音がした。

　そこにいたのは、リューイとハルカだった。二人は雑談をしながら祭りの喧けん噪そうを抜ぬけ、城壁を散策していたところだった。

「ジュノさん、ヨギさん、ここにいらしたんですか！」

　ハルカが嬉うれしそうに二人の元に駆かけ寄る。

「みなさんも食べますか？」

　そう言ってハルカは両手に持った物をジュノとヨギに差し出す。

「なに？　コレ……」

　ジュノが、ハルカに差し出された真っ黒に焦こげた謎なぞの物体を見て、ゲッと顔を曇くもらせる。

「蕎麦そば粉このクレープです。私が焼きました」

　それは確かにクレープと言えなくもない物体だった。さきほど、リューイと二人で屋台を回りながら、ハルカが調理に挑ちよう戦せんしたものだ。

「よかったら召めしあがってください」

「い、いや、私は今、ちょっとお腹なかいっぱいだから……あはは、残念」

　顔を引きつらせ、ジュノが笑ってごまかす。

「いただきます──」

　一方、ヨギは素す直なおにクレープを受け取ると、ハムハムと食べ始める。
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「ちょ……ヨ、ヨギ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　ジュノが小声でヨギに言う。無言で食べ続ける彼女の反応は、美味うまくも不味まずくもなさそうだ。

「そんなことより、な～んかイイ雰ふん囲い気きだったんじゃない？　コノコノ～」

　唐とう突とつにジュノがリューイに近づき、そっと耳打ちをして、ニヤニヤと彼の脇わき腹ばらをつつく。

「あ、いや、そ、そんなんじゃないってば！」

「ごめんね～、せっかくのラブラブタイム、お邪じや魔ましちゃったかしら～？」

　ジュノに冷やかされ、リューイの顔がにわかに紅潮する。

「どうしました？　リューイさん」

「な、なんでもないです！」

　何も知らず無む邪じや気きに笑うハルカに対して、必死に取り繕つくろうリューイ。

「あっ！」

　そのとき突とつ然ぜん、ハルカの体が彼女の意志に反して勝手に動いた。そして手に持ったクレープを、隣となりにいたリューイの口に容よう赦しやなく押しこむ。

「もごごッ！」

　いきなり口に黒焦げクレープを叩たたきこまれ、リューイは目を白黒させる。

「ご、ごめんなさい！　リューイさん──」

　それは間ま違ちがいなく、ヨギの幻王印の力だった。ハルカの体を操あやつったのだ。

「ナイス、ヨギ！　初はつ恋こいはビター・テイストってことよ、リューイ！」

　その光景に、ジュノがそう言ってお腹を抱かかえて笑う。空気が和なごんだ。

「あ──！」

　そのとき、リューイの視界に一人の少年の姿が飛びこんできた。

「サク！」

　気づいたジュノも思わず叫さけぶ。こちらへと歩いてくる少年。それは間違いない、サクだった。

　しかしなんだか様子がおかしい。フラつく足取りで歩く彼は、うなだれ暗い雰囲気で、ブツブツと何か独り言を呟つぶやいている。

　サクは皆みなの前まで歩いてくると、皆と視線を合わせることなく立ち止まる。

「どうしたんだ、サク」

　リューイは心配して近づく。そして彼の肩かたに手を置こうとした瞬しゆん間かん──。

「触さわるなッ!!」

　闇やみ夜よに怒ど号ごうが轟とどろいた。次の瞬間、サクの掌てのひらから、にわかに激しい光が放出される。

　錬光環レンコウカン──!?

　その衝しよう撃げきをまともに受けて、リューイは弾はじかれるように吹ふき飛んだ。

「がはッ！」

　リューイは城じよう壁へきにしたたか背中をぶつけ、瞬間的に呼吸ができなくなる。

「サク!?　あんた──」

「おまえらなんなんだ!?　アホ面づら並べて祭りかよ！　浮うかれやがって！」

　サクが吠ほえた。目が血走り、その表情には狂きよう気きが宿っている。

「バカかおまえら!?　もっと他ほかにやることあんだろ!?」

　サクが突つき出した腕うでに力をこめる。同時に小さな悲鳴がした。

「うっ！」

　驚おどろいて悲鳴の先を見やる一同。そこには顔を歪ゆがめて苦しむハルカがいた。

「ハ、ハルカッ!?」

　ハルカは呼吸困難に陥おちいっていた。悲鳴をあげることもできず、苦しそうにパクパクと口を開閉する。白い肌はだが紅潮し、目に涙なみだが溜たまる。凄すさまじい力で首を絞しめあげられているようだった。

　リューイは理解した。彼女に苦痛を与あたえているのは、他ならぬサクだということを。

　彼は腕を突き出し、錬光環の念動能力テレキネシスで彼女の細い首を万力のように捻ひねりあげたのだ！

「ぁ、ぁぁぁぁッ!!」

　ハルカの悲鳴にならない苦鳴が、暗い宵よいの空に吸いこまれていく。

「バ、バカ!!　サク！　何やってんのよ!?」

「バカはおめーらだ!!」

　ジュノの叫びは、サクのさらに大きな怒声にかき消える。

「俺達は〝龍仙士ドレイク〟なんだぞ!?　最強なんだぞ!?　世界征せい服ふくもできるんだぞ!?」

「世界……征服!?」

　ハッとジュノが息を吞のんだ。瞬間的にサクの言いたいことを理解したのだ。

「あんた、まさか……、なんてこと……」

　堪こらえきれない怒いかりが吹き出し、ワナワナと小刻みに震ふるえるジュノ。

「ハルカから手を離はなすんだ！　サク!!」

　今度はリューイが叫ぶ。ハルカを捻りあげる体勢はそのままに、キッとリューイを睨にらむサク。

「リューイ！」

　サクがニヤリと笑う。その顔はもはや、陽気に笑い軽口を言っていた彼ではなかった。

「どうした!?　かかってこいよ！」

　サクが狂気に獲とり憑つかれた形相で妖あやしく笑う。リューイは逡しゆん巡じゆんして歯を食いしばった。捨て身の覚かく悟ごで突とつ撃げきするにやぶさかではない。しかし今のサクにはハルカという人ひと質じちがいるのだ。そのリューイの様子に、アッハッハ！と、サクの笑いが爆ばく発はつする。

「何もできねェだろ!?　そうだよな、おまえ、役立たずリユーイだもんな！　おまえは何もできねェんだよ！　分かったか!?　無能なのが……弱いってことが、どんだけ辛つらいかってことをッ！」

「サク!!」

「リューイ！　テメェはボコボコにされても負けてないって言ったよな!?　どうよ、この状じよう況きよう！　ハルカが死んでも負けてないって言い張るつもりか!?　詭き弁べん過ぎて反吐へどが出るぜ！」

　挑ちよう発はつするようにサクが指に微び細さいな力をこめる。

「あああああああああああッ!!」

　そのかすかな指の動きに敏びん感かんに反応し、ハルカの悲鳴が一オクターヴ高くなった。指の動きが錬光環の光に変へん換かんされ、ハルカの頸くびを締しめ付ける力が増ぞう幅ふくされたのだ。サクの指先があと数ミリでも動けば、少女の頸の骨はシャーペンの芯しんのようにポキリと簡単に折れるだろう。

「やめろッ!!　やめてくれェェェッ!!」

　ハルカの苦痛の表情に耐たえられず、リューイは取り乱し、喉のどを嗄からして叫さけぶ。

「しょせん、強さがすべてなんだよ！」

　言葉を刀で斬きり返すが如ごとく、サクがリューイに叫ぶ。そしてジュノにもヨギにも。

「俺はもう現実リアルには帰らねェ！」

　サクの宣言は、もはや言葉になっていなかった。声が嗄れ、目め尻じりには涙を溜めている。

　彼は決断し、決別したのだ。

　イジメられていた過去の自分。いつも相手の顔色を見ていた自分。場の空気を読み、相手に嫌きらわれないことに必死になっていた自分。お調子者という仮面ペルソナを被かぶり、根暗で内向的な性格をひた隠かくしにし続けてきた自分──彼が憎にくんでやまない、大嫌いな自分自身との決別。

　残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな〝現実リアル〟の決別リセツト。そして栄光に彩いろどられた覇は道どうへの再出発リスタート──。

「俺はこの世界の帝てい王おうになる!!」

　サクが叫び、目の前にいる少女を見やる。彼女はグッタリとして動かなくなっていた。

「これは、俺の覇道への第一歩。最初の儀式セレモニーなんだッ！」

　サクが自分に言い聞かせるように、そう叫ぶ。そしてハルカを縊くびる指に神経を集中させた。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　リューイが喉を嗄らして叫んだ。もはや声にならなかった。

　そしてサクは、ゆっくりと、その指に、力を──。

「サ……サク……さん……」

　刹せつ那な、サクの耳に、自らが縊ろうとしている少女の声がかすかに届いた。

　驚おどろいて顔を上げる。その瞬しゆん間かん、サクの目に、ハルカの大きく青い瞳ひとみが飛びこんできた。

「ハルカ……ちゃん……」

　サクが息を吞んだ。苦しむハルカの瞳には、憎しみも、非難も、蔑さげすみもなかった。

　あるのはただ悲しみの光──深くどこまでも澄すんだ、純じゆん粋すいな瞳の光だった。

「くぁああああああああああああああああああああああッ!!」

　突とつ然ぜん、サクが咆ほう哮こうした。

　一瞬。たった一瞬だけ、彼の右手にこめる力が緩ゆるみ、錬光環レンコウカンの光が弱まる。

　その彼の躊ちゆう躇ちよと迷いを、ジュノは見み逃のがさなかった。

「はあッ!!」

　ジュノが緋燕扇ヒエンセンを一いつ閃せんする。もちろんハルカを巻きこむ可能性を考こう慮りよし、威い力りよくを抑おさえつつ。しかしそれでも、その熱風の温度は、とても人が耐えられるような温度ではない。

「くうッ！」

　突然襲おそった熱気に、サクが思わず両手で顔を覆おおう。

　同時に、ハルカを摑つかんでいた呪じゆ縛ばくも解かれた。ドサリと床ゆかに崩くずれ落ちる少女。

「ハルカ！」

　次の瞬間、リューイはハルカを助けようと彼女の元へと走る。そしてジュノは、人質を失い孤こ立りつしたサクに追い討うちをかけるべく、彼の元へ──。

「くるなァァァッ!!」

　サクが錬光環を発動した。サクとジュノの間に巻き起こる光の飽ほう和わ爆ばく発はつ。

　光は質量を持った衝しよう撃げき波はになって、ジュノたちを襲う。

　その衝撃波は、サクのいる場所を中心にして、城じよう壁へき全体を包みこむ。

　ガラガラと床が崩れ、四方八方に瓦が礫れきが飛び散った。

　リューイはその衝しよう撃げきに、何の抵てい抗こうもなく吹ふき飛ばされた。しかし彼は必死にハルカを抱だきしめ、飛んでくる瓦礫から彼女を守るべく体を丸くする。二人の体は瞬またたく間に瓦礫に埋うもれた。

　瓦礫が散乱していた。城壁がクレーター状に抉えぐり取られ、ゴッソリとなくなっている。

　リューイはなんとか無事だった。瓦礫をかき分け、「ぷはっ！」と地表に頭を出す。そして腕うでに抱くハルカの無事を確かく認にんし、胸むねを撫なで下ろした。大だい丈じよう夫ぶ。衰すい弱じやくしているが、息はある。

　安あん堵どしたのもつかの間、リューイはふと、ピリピリとした空気の流れを感じ、顔をあげた。そしてただならぬオーラを放出し睨にらみ合う二人の姿を、その視界にとらえる。

　その爆ばく心しん地ちに、サクが佇たたずんでいた。錬光環のついた両の指に力をこめ、拳こぶしを握にぎり締めながら。

　そして彼と対たい峙じするもう一方の人ひと影かげは──ジュノだ。

「サク。言い訳は聞かないわ。これがあんたの選せん択たくなのね」

　彼女が小さく呟つぶやいた。そして右手に持った緋燕扇を摑む手に力をこめる。

「ジュノ……おまえとは前々から、ハッキリさせておきたかったことがある」

　サクがジュノを睨み、小さく口元を歪ゆがめて笑う。

「どっちの龍仙具アトリビユートが最強なのか、俺か、おまえか──」

　その言葉を聞き、吐はき捨てるように呟くジュノ。

「バカみたい……そんな、くだらない理由……」

　二人は視線を絡からめ合う。張り詰つめる緊きん張ちようがキインと耳鳴りとなって、周囲の大気を震ふるわせた。

「サク、ジュノ──！」

　リューイは叫ぶ。なぜ？　なぜだ!?　どうして二人が戦う必要がある!?

「やめろォォォォォォォッ!!」

　リューイの叫び声を合図に、〝龍仙士ドレイク〟同士の熾し烈れつな戦いが、始まった。
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「な、何が起こったんだ……!?」

　龍りゆう哭こく塞さいの住人すべてが、ただならぬ異変を感じ取り、こぞって内うち廓くるわの中庭に集まる。

　そして大規模に崩れた城じよう壁へき跡あとと、そこで起こっている事態に、誰だれもが息を吞のんだ。

〝龍仙士ドレイク〟と〝龍仙士ドレイク〟の戦い。

　龍仙具アトリビユートと龍仙具アトリビユートの戦い。

　それはおそらく史上初の戦いだろう。

　最初に仕し掛かけたのはサクだった。サクは両手を合わせ、錬光環レンコウカンに光を蓄たくわえ、放出する。

　しかしその相手は目の前にいるジュノに向けてではなかった。自らの足あし元もとに、その絶大なエネルギーをぶつけ、その反動で背後へとバックジャンプしたのだ。

　いや、それはジャンプなどという生易しいものではなかった。飛ひ翔しようだ。

　遥はるか上方へと跳ちよう躍やくしたサクは、一瞬で、後方に聳そびえる楼ろう閣かくの屋根へと身を移し、着地する。

「はあああああああああああッ!!」

　そしてサクは再び、両手を広げ、錬光環に光を集めた。

　ビリビリと大気が震えた。ゴゴゴと地鳴りがして、散乱した瓦礫がゴトゴトと振しん動どうする。

　不意に瓦礫が宙に舞まいあがった。大小何百、何千の瓦礫が、サクの念動力によって舞いあがる。瓦礫はサクの周囲へと集まっていく。

　まるで土星の円環リングのように、舞いあがった瓦礫はサクの引力に捉とらわれ、彼の周囲にグルグルと回転する無数の礫つぶての輪を形成する。凄すさまじい龍仙具アトリビユートの力だった。

「はあッ！」

　サクの気合いとともに、円環リングの一いつ端たんが崩れた。

　瓦礫はそれぞれが意志を持つように跳ちよう動どうし、ホーミング・ミサイルのように精密な照準で対象物に向かって射出される。その先には、過あやまたず緋燕扇ヒエンセンを構えるジュノがいた。

「無む駄だよ！」

　一いつ喝かつすると、ジュノは緋燕扇を振ふり抜ぬいた。たちまち巻き起こる灼しやく熱ねつの突とつ風ぷう。

　ジュノの気き迫はくにより、緋燕扇の熱風温度は過去最大の温度──摂せつ氏し一千度を超こえていた。

　その超ちよう高温により、瓦礫はたちどころに溶よう解かいし、液状化する。そしてマグマとなって周囲に飛び散り、吹き飛ばされた。

　瞬しゆん間かん、サクの顔に狼ろう狽ばいの色が灯ともる。

　ジュノの龍仙具アトリビユートの真価は、その絶対的な防ぼう御ぎよ能力にあった。あらゆる事物を溶解する熱風のバリア。それにより物理的攻こう撃げきの一いつ切さいは無効化される。恐るべし緋燕扇──！

　小さく舌打ちしたのち、サクが再び後方跳躍バツク・ジヤンプする。

　楼閣から楼閣へ、錬光環の反動推進力により彼の体は華か麗れいに宙を舞う。

「逃にがさないわ！」

　ジュノが叫さけび、駆かけだした。城壁伝いにサクの飛び去る方向へ追いすがる。

　跳躍しつつ、サクは目まぐるしく思案を巡めぐらせていた。

　ジュノの龍仙具アトリビユートの威い力りよくは絶大だった。緋燕扇の熱風波と、錬光環の念動波──どちらも絶大な威力があり、まともにぶつかり合えば、その力はほぼ互ご角かく。しかし同じ物理攻撃の面から言えば、熱風による効果が上乗せされたジュノの緋燕扇の方が、一日の長があった。

「だが──！」

　サクはそう叫び、ニヤリと口元に笑えみを浮うかべる。

「ジュノ、おまえの龍仙具アトリビユートには、弱点ウイークポイントがある。それも致ち命めい的てきな！」

　サクは鐘しよう楼ろうを移動し、逃げ回りつつ、無数の瓦が礫れきをジュノ目がけて発射する。

　その攻撃をジュノはことごとく熱風波で溶とかし、無効化していく。

　しかしそれでいい。これは、陽動──！

　サクはそう呟つぶやき、目をギラリと光らせる。作戦の実行に適した目的地に到とう着ちやくしたのだ。そこは龍哭塞でもっとも高い、鐘楼の屋根の上だった。

「いつまで逃げるつもりッ!?」

　ジュノがサクを追い詰め、鐘楼の下へと走り寄る。そして頭上に聳える塔とうを見あげ、叫んだ。

　そのときだった。

　ゴゴゴゴゴゴと、激しい地鳴りがジュノの周囲で響ひびく。

　そして突とつ然ぜん、天に轟とどろくような大だい音おん響きようが巻き起こった。

「ま、まさか!?　なんてことを──!!」

　ジュノは目を疑った。彼女の眼前に、塔が迫せまってきていた。そう、鐘楼が建物ごと！

　鐘楼が倒とう壊かいしたのだ。根本から、ごっそりと！

「しまった!!」

　そう悟さとったときにはもう遅おそかった。どんなに熱風波が強くとも、さすがに鐘楼の建物一つを丸ごと蒸発させることはできない。ジュノは鐘楼の倒壊範はん囲いから脱だつ出しゆつすべく、退たい避ひ行動をとる。

「逃がすかッ!!」

　サクは倒たおれこむ鐘楼の上から、勢いを駆ってジュノの背後に襲おそいかかる。

　ズズン!!　と鐘楼が地面に激げき突とつした。

　舞いあがる爆ばく煙えん。それは龍哭塞全体を覆おおい、しばらくの間、視界が完全にゼロになる。

「ジュノッ！」

　ハルカを抱かかえたリューイは、激しく咳せきこみながらジュノとサクの行方ゆくえを追う。

　立ちあがる噴ふん煙えんがやがて止やみ、鐘楼の爆心地の様子が次し第だいにあきらかになっていく。

「ジュノ！　サク！」

　煙けむりの向こう。瓦礫の山の中に二人の姿を確かく認にんした瞬間、リューイは思わず声をあげていた。

　二人は重なり合っていた。ジュノが下、サクが上。

　仰あお向むけに倒れる少女に馬乗りになり、少年が彼女を組み敷しき、拘こう束そくしている。

「勝負……あったな」

　埃ほこりまみれの顔のまま、サクが腕うでの下のジュノを見て、ニヤリと笑う。

「………………」

　悔くやしさにジュノが唇くちびるを嚙かんだ。そして眼前に迫るサクから自らの顔を逸そらす。

「おまえの緋燕扇の弱点は、攻撃範囲だ」

　ギリギリとジュノの二の腕を錬光環レンコウカンで締しめあげるサク。痛みにジュノが眉まゆを歪ゆがめる。

「緋燕扇の熱風波は、振り抜いた一点を要かなめに、放射状に前方に増ぞう幅ふくし、伝でん播ぱする。だから敵が遠い場所にいればいるほど、風の範はん囲いは大きくなり、威力も増すってワケだ」

　サクがジュノの耳元で、小さく囁ささやく。

「だが、至近距きよ離りからの攻撃には、ほぼ無力。一度、熱風の放射範囲の内側に入りこめば、ダメージを受けることはなくなる」

「鐘楼の破は壊かいはあくまで攪かく乱らん。本当の目的は、私の懐ふところに入りこむことだったのね……」

　ジュノの言葉に、サクがゆっくりと頷うなずく。

「取っ組み合いの状態になれば、ゼロ距離からでも力を発動できる錬光環の敵じゃねェ」

　サクがそこまで言って、口元に大きく勝利の笑みを浮かべた。

「そうね……確かにあんたの龍仙具アトリビユートの方が、私のより上かもしれない。でも──」

　静かに目を瞑つぶり、首を振ふりながらジュノが言葉を切る。

「この戦いはあんたの負けよ。サク！」

　刹せつ那な、ジュノの目がカッと見開かれた。

　突然、サクが後方にのけ反った。そして電でん撃げきに打たれたように硬こう直ちよくする。

「こ、これは──!?」

　サクの顔に狼狽の色が灯ともった。脂あぶら汗あせが噴ふき出し、体が小刻みに痙けい攣れんする。

「か、体が──!?」

　サクの全身が金かな縛しばりにあっていた。彼は四し肢しの力を振り絞しぼり、自らの両手を見る。そこには、一面に黒く蠢うごめく文様が浮うき出ていた。両手、いや両腕、いや、上半身全体に！

「ヨ、ヨギか!!」

　それは間ま違ちがいない、ヨギの龍仙具アトリビユート、幻王印ゲンノウインだった。ヨギはサクの作戦を予期し、ジュノの体に複数の幻王印を〝用意〟させていたのだ。最初からサクに乗り移らせるために！

「ひ、卑ひ怯きような……!!」

「なんとでも言って」

　サクの呪じゆ縛ばくから逃のがれ、ジュノが立ちあがって言う。サクはすぐさま錬光環を操あやつろうとしたが、時すでに遅し。彼の体は完全にヨギに支配され、コントロール不能になっていた。サクは指一本動かすこともできず、芋いも虫むしのように地面へ転がる。形勢は完全に逆転していた。

「この世界に召喚よばれたとき、決めたの」

　ジュノはサクを見下ろしながら、小さく呟く。

「私は命を賭かけてハルカを守る。ハルカの敵は私の敵。それがたとえ、あんたでも──」

「ケジメってやつか……おまえらしいぜ。ジュノ」

　サクの顔に、憤ふん怒ぬの形相が浮かぶ。ジュノは哀あわれむようにサクを見た。

「サク……約束は約束よ。残念だけど」

　ジュノはそう言って、手に持った緋燕扇を掲かかげる。そして彼に向かって──。

「やめろッ!!」

　怒ど号ごうが木こ霊だました。ビクッと体を硬直させ振り返るジュノ。そしてサク。

　声の主はリューイだった。彼はハルカをそっと傍かたわらに寝ねかし、彼らの前に歩み寄る。

「ヨギ、サクの呪縛を解くんだ」

　リューイはジュノとサク、二人を交こう互ごに一いち瞥べつし、ヨギに対し毅き然ぜんと命令する。

（でも──）

「いいから、早くッ!!」

　普ふ段だんは温おん厚こうなリューイから想像もできない激しい怒声だった。

　サクの全身に浮きあがっていた刺青いれずみが、フッとかき消えた。

　体の自由が戻もどり、サクはリューイの顔を見やり、立ちあがる。

　サクを睨にらむリューイの顔には、深い眉み間けんの皺しわと、熾し烈れつに燃える眼光が宿っていた。

「…………」

　パシン！──突とつ然ぜん、周囲に乾かわいた音が響ひびいた。

　サクが驚おどろいて目を見張る。彼の顔、左の頰ほおに、強い痛みと衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬける。

　リューイが、右手を振りあげていた。無言で。

　それはビンタだった。ありったけの怒いかりを右手に宿し、サクの横っ面つらに叩たたきこんだ一いち撃げき。

「リューイ、てめぇ──」

　左頰に鈍にぶい痛みを嚙かみしめ、サクが怒りの形相でリューイを睨み返す。

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、リューイは不可解な行動に出た。彼はサクの右手首をガシッと摑つかみ、そしてその手を自分の胸に押し当てたのだ。

「撃うてよ！」

　リューイが怒りの形相で叫さけんだ。そしてサクの手首を握にぎる手に力をこめる。

「錬光環を発動すれば、僕の胸に風穴をあけるくらい、朝飯前だろッ!?」

　それは命をかけた啖たん呵かだった。

「サク！　前に言ったよな!?〝勝負とは、最終的には損得の問題だ〟って」

　リューイはそう叫び、戸と惑まどうサクの目をキッと睨みつける。

「おまえは最強の〝龍仙士ドレイク〟だ。世界征せい服ふくでも何でもできるだろう。でも、たとえそれが叶かなっても、おまえは損をしたままの負け犬だ！　僕を殺して、ハルカを殺しても、それは変わらない！　屈くつ辱じよくと敗北感に塗まみれて一生後こう悔かいして生きろ！」

　リューイは彼に訴うつたえる。声を嗄からして。その瞳ひとみには溢あふれんばかりの涙なみだが溜たまっていた。

「今のおまえ、最ッ高にダサいぞ!!　サク!!」

　サクは金縛りにあったように立ち尽つくした。見るとサクの目にも涙が溜まっていた。

「サ、サクさん……」

　そのときだった。サクの耳にかすかな声が響いた。ハッとなって顔を向ける。

　それは、瓦が礫れきの上に寝かされていた、ハルカの唇くちびるから発せられていた。

　少女は必死に上体を起こし、青白く生気のない顔でジッとサクを見つめている。

「……私は……あなたの強さを……知っていました……出会ったときから」

　ハルカは震ふるえる唇から、掠かすれた声を絞り出す。

「サクさんも、ジュノさんも、ヨギさんも……リューイさんも……みんな、強い力をもった人たち……いえ、強いのは龍仙具アトリビユートの力ではありません……それは……強い……心」

「ハルカちゃん……なんで……なんでなんだ!?　俺はあんたを殺そうとしたんだぞ……!!」

　サクが震える声で叫んだ。そして拳こぶしを握りしめ、下を向く。

「サクさんに殺されるなら、仕方がないと思っています……なぜなら……」

　ハルカは小さく唇を動かす。その言葉の続きは、声にならない単なる吐と息いきだった。

　しかしその吐息の意味する言葉を、サクは確かに聞いた。その耳で。

（貴方あなたの夢を……叶えたいから──）

「うあああああああああああああああああああッ!!」

　突然、サクが頭を抱かかえて泣き叫んだ。そして膝ひざから崩くずれ落ちる。

　サクは嗚お咽えつした。ただひたすら。顔をグシャグシャにして。恥はじも外聞もない。もはや、彼に捨てられるようなプライドなど、残っていなかった。

　不意にそんなサクの肩かたが、ポンと叩かれた。流れる涙をそのままに顔をあげるサク。

　彼の肩を叩いたのは、リューイだった。

「リューイ──」

　サクの前に立つ友人は、その呼びかけに、深く頷うなずいた。

　戦いは、終わったのだ。

「サク、あんたの泣き顔、結構カワイイじゃん。ちょっとはイケメンになったんじゃない？」

　ジュノが二人の元に駆け寄り、涙と洟はなで濡ぬれたサクの顔を覗のぞきこんで笑う。

「うっせぇ、ブス」

　サクはすこし照れたようにジュノを睨み、涙でふやけた顔を拳で拭ぬぐう。

「おまえ、結構胸あんだな。触さわってみてわかったぜ」

「ち、ちょっ──!?」

　ジュノの顔が瞬間的に紅潮する。二人のやり取りにリューイがあはははは、と笑った。

　その瞬間──。

　パン、と曇どん天てんの夜空に乾いた音が響いた。

　一瞬、何が起きたか、その場にいる誰だれもが気づかなかったであろう。

　その音は、この世界では聞き慣れない音だった。澄すんだ空気を切り裂さくような破は裂れつ音。

　リューイとサクは同時に音のした方を振ふり向く。城じよう壁へきの上に、こちらを見て立っている一人の男の影かげがあった。破裂音は間ま違ちがいなく、その人物の手元から発生したものだった。

「あいつは──」

　目を凝こらすリューイの横で、サクが驚きよう愕がくの顔になる。

「ミカゲ！」

　その直後、リューイとサクの背後で激しく咳せきこむ声がした。

　そこには青ざめた顔のジュノがいた。彼女も、自分自身の身に何が起きたか気づいていない様子だった。しかしその手にベットリとつく赤い液体を見た瞬間、驚おどろくように目を見開いた。

　彼女の胸からは、おびただしい量の鮮せん血けつが噴ふき出していたのだ。

「………………な……なんで……すって……？」

「ジュノ!!」

　失血のショックにジュノが倒たおれこむのと、リューイが叫さけび、彼女を抱だき締しめようとするのと、ほぼ同時のタイミングだった。ジュノは力なく彼の腕うでへ体を預け、グッタリとなる。
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「そ……そんな、バカな……これは……！」

　鮮血が噴き出すジュノの傷口を見てリューイが青ざめる。間違いない、この傷きず跡あとは──。

　サクがミカゲを見やる。ミカゲはその手に、この世界には絶対にありえない物を持っていた。

　それは──拳けん銃じゆう！

　そう、彼はその距きよ離りから、ジュノの胸を拳銃で狙そ撃げきしたのだ。

「アヒャヒャッ！　命中キタコレ俺TUEEEEEE!!」

　ミカゲが叫ぶ。彼は手にした拳銃──ニューナンブを突つきつけ、狂きよう気きの高笑いをあげる。

「な……なぜ……」

　朦もう朧ろうとする意識で、ジュノが呟つぶやいた。リューイは止血をしようと彼女の胸むな元もとを必死で押さえる。しかし血は止まらない。

「知らなかったのかね？　小生も〝龍仙士ドレイク〟。無論龍仙具アトリビユートを持ってるんだなコレが」

　ミカゲの狂気の高笑いが加速する。そして懐ふところからゴソゴソと何やら取り出す。

　それは手鏡だった。ＣＤほどの大きさの、華か美びな装そう飾しよくのついた鏡。

「〝双界鏡ソウカイキヨウ〟──鏡の直径を通過できる大きさの物に限り、現実世界から好きな物をこの世界に持ちこむことができる鏡！」

　ミカゲがニヤリと笑い、鏡をかざして傾かたむける。すると突とつ然ぜん、鏡の表面が流動し水面のように波は紋もんが巻き起こった。そして次の瞬しゆん間かん、ボトッと鏡から細長い物体が飛び出し、地面に落ちた。

　それは、コカ・コーラのペットボトルだった。

　ミカゲはそのボトルを拾い、キャップを開け、ゴクリと口をつけてゲップを吐はく。

「誰だれ得とくにみえてナカナカに便利なアイテムだろう？」

「でも……その拳銃は……？　ま、まさか……」

　ジュノの呻うめきに、ミカゲは「そのとーり！」と指を差して上じよう機き嫌げんになる。

「ついムシャクシャしてやった今も反省はしていない。ちなみにスタンガンで一発！　法治国家日本警察、弱よわ杉すぎワロタｗｗｗｗｗｗ」

　妙みようにハイになったミカゲが、心底楽しそうに笑い、リューイに拳銃をつきつける。

「ハイハイハイ無む駄だ話はここまで。さァ、サク氏。早く女にとどめを刺さしちゃって～！」

　ミカゲがアヒャヒャと笑いながら拳銃をちらつかせ、ジュノを殺すよう、サクに指示を出す。

　だが、サクはうなだれ、無言のまま立ち尽つくしている。

「ん？　サク氏どした？」

　サクの異変に、ミカゲが訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

　瞬間、サクの怒いかりが爆ばく発はつした。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　激しい光が周囲に放出される。それは彼の錬光環レンコウカンだった。

　サクが衝しよう撃げき波はを放射した。その相手はもちろん──ミカゲ！

「ウボアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァッッッッ!!」

　断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうをあげ、夜空へと舞まいあがり、吹ふき飛ばされるミカゲの体。

　サクの錬光環、怒りのＭＡＸパワーは、ミカゲを文字通り、遥はるか彼方かなたに輝かがやく星にした。

「ジュノ!!」

　ミカゲを始末したサクが、ジュノの元に駆かけ出す。

　ジュノはすでにグッタリとして横たわっていた。胸を上下させ、荒あらく息を吐く。

「……宗むな方かた先せん輩ぱい……噓うそばっかり……結構痛いじゃない……」

「ジュノ！　しっかりしろ！」

　サクは取り乱し、真っ青な顔をしているジュノの手を取る。

　しかし次の瞬間、彼は悟さとった。ジュノの胸を貫つらぬいた兇きよう弾だんは、間ま違ちがいなく致ち命めい傷しようだった。

「ジュノ！　ジュノォォォッ!!」

　涙なみだながらに自分の名を呼ぶサクの手を、ジュノはそっと摑つかむ。その手は驚おどろくほど冷たい。

「サク。最後の最後で、あんたの心の〝龍りゆう哭こく塞さい〟……開門したわね。すごく……うれしい」

　ジュノの瞳ひとみに涙が溢あふれ、頰ほおを伝う。サクは彼女の手を握にぎり締め、叫んだ。

「ジュノ……俺……実はおまえのこと……初めて会ったときから……」

　それはサクの愛の告白だった。それを聞いて、ジュノは小さく微笑ほほえむ。

「ありがとう……」

　そして彼女はサクを見つめる。無限の幸福感と包容力をこめた、優やさしい眼まな差ざしだった。

「でも……私は……あんたのこと……別に……普ふ通つう……」

　ジュノがフフフと、笑う。

「ちくしょう！　カワイクねェ！　ホンッッットにカワイクねェな、おまえ……!!　普通、こういうシーンなら〝私も愛してる〟とか言うもんだろ!?　空気読めよ……!!」

　サクが涙でグシャグシャになった顔を拳こぶしで何度も拭ぬぐい、泣きながら笑い出す。

「サク……」

　そんなサクの様子を満足そうに見やり、ジュノは小さく微笑みながら呟つぶやく。

「あとを……お願い……龍哭塞を守れるのは……あんたしか……いない……」

「……ああ。任せろ……」

　ジュノの最後の懇こん願がんに、サクは彼女の手をギュッと強く握り、深く頷うなずいた。

「…………ジュノ……さん？……そ、そんな……」

　そのとき、ジュノを抱だくサクとリューイの背後に、ふらつく体でやってきた人ひと影かげがあった。

　ハルカだった。肩かたが小刻みに震ふるえ、両手で口を覆おおう。

「ハルカ……ごめん……」

　ジュノがハルカを見つめ、力なく笑う。その頰に一筋の涙が伝った。

「最後まで……守ってあげられなくて……」

　そう言って、ハァと小さく息を吐くと、ジュノの瞼まぶたがそっと閉じられた。

　次の瞬間、かつて宗方がそうであったように、彼女の体もまた、眩まばゆい光に包まれた。ジュノの肉体を形作っていた存在が、朧おぼろな白い燐光パーテイクルとなって飛散し、空高く舞いあがっていく。

「ジュノ!!」

「ジュノッ!!」

「いやあああ！　ジュノさん！　ジュノさんんんっ!!」

　ハルカが叫さけんだ。まさしく慟どう哭こくだった。サクとリューイも声をあげて泣いた。

「いやあああああああああッ!!」

　ハルカの叫びは、暗い夜空に空むなしく木こ霊だました。
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　突とつ然ぜん、城内にけたたましい鐘かねの音が鳴り響ひびいた。

　三人はハッとなって顔をあげる。城内の空気が一変し、緊きん張ちようするのが肌はだで分かった。

「敵てき襲しゆうか──!?」

　サクが小さく舌打ちし、鐘の鳴る見張り塔とうを見あげる。そこにはヨギがいた。

　ヨギは激しく鐘を打ち続ける兵士の横で、じっと遠く北の空を見つめている。

（しまった──）

　幻王印ゲンノウインから、ヨギの声が漏もれた。彼女らしからぬ口調に、ただならぬ事態を予感させる。

　そのとき、三人の元に、数人の衛兵が駆け寄ってきた。皆みな、息をあげて血相を変えている。

「で、殿でん下か!!　は、早く……退たい避ひを……!!」

「どうしたのです!?」

　兵士は取り乱していて一向に要領を得ない。

「いいから、とにかく行こう！　なんかヤバそうだぜ！」

　業ごうを煮にやしたサクの言葉に、リューイはハルカの手を取り、急いで北の城じよう楼ろうへと駆けだした。

「ヨギ！」

　城楼につくやいなや、そこに立つ少女の名をサクが呼ぶ。

「敵軍か!?」

「そうだったら、まだ良かった──」

　ヨギが感情のない返答をして、北の彼方かなたを見やる。その言葉を訝いぶかしむサク。

　しかし彼女の視線の先を見た瞬しゆん間かん、サクの息が止まった。

「な……なんだ、ありゃあ……!?」

　サクが思わず言葉を失う。リューイもハルカも同様だった。

　城じよう塞さいの北に広がる湖。その湖の彼方の水面が、盛りあがっていたのだ。

　まるで水の柱だ、いや柱なんてものじゃない。北の地平線を覆い尽つくす、水の壁かべ。

　その壁は巨きよ大だいな波は濤とうだった。しかもその高さは龍りゆう哭こく塞さいの城じよう壁へきを遥はるかに超こえている！

　これは──間違いない。しかし、馬鹿な！　こんな山の中で──!?

「鉄てつ砲ぽう水みずだッ!!」

　サクが叫んだ。逆巻く波濤が龍哭塞へ襲おそいかかろうとしている！

「早く！　巻きこまれるぞッ!!」

　サクが周囲にいる兵士たちに叫ぶ。

　兵士たちも事の異常さを理解したらしく、こぞって城壁や塔などへと退避する。

　幾いく重えにも襲いかかる鉄砲水は、まるで数多あまたの鎌かま首くびをもたげる多頭龍ヒドラのようだった。皮肉にも龍哭塞は、自身をはるかに凌りよう駕がする大きさの龍によって、今にも丸まる吞のみされようとしていた。

「くるぞッ！　つかまれッ!!」

　サクの声を合図に、皆が周囲の岩がん壁ぺきや地面に齧かじりついた。

　想像を絶する衝しよう撃げきだった。

　轟とどろく爆ばく音おん。絶大な威い力りよくを以もつて、城壁を突つき崩くずす鉄砲水の波状攻こう撃げき。

　巨大な龍哭塞が、怒ど濤とうによって貫つらぬかれ、削けずられていく。

　それはまるで海辺に築いた砂山が、波に攫さらわれるような、もはや抵てい抗こう不可能な脅きよう威いだった。
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　龍りゆう哭こく塞さいを望む、小高い丘おかに築かれた橋きよう頭とう堡ほに、一人の男が立っていた。

　男の視線の先には、今、まさに、波濤の攻撃に晒さらされる城塞の光景が広がっていた。

「サーラル閣下！」

　背後から彼を呼ぶ声がした。副官のリュサンデルだ。

「退避してください。いずれここにも余波がきます」

　リュサンデルの忠告を軽く聞き流し、龍哭塞を睨にらみ続ける白銀の装そう甲こう鎧よろいの男。

　眼下の龍哭塞が、渦うずを巻く濁だく流りゆうに吞まれ、次し第だいに水すい没ぼつしていく。

　その光景を見て、リュサンデルが、ひゃあ、とわざとらしく驚おどろいた。

「作戦だから仕方ないですが、せっかく造った堰せきを切るのはもったいないですねぇ」

「どうやら間にあったようだな」

　サーラルの言葉に、副官が大きく頷うなずく。

「五日の突とつ貫かん工事にしては上出来なものができました。この水量なら、最終的な城の水深は軽く二十ギリット（六メートル強）を超えるでしょう。船の喫きつ水すいには充じゆう分ぶんです」

　得意げに説明する副官に、サーラルは別段、満足した様子もなく小さく頷いた。

　サーラルの立てた龍哭塞攻こう略りやく作戦──それは、城の北側に広がるブルギト湖の水域を掌しよう握あくすることだった。湖には上流から流れこむ河が数本ある。この河に堰を築き、湖を完全に封ふう鎖さ、水流を支配したのだ。

　折からの長雨で堰の水量は満水に達していた。ギリギリまで水位が上じよう昇しようし、もはや決けつ壊かい寸前。そのタイミングで堰を切れば、濁流は鉄砲水となって城を襲う。

　そう、これこそ攻城作戦の中で、最も高度な技術と采さい配はいが必要とされる〝水みず攻ぜめ〟である。

　しかも彼は、その全工程をわずか十日で完かん遂すいしたのだ。

　それは用兵の天才と謳うたわれたサーラルを以てして初めて実現できる神かみ業わざであった。

「船を」

　サーラルは鷹おう揚ようにそう命令を下し、マントを翻ひるがえして踵きびすを返す。

　彼の眼下では、水面を渡わたり、龍哭塞に近づく巨大な物体があった。

　それは、軍ぐん艦かんだった。

　鉄の板で覆おおわれ、先せん端たんには巨大な丸太を組んだ衝角ラムが突き出している。それが五隻せき。横一列となって大艦隊は城壁に迫せまりつつあった。

　軍艦は水面を滑すべるように、凄すさまじい勢いで、一いつ斉せいに龍哭塞の城壁に衝しよう突とつする。

　ズズズン！と腹に響ひびく音が轟き、衝角ラムが無防備な城壁を穿うがつ。

　その衝撃によって、堅けん牢ろう無比を誇ほこった城塞の壁は、もろくも崩れ去っていく。

「船で山さん塞さいを攻せめるとは……いやはや感服いたしました。さすがは閣下」

　リュサンデルが、眼下に広がる光景を眺ながめ、改めて感かん嘆たんと驚きのため息を漏もらす。

「水が引く頃ころ合あいだ。揚よう陸りくの準備を」

　サーラルがそう命令を発し、歩きだす。ふと、彼の兜かぶとに、冷たい雫しずくが落ちた。

　見あげると、空から雨が降り出していた。いままでなんとか耐たえていた天の水みず甕がめが、ついにその底を割り、地上に中身を零こぼしたのだ。

「北に降る雨は冷たい、か──」

　サーラルが、ふと天を仰あおぎ、そう呟つぶやいた。

「リュサンデル！　全軍に突とつ撃げき命令だ」

　言い残し、サーラルは丘を降りて行く。その言葉に勝利に酔よう喜びの色はなかった。
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　城じよう塞さいは風雲急を告げていた。

　軍艦の衝角ラムによるインパクトは、鉄てつ砲ぽう水みずで疲ひ弊へいした城じよう壁へきに、想像以上の威力を発揮した。

　方々でガラガラと城壁が瓦が解かいし、巨きよ大だいな亀き裂れつが走る。それは敵軍が城内へと侵しん入にゆうするための隘あい路ろとなった。不落を誇った堅牢な石いし壁かべは、もはやその防ぼう御ぎよ機能を完全に喪そう失しつしていた。

「皆みなを内うち廓くるわに！」

　ハルカが叫さけんだ。兵士たちは必死で馬を引き、持てるだけの食しよく糧りようを抱かかえて階段を駆かけあがる。

　もはや敵軍に反はん撃げきする暇ひまなどなかった。なにせ祭りで浮うかれたタイミングで奇き襲しゆうされたことで、まるで反撃の余地もないまま城塞が陥かん落らくしたのである。

　そして何よりサーラルの計略──山塞を水攻めするその驚きよう天てん動どう地ちの発想に、完全に度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまっていた。

　今まで何万、何十万の兵が攻めようと決して落ちなかった難なん攻こう不ふ落らくの名めい塞さい、龍りゆう哭こく塞さい。その不敗神話が、ついに泥どろに塗まみれたのだ。しかも、たった八千の兵により、いとも簡単に──。

「ハルカ、君も早く！」

　傍かたわらにいたリューイが彼女に叫ぶ。あらかたの民が避ひ難なんしたことを確かく認にんして、ハルカも踵きびすを返す。そしてそのとき、眼下に広がる外そと廓くるわを見て、ハッと息を吞のんだ。

　暗くら闇やみに無数の篝かがり火びが瞬またたいていた。篝火の灯ともしびはそれと同じ数の船だった。城壁の隙すき間まにできた隘路から、無数の小こ舟ぶねが城内へと侵入していた。船にはギッシリと敵兵が乗っている。そして次々と城内の陸場に接岸するやいなや、大量の兵士たちが城内へと侵入してきたのだ。

　その揚陸作戦は驚くほどに手て際ぎわが良かった。敵兵はたちまち城内の各エリアを制圧していく。

　あっという間に外廓と小こ町まち廓くるわが敵の手に落ちていた。残すは皆の避難した内廓。龍哭塞の中ちゆう枢すうのみである。

「ハルカ──！」

　急せかすべく、再びリューイが少女の名を呼ぶ。しかしハルカは微び動どうだにせず、その視線は城内を蹂じゆう躙りんする敵軍の群れの中に釘くぎ付づけになっていた。

「どうしたんだ!?」

　リューイは訝いぶかしみ、ハルカの視線の先、宵よいの闇やみに沈しずむ外廓に目を凝こらす。そこには舟ふねを降り、まさに今、城内に到とう着ちやくせんとする一人の鎧よろい武者の姿があった。

「ま、まさか……あの、男は──」

　ハルカが顔面蒼そう白はくになり、口がワナワナと震ふるえる。リューイは意味が分からず混乱する。

「サーラル──」

　背後に控ひかえていたヨギが小さく呟いた。

「あいつが大将ってワケか！　じゃああいつを倒たおせばいいんだな？」

　サクがそう言って両手の錬光環レンコウカンをさすり、前へと歩み寄る。

「駄だ目めです！　サクさん、危険です！」

　ハルカが叫んだ次の瞬しゆん間かん、周囲に無数の人ひと影かげが躍おどった。それは敵軍の制圧部隊だった。

「ちッ、囲まれたか！　ハルカちゃん、下がって！」

　サクが小さく舌打ちした。殿しんがりとなって内門を閉じる予定だったが、ギリギリで逃にげ遅おくれ、間に合わなかったようだ。

　敵兵は何重にも包ほう囲い網もうを敷しき、持っている武器と篝火でハルカたちを絆ほだしあげる。

「それ以上近づいてみろ！　ぶっ飛ばすぞッ！」

　サクが錬光環を発動させ、掌てのひらに光を作って威い嚇かくした。リューイ、サク、ヨギの三人は密集し、ハルカを庇かばいつつジリジリと後退する。

「武器を収めろ」

　次の瞬間、凜りんとした声が響いた。その言葉を合図に、兵士たちが一斉に武器を下ろす。

　そして兵士たちが身を引き、ハルカたちの前に道ができる。

　板金のぶつかり合う音とともに、道の向こうから、ハルカたちへと歩み寄る男の姿があった。兜かぶとで顔を隠かくし、白い外套マントと白銀に輝かがやく全身装甲鎧フルプレート・アーマーを着た男。

「サーラル……」

　ハルカが男の名を呼んだ。

「殿でん下か、お久しゅうございます。麗うるわしくお育ちになりましたな」

　サーラルはハルカの姿を確認し、小さく一つ、軍礼をした。
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　サーラルの視線の先にハルカがいる。不意に彼はハルカの隣となりに立つリューイの姿を見やった。

「やはりな」

　サーラルが小さく呟つぶやき、兜の下で小さな吐と息いきを漏もらす。

「サーラル将軍、貴方あなたほどの御ご仁じんがなぜ、ドルジフの命令を？」

　ハルカが蒼白な顔で、目の前にいる鎧武者に言い放った。

「北の大地には、風が吹ふいています。先帝陛下の愛した風です」

　彼女の質問に、サーラルはゆっくりと首を振ふって答える。

「私はその風に流される、糸の切れた凧たこのようなもの」

　ハルカが彼の兜の奥にある瞳ひとみを睨にらみ、唇くちびるを嚙かんだ。サーラルは声を濁にごす。

「殿下、これも戦いくさの世の宿命なれば、ぜひもなし──」

「な～にカッコつけてんだよ！　オッサン！」

　サーラルの声を制する大声が響ひびいた。

　サクだった。サクはハルカを庇うように前に歩み出て、サーラルと対たい峙じする。

「これで勝ったと思ってんのか!?　甘ぇよ！」

「サク！」

「安心しな、俺はクールだぜ。おまえはハルカちゃんを安全なところへ。早く！」

　なおも躊ちゆう躇ちよするリューイに、サクはチラリと彼を見やり、笑え顔がおで親指を立てる。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は負けねぇ……バカ女に、夢、託たくされちまったからな……ここで死んだら、現実世界でアイツに半殺しにされちまう」

　サクは言って笑い、そしてサーラルに向き合って手招きをして挑ちよう発はつする。

「かかってこいよ。おまえらまとめて、銀河系の外にブッ飛ばしてやる！」

　その挑発に、サーラルは小さく吐息を漏らした。どうやら笑ったらしい。

「おもしろい」

　サーラルがおもむろに武器を手にした。自分の背せ丈たけを優に超こす、奇き妙みような形状の長ちよう槍そうだ。

「おっ、やるってかい？　さすがは大将！」

　サクが意い気き揚よう々ようとファイティング・ポーズをとる。

　ざわつく兵士たちを制止し、サーラルも長槍を構え、対峙する。一いつ騎き打うちの構えだ。

「はぁッ!!」

　にわかにサクが動いた。錬れん成せいした光を掌に飽ほう和わさせ、一いつ気き呵か成せいにサーラルへとブチこむ。

　鈍にぶい音がして、全身装甲鎧フルプレート・アーマーの長身が宙に舞まった。

　サーラルは衝しよう撃げき波はを右みぎ肩かたにまともに受け、後方に吹っ飛んでいた。バシャッと水柱が立つ。

「無様だな！　しょせんは一般人パンピー！〝龍仙士ドレイク〟の敵じゃねェ！」

　サクが勝ち誇ほこったように叫さけび、両手を突つき出す。彼の攻こう撃げきはまだまだ終わらない。

「立てッ！」

　サクがグイッと十本の指を動かした。バシャッと音がして、水面からサーラルが立ちあがった。いや、立ちあがったのではなく、サクの念動力サイコキネシスに操あやつられ締しめあげられたのだ。

「さっさと降参しろよ。ひねり潰つぶすぞ！」

　サクは指に力をこめ、ギリギリギリとサーラルの全身を雑ぞう巾きんのように締めつける。ベコベコッと音がして、サーラルの板金製の鎧よろいの各所が、圧あつ搾さくによって凹へこんでいく。

「……………………！」

　サーラルの兜の隙すき間まから、小さく苦しみの吐息が漏れる。サクはなおも指先の力を増した。

「早くギブアップしろ！　死んじまうぞッ!?」

「口だけで、殺す気はない、か──」

　そのとき、サーラルの兜の奥の目が妖あやしく光った。

「しょせん高校生の覚悟など、その程度」

「何!?」

　刹せつ那な、サクの顔に動どう揺ようが走った。その一いつ瞬しゆんの隙すきを、この歴戦の将軍は見み逃のがさなかった。

　かすかに緩ゆるんだ呪じゆ縛ばくを振りほどき、サーラルの両りよう腕うでが旋せん回かいした。手に持つ長槍が空を斬きる。そして「ぬぅん！」と唸うなり、掲かかげた槍の先せん端たんを、一気に振り下ろした。

　大気が振しん動どうした。

「なッ──!?」

　瞬間、そこにいる誰だれもが目を疑った。サーラルの振り下ろした長槍の先端から、にわかに青い閃せん光こうがほとばしり、バリバリと尾おを引く稲いな妻ずまとなって周囲に放電現象を巻き起こしたのだ！

　その電でん撃げきは轟ごう音おんとともに収束し、一筋の雷らい電でんとなって前方のサクを襲おそう！

「ぐうあああああああああああッ!!」

　サクが悲鳴をあげた。何万ボルトもの電撃を通電され、サクの全身の筋肉が瞬間的に収縮、硬こう直ちよくする。サクは抵てい抗こうもできぬまま、四し肢しを硬直させ、バシャッと水面に体を沈しずめた。

「な……ま、まさかッ……!?」

　かろうじて意識を保ったサクが、震ふるえる唇で呻うめく。

　信じられない！　これは──この攻撃は──!?

「龍仙具アトリビユート──!?」

　霞かすむサクの目に、電撃を纏まとう長槍の切っ先が映る。

「な、なぜ、おまえが龍仙具アトリビユートをッ!?」

　そして、ハッとなり顔をあげてサーラルを見返すサク。

「お、おまえ……〝龍仙士ドレイク〟なのか!?」

　その必死の問いかけに、サーラルが小さく鼻で笑う。

「〝雷霆戟ライテイゲキ〟──その白はく刃じんに電撃を纏い、放つ。我が龍仙具アトリビユート」

　その宣言に、場の空気が静まりかえった。敵ならず味方の兵さえも、その驚きよう愕がくの事実にしばし我を忘れて立ち尽つくしている。

　統とう天てん五ご旗き将しようの一いち翼よく、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラル──かつて鞍あん上じよう帝ていに招しよう聘へいされた統とう国こく伝説の宿将。

　その正体はなんと、サクやリューイ達と同じ、異界から召しよう喚かんされた〝龍仙士ドレイク〟だったのだ！

「降こう伏ふくしろ。さもなくば全員、殺す」

　サーラルが無む慈じ悲ひな声で、そう呟つぶやいた。そして雷霆戟を構え直す。

「貴様のような、甘ったれた脅おどしなどではない」

「サーラル！」

　叫び声がして、サーラルが顔をあげる。声の主はハルカだった。

　ハルカはサーラルを見下ろし、毅き然ぜんとした態度で彼の兜かぶとの奥の顔を睨にらんでいる。

「降伏勧かん告こくを受じゆ諾だくします。条件を！」

　ハルカが胸に手を当て、そう断言した。

「龍りゆう哭こく塞さいの民たみ、全員の命を保証します。暴行、略りやく奪だつ、迫はく害がい、征せい服ふくに付ふ随ずいするあらゆる権利を放ほう棄きすることを約束しましょう」

　サーラルがハルカに対し恭うやうやしく軍礼をする。他ほかの兵士たちも矛ほこ先さきを収め、それに倣ならった。

　サーラルの絶大な〝龍仙士ドレイク〟としての能力を目まの当たりにした瞬間、龍哭塞が勝利する一いち縷るの望みは完全に潰ついえた。残された道はたった一つ──全面的な降伏だ。

　ハルカはサーラルの出した条件に、納なつ得とくするように頷うなずく。

「降伏の条件は、私の命……ですね？」

　その言葉に、リューイは耳を疑った。驚愕しサーラルとハルカの双そう方ほうを見やる。

　ハルカの命!?　馬鹿な！　絶対にそんなことさせない!!

「ハルカ、駄だ目めだ!!」

　リューイはハルカを庇かばうようにして、彼女に叫ぶ。

「……そうだ、そんなこと、させねェ……！」

　サクだった。まだその目に闘とう志しの炎ほのおを燃やし、サーラルを睨み続けている。

「サク！」

「俺はまだ……負けてねェぞ。オッサン！」

「面おも白しろい。〝龍仙士ドレイク〟たるもの、そうでなくては」

　サーラルが再び雷霆戟を構え直した。そしてサクに、とどめを刺さすべく歩を進める。

「はッ!!」

　その瞬間、サクが天高く跳ちよう躍やくした。中空に舞まい、大きく両腕を振ふりかぶる。

「おりゃりゃりゃりゃあッ!!」

　気き迫はくと同時に、サクの両手から光が飽ほう和わした。サクはそれを散さん弾だん状の小さな光球にして、全方位無差別に拡散放出する。

　周囲の敵兵たちが、根こそぎその衝しよう撃げきに薙なぎ倒たおされた。あちこちで悲鳴が起こる。しかしサクの本当の目的は、兵士を吹ふき飛ばすこと、それ自体ではなかった。

　サクの錬光環レンコウカンの光こう弾だんが放出されたあと、周囲に待っていたのは〝闇やみ〟だった。

　そう、サクの目的は、周囲に灯ともっていた篝かがり火びや兵士の持つ松明たいまつを根こそぎ吹き消すことで、暗闇を作り出すことだった。今こ宵よいは曇どん天てん、そして新月。光源のなくなった城じよう塞さい内うち廓くるわは、墨すみを流したような重く暗い漆しつ黒こくに包まれている。

　さきほどの雷霆戟の攻こう撃げき方法を見る限り、ピンポイントの電撃攻撃には、確実に照準を捕ほ捉そくする必要があるようだ。で、あるなら、照準を合わせるために必要不可欠な、相手の視界を奪うばってしまえばいい──それがサクの作戦だった。

「どうだ！　暗くて何も見えねェだろ!!　逆にあんたの龍仙具アトリビユート、ガンダムのビームサーベルみてェに光って、よく目立つぜ!!」

　サクは自分の居場所を相手に気取られぬよう、充じゆう分ぶんな高度へと飛ひ翔しようする。

　そして錬光環を宿した腕うでを突つき出し、サーラル目がけて急降下攻撃を敢かん行こうした。

「くらええええッ!!」

　そのとき、サクは暗闇の中で、確かに見た。

　サーラルの──兜の奥にある彼の目は、なんと瞑られていたのだ!!

「ぐッ!!」

　次の瞬しゆん間かん、小さな呻き声とともに、激しい金属のぶつかり合う衝撃音が鳴り響ひびく。

　激しい電撃の閃せん光こうが、暗闇の中に瞬またたいた。

　ストロボ撮さつ影えいのように、幾いく重えもの閃光がサクとサーラルの姿を浮うかびあがらせる。

「サクさん!!」

　その光景を見た瞬間、ハルカが両手で顔を覆おおって叫さけんだ。勝負の敗者はサクだった。

　サーラルの突きだした雷霆戟ライテイゲキの切っ先に、サクが貫つらぬかれている。まるで銛もりで魚を仕留めるように、サーラルが上空から飛来してきたサクを、返り討うちにしたのだ。

「な、なぜ、だ……!?」

　呻うめきながら、サクは激しく咳せきこんだ。サーラルの雷霆戟はサクの肩かた口ぐちを貫かん通つうしていた。

　サクの体がだらんと力なく弛し緩かんし、地面へと落下した。

　満まん身しん創そう痍い。傷はかろうじて急所を外れていたが、もはや起きあがる体力さえ残っていない。

「夢は現うつつにあらず、夢は眼めで見ざるべし。それが我ら〝龍仙士ドレイク〟──」

　サーラルが兜の奥で不敵に笑う。その瞬間、サクは朦もう朧ろうとする意識のなか、理解した。

　彼の龍仙具アトリビユート、雷霆戟は周囲に電流を放出する。それは単なる相手に放つ電撃だけではない。彼は誰だれにも分からないような極微び弱じやくな電磁波を周囲に展開させていたのだ。放出された電磁波は物体に当たると反射する。その反射波を受信することで送信と受信の時間差を目算し、相手の正確な位置を知ることができるのだ。

　視覚を失われた闇の中、サーラルは目を閉じ、ただひたすらこの能力によって虎こ視し眈たん々たんとサクの居場所を索敵サーチしていた。まるで潜せん水すい艦かんのソナーのように──！

「……なんて……やつ……だ……」

　サクがその言葉を最後に、グッタリと動かなくなった。痛みと失血で意識を失ったのだ。

「遊びゲームは終わりだ。現実リアルに帰れ」

　サーラルが雷霆戟を構え、サクの背中に突き立てようとする。

「サーラル将軍──」

　そのとき、無む謀ぼうにもサーラルの前に歩み寄る人ひと影かげがあった。

　それは、ヨギだった。彼女は冷静沈ちん着ちやくな普ふ段だんの態度を変えず、サーラルに対たい峙じする。

　サーラルの兜かぶとの奥の目が妖あやしく光った。しばらくの沈ちん黙もくののち、サーラルが重い口を開く。

「やはりおまえもこの城にいたか、ヴァルシャナ……いや、法眼小夜祇」

「…………二年ぶり、いえ、先輩にとっては十年ぶりですね」

「もうそんなに経たつのか」

　サーラルとヨギが小さく、ゆっくりと会話を交かわし始める。

　その様子を傍そばで見ていたリューイは、二人の会話の意味が分からず、激しく混乱する。

　そして次の瞬間、彼はヨギの口から紡つむがれた信じられない一言を、確かにその耳で聞いた。

「お久しぶりです──遠藤先輩」

（え──？）

　そのとき、ガシャッと板金の擦すれる音がして、サーラルが被かぶっている兜に手を掛かけた。そしておもむろに頭を被おおう鉄の面めん頰ぽおを取り払はらう。
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　兜を外した瞬間、白髪しらが交じりの長い黒くろ髪かみがサラリとほどけて周囲に舞った。

「なッ──!!」

　その瞬間、にわかにリューイの目が見開かれた。

「そ、そんな……う、噓うそだッ!!」

　露あらわになったサーラルの素す顔がお。そこにあるのは、彼の見慣れた顔だった。

　そこにいたのは間ま違ちがいない。〝逍しよう遥よう館かんの虎とら〟と呼ばれた彼の実じつ兄けい、遠えん藤どう雪ゆき虎とらだった。

「久しぶりだな。リューイ」

　サーラル──雪虎が、ヨギからリューイに視線を移し、驚きよう愕がくに震ふるえる弟に向かって言う。

　リューイは目を擦こすって何度も確かく認にんする。

　しかし見間違いではない。正しよう真しん正しよう銘めい、彼はリューイの兄、雪虎だった。

　どちらかというと端たん正せいで優やさしい容よう貌ぼうだったかつての兄の顔には、今や精せい悍かんさと峻しゆん厳げんさを表す深い眉み間けんの皺しわが浮かんでいる。十年──さきほどヨギはそう言った。その十年は、雪虎にとって、戦いに明け暮れる煉れん獄ごくの日々だったに違いない。それを端たん的てきに示す証しよう拠ことして、彼の右みぎ瞼まぶたの上には、縦に一筋の刀傷の痕あとが残っていた。

「無む駄だ話はこれまでだ」

　リューイを一いち瞥べつし、雪虎は再び雷霆戟を構える。目標は気絶しているサクだ。

「兄さんッ!!」

　思わずリューイは駆かけだしていた。そして倒たおれたサクの元へと走り寄り、彼を抱だいて庇かばう。

「な、何やってんだよ！　なんで……なんで、兄さんが!?」

　なぜ、兄さんがこの世界に!?　なぜ、兄さんがサーラルに!?　そしてなぜ、兄さんが龍りゆう哭こく塞さいを攻せめに来た!?　混乱が混乱を呼び、リューイは頭を振ふる。

「リューイ、首をつっこむな。おまえもすぐに現実リアルに帰してやる」

　雪虎は無表情に雷霆戟ライテイゲキを構え、呆ぼう然ぜんとする弟の顔を見下ろす。

「どかぬなら、共に逝ゆけ」

　リューイとサク、重なり合う二つの体を一いち撃げきで刺さし殺そうと、再び雷霆戟が振りあげられる。

「兄さん!!」

「リューイ、ここはおまえ達の来る世界ではない」

　ギラリと雷霆戟の白はく刃じんが光った。

「リューイさんッ!!」

　ハルカが悲鳴をあげる。しかしその声も空むなしく雷霆戟は彼らに無む慈じ悲ひに振り下ろされた。

　しかしそこにリューイとサクの体はなかった。戟げきは空しく地面に突つき刺さる。

　二人の体が消え失うせていた。まるで煙けむりがかき消えるように、一いつ瞬しゆんで！

「ログアウトしたか──」

　雪虎はそう言って小さく舌打ちすると、周囲を見み渡わたした。

「ヴァルシャナ……相変わらず抜ぬけ目のない策士だ」

　いつの間にか、ヨギの姿も消えていた。雪虎はすべてを理解し、忌いま々いましそうに眉まゆを顰ひそめる。

　それはヨギの仕し業わざだった。彼女が、一早く現実リアルに〝ログアウト〟し、学生寮りようで眠ねむっているリューイとサクを〝起こす〟ことで、瞬時に夢の世界から脱だつ出しゆつさせたのだろう。

　まさに危き機き一いつ髪ぱつの脱出劇だった。

　サーラルは雷霆戟を収め、一人、その場に残されたハルカを見やった。

「戦いは終わりました。殿でん下か、こちらへ──」

　サーラルは彼女に向き直り、恭うやうやしく片かた膝ひざを落として、慇いん懃ぎんな軍礼をとる。

　ハルカはただ震えながら、呆然と立ち尽つくしていた。

　そのとき、楼ろう塔とうに白旗がはためいた。それは龍哭塞の完全な陥かん落らくを告げる合図だった。
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　リューイは悪夢から目覚めた。

　寝ね汗あせにまみれ、ガバッと上体を起こすリューイの目の前に、ヨギが立っていた。

　周囲を見回すと、そこは学生寮の自分の部屋、そして自分のベッドの上だった。

「ハルカ──！」

　リューイは瞬間的に今まで起きていた事態を思い出し、跳はねるようにベッドから飛び出す。

「リューイ！」

　ドアを開けて廊ろう下かに出ると、サクが血相を変えてリューイを見ていた。

　サクの隣となりにはジュノもいた。あちらの世界で死亡したジュノは、顔面蒼そう白はくで、かなり辛つらそうにしながらサクの肩かたを借りている。

「ジュノ、無事なのか!?」

「こっちの世界では……ね」

　ジュノが口元を歪ゆがめ、小さく自じ嘲ちようする。

　不意にリューイが顔をあげ、険しい表情で無言のまま駆け出した。

「ちょっと！　リューイッ!!」

　ジュノの必死の制止も聞かず、彼は学生寮を飛び出し、闇やみに沈しずむ街を駆けていく。

　彼の去った後を、心配そうに見つめるジュノとサク。

「大だい丈じよう夫ぶ。行き先は、分かっている──」

　ヨギが小さく、そう呟つぶやいた。








　第六章　そして、ボクらは無我夢中！







　病室のベッドの上に、安らかに寝ねている顔があった。

　龍りゆう哭こく塞さいに訪おとずれた大将軍と生き写しのその顔は、現実世界のリューイの兄、雪ゆき虎とらだった。

　リューイは病室に入るや否いなや、寝ている兄の胸むなぐらを摑つかみ、必死に揺ゆり動かした。

「兄さん！　なんで、なんでだよッ!?」

　しかし雪虎は答えない。相変わらずその瞼まぶたは閉じたまま、ピクリとも動かなかった。

　いくら呼んでも答えない兄に、リューイはやがて疲つかれてベッドサイドの椅い子すに腰こしを沈める。

「どんなに叫さけんでも、夢の世界には届かない」

　不意に後ろから声がして、リューイはゆっくりと振ふり返った。そこにはヨギが立っていた。

　ヨギは静かに病室に入ると、寝ている雪虎の顔を静かな眼まな差ざしで覗のぞきこむ。

「彼は、四年前に召しよう喚かんされた〝龍仙士ドレイク〟だった……私と共に」

「……え？」

　ヨギの言葉にリューイが顔をあげる。ヨギは真っ直すぐにリューイの顔を見て、語り出した。

　四年前、リューイがまだ地方の叔父おじの家に住んでいた頃ころ、雪虎は逍しよう遥よう館かん高こう校こうに入学し、学生寮で暮らし始めた。そして彼は世界オルンに召喚よばれたのだ。彼を召喚よんだのは、他ほかならぬハルカの父、当時の今上統帝ジャルカ──のちの鞍あん上じよう帝ていだった。

「私もそのとき中学一年生。奨しよう励れい会かいに入るため、すでに学生寮りようにいたの──」

　ヨギは中学時代から学生寮に寄宿していたという。逍遥館高校には小規模ながら中等部がある。中学生で親元を離はなれ学生寮に入るのは、極きわめてレアなケースだが、ありえない話ではない。

「当時の学生寮の生徒たちも、今と同様、鞍上帝に従い〝龍仙士ドレイク〟として活かつ躍やくした」

　パルミア戦せん役えき。そこで活躍した〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟──それは彼らのことだったのだ。

「じゃあ、君も──」

　リューイの質問に、ヨギが小さく頷うなずく。

　サーラルと並び称しようされる〝統天五旗将〟の一角──大軍師ヴァルシャナ。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの神機計略と権けん謀ぼう術じゆつ数すうを駆く使しし、北方異民族を翻ほん弄ろうした伝説的な天才軍師。

「でも悲劇が起こった。二年前──オルンでは十年前」

　ヨギが声を潜ひそめて言った。感情の欠落した彼女の声に、その事実は一層の悲観が感じられる。

「鞍上帝が何者かにより、暗殺された」

「暗殺……!?」

「それにより、遠えん藤どう先せん輩ぱいは、二度と現実世界へと帰ることができなくなったの」

「ど、どういうことだ!?」

　リューイが驚おどろきに身を乗り出した。ヨギは昏こん睡すい状態の雪虎の寝顔を一いち瞥べつする。

「〝龍仙士ドレイク〟は召喚者である〝主〟を失うと、現実リアルと行き来するための縁よすがを失う。鞍上帝が崩ほう御ぎよしたことによって、私たちは永遠にあちらの世界に留とどまり、現実世界に目覚めることができなくなった」

「でも、君は──」

　リューイの質問を制し、ヨギの瞳ひとみがかすかに揺れた。寂せき寥りようの光が宿っているように見える。

「私が助かったのは、サーラル──遠藤先輩のおかげ。鞍上帝が暗殺されたとき、先輩は身を挺ていして私を庇かばい、直前に私を目覚めさせたの……」

「兄さんが!?」

　ヨギが目を伏ふせる。そして寝ている雪虎の冷たい手を取り、かすかに力をこめて握にぎった。

「先輩は……恩人」

　そしてヨギは真っ直ぐにリューイを見つめ、小さく呟いた。

「今、目の前にいるこの先輩は、魂たましいの抜ぬけた亡なき骸がら。彼の魂はオルンへと囚とらわれ、以降、サーラルとして彷徨さまよい続けている」

「ハルカは……ハルカはどうなるんだ……」

　リューイは膝ひざの上で握った拳こぶしに、行き場のない怒いかりをこめる。

「サーラル──遠藤先輩は、二度と自分の身の上に起きた悲劇を繰くり返させないつもり」

　その言葉の真意に気付き、リューイはハッとして顔をあげた。

　それは……それはつまり〝龍仙士ドレイク〟が二度とオルンに顕けん現げんすることのないよう、永遠に封ふうじこめる、ということ。そしてそれはとりもなおさず、召喚能力者である統帝の血脈──ハルカを始末することに他ならない。

「…………そんなこと……」

　リューイは立ちあがり、呟つぶやいた。その静かな言葉に、無限の怒りと決意を宿して。

「そんなこと、絶対に許さない……!!」

「リューイ……」

　ヨギが彼の名を呼ぶ。しかしリューイは答えなかった。

　ベッドに眠ねむる兄の安らかな寝顔を一瞥し、リューイは沈ちん黙もくのまま病室をあとにした。
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　病院の待合室に一人の少女が佇たたずんでいた。

　少女はジュノだった。彼女はリューイと向かい合うと、心配そうに彼の顔を覗きこむ。そしてそこに浮うかんだ堅かたい決意を見て取ると、ハッとなって息を吞のんだ。

「止めないでくれ。ジュノ」

　ジュノにそう告げ、リューイは病院の出口へと歩いて行く。

「止めないで、か……」

　去っていくリューイをそのままに、ジュノはかすかに顔を赤らめ、小さく俯うつむく。

「……たぶん、ここで〝行っちゃ駄だ目めッ！〟って言って泣いたりすると、私もヒロインの座を狙ねらえる感じなんだろうなぁ」

　ジュノは自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようする。そしてすぐに真面まじ目めな顔になってリューイに振ふり返った。

「無む謀ぼうだわ。龍仙具アトリビユートの力もない君が行っても、サーラルに勝てる可能性はゼロよ」

　ジュノの言葉は、これ以上ないほどに正しかった。リューイは立ち止まり、小さく首を振る。

「〝勝負とは、最終的には損得の問題だ〟──」

「えっ？」

「……いや、なんでもない」

　向き直り、去っていくリューイ。その後ろ姿にジュノの声が跳はね返った。

「リューイ、ちょっと、いいかな……」

　ジュノが思い詰つめたようにリューイに言った。その顔には真しん摯しな色が浮かんでいた。




　夜風がリューイの頰ほおを撫なでた。

　病院からほど近い、港の一望できる公園。

　夜の帳とばりが下りて、辺りは寂寥とともに闇やみに沈しずんでいる。しかし眼下に広がる街の夜景と、その先に広がる港に停てい泊はくする船せん舶ぱくの灯あかりが、闇の銀幕に夢のような幻げん燈とうを映写していた。

「あれから何度もあっちの世界に行こうと試ためしてみたの」

　公園のベンチに座り、遠くに煌きらめく赤や黄色のネオンを眺ながめながら、ジュノが呟く。

「……どうだった？」

　リューイの問いかけにジュノは悲しそうに俯き、ゆっくりと首を振る。

「あっちの世界で死ぬと、夢を見れなくなる。私はもう二度と向こうには行けない──」

　リューイはベンチに座る彼女の横顔を見やる。暗くてその表情は分からない。

「龍りゆう哭こく塞さいに行けなかった代わりに、違ちがう夢を見たの──中学時代の夢」

　ジュノが悲しみを押し殺した声で告白する。

「私、中学時代、テニス部だったの。ソフトテニス部」

「聞いたことがあるよ。なんか結構凄すごかったらしいね。大会で優勝したんだろ？」

「あ、それは噓うそ情報。本当は準優勝。決勝戦で負けちゃったの──」

　自嘲気味に笑うジュノ。そして彼女はリューイに正対した。

「リューイ、私の話、聞いてくれる？　つまんない話だけど──」

「うん」

　彼の返事を確かく認にんし、彼女は静かに告白を始めた。

　彼女の中学時代の思い出。そしてそのときの記き憶おくと感情を。

　碧あおい空、土つち煙けむりの舞まうコート、満員の観衆と声せい援えん──それは試合会場の風景だった。

　関東大会の女子ダブルス決勝戦。これに勝てば優勝し、夢にまで見た全国大会に出場できる。

　中学時代三年間をただひたすら部活に没ぼつ頭とうし、ただ一心不乱にテニスボールを追いかけていたジュノにとって、その一戦は、絶対に負けられない正念場だった。

　審しん判ぱんが最終セットの開始を告げる。ジュノはネット際ぎわでボレーを待っていた。彼女の背後には頼たのもしいパートナーがいた。名前はチカ。ジュノの小学生からの幼なじみで親友だった。

　彼女のサービスによって勝負の行方ゆくえが決する。

（フォルト）

　審判が高らかにコールする。チカの第一球目のサーブは、虚むなしくネットに突つき刺ささった。

　いつもの彼女らしくなかった。自じ慢まんのスピンサーブは彼女の最も得意な必ひつ殺さつ技わざだったのだ。

（フォルト・ダブルフォルト──）

　ジュノの予想に反し、審判のコールは非情だった。

　ジュノが駆かけよると、彼女は蒼そう白はくな顔で「大だい丈じよう夫ぶ」と答えた。でも大丈夫ではなかった。

　そして悪夢が生まれた。

　フォルト、ダブルフォルト。フォルト、ダブルフォルト。フォルト、ダブルフォルト──。

　その瞬しゆん間かん、ジュノにとってそのフレーズは、永遠に忘れられない呪のろいの言葉になった。

　チカはパニックで完全に我を失っていた。大会決勝という大だい舞ぶ台たいに、彼女は緊きん張ちようし、プレッシャーに押し潰つぶされて、そして遂ついには自じ壊かいしたのだ。

　試合は結局、最終セット全サービスミスで敗北という、ありえない惨さん状じようとなって幕を閉じた。

「……私は、彼女を許さなかった」

　試合が終わり、ジュノは不ふ甲が斐いないパートナーに詰め寄った。

　怒いかりで我を忘れていた。そして爆ばく発はつした感情で、あらん限りの罵ば声せいを彼女にぶつけていた。

　自分は、何もできずに負けた。ただ突っ立っているだけで。まるで馬鹿みたいだ。三年間の血の滲にじむような努力が、すべてパァだ。それもこれも、すべてあんたのせい──！

　チカはただ黙だまって下を向いていた。彼女は泣いていた。ただ一言「ごめん」と言うだけで。

　しかしジュノはついに彼女を許さなかった。最後まで。

「………………なんで」

　その瞬間、リューイはハッとなってジュノの横顔を見やった。

「なんで、あんなことしたんだろう……」

　ジュノは泣いていた。大おお粒つぶの涙なみだが瞳ひとみから溢あふれ、頰を滝たきのように伝う。リューイが見ていることなどお構いなしに。恥はじも外聞もなく彼女は顔をグシャグシャにして嗚お咽えつしていた。

「あんなに……あんなに……頑がん張ばったのに……一いつ緒しよに……頑張ったのに……!!」

　あの試合の直後から、彼女とは会っていない。

　自分は永遠に失ってしまったのだ。彼女との友情。彼女との思い出。そして彼女自身を──。

「私……私……守れなかった……彼女を……また今回も……!!」

　ジュノが大声をあげて泣いた。リューイはふと、ジュノの部屋で見つけた写真を思いだした。

　笑え顔がおで写る二人──それは間ま違ちがいない。ジュノとチカだ。

　そしてリューイは彼女の面おも影かげに、どこかハルカを見み出いだした記憶を呼び覚ました。

　そうか、そうだったのか──。

　ジュノの決意──龍哭塞を守るその頑かたくななまでの意志の理由が、リューイにもちょっとだけ分かった。

「……ずっと不思議に思ってたんだ」

「え──？」

　涙で腫はれた目をそのままに、顔をあげるジュノ。リューイはちょっと照れ臭くさそうに笑う。

「〝夢〟ってさ、二つ意味があるよね。寝ねると見る〝夢〟と、将来思い描えがく理想の自分、っていう意味の〝夢〟──全然違うものなのに、なんで同じ言葉を使うんだろう……？」

　突とつ然ぜん、不思議なことを口走るリューイに、しばし涙を止めるジュノ。

　リューイは彼女を正面に見み据すえ、真しん剣けんな顔で言い放った。

「〝誰だれかを守りたい〟──君のその燃えるような情熱が、緋燕扇ヒエンセンを生み出したんだ」

　ジュノが「え？」と彼を見返す。

「〝誰にも負けたくない〟。その願望が、サクに錬光環レンコウカンを与あたえた」

　リューイはジュノを見つめ、ゆっくりと頷うなずいた。

「龍仙具アトリビユートっていうのは、きっとそういう存在なんだ。僕たちの夢を叶かなえる道具──龍仙具アトリビユート。そして人は夢を見る。寝ても、起きても。いい夢も、悪い夢も──」

　リューイはかすかに笑い、そして断言した。

「夢はまだ終わってなんかない。ジュノ。君の夢の続きは、僕が見る」

「リューイ……」

「探してくるよ。僕の叶えたい夢を──」

　少年の瞳に炎ほのおが宿っていた。それは決意に揺ゆらめく、静かな青い炎だった。
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　夜が明けていた。

　雨雲の間から幾いく筋すじもの光こう芒ぼうが差しこみ、龍りゆう哭こく塞さいに黎れい明めいが訪おとずれる。

　水の引いた内うち廓くるわの中庭に大勢の民たみがいた。完かん膚ぷ無き敗北で武装を解除された兵士たち、約千人。

　俘ふ虜りよの中に〝龍仙士ドレイク〟たちの姿はなかった。彼らはサーラルによって地下の独どつ居きよ房ぼうに監かん禁きんされ、オルンに召しよう喚かんされても何もできなくなってしまったのだ。

　中庭の中央に、急場に作られた舞ぶ台たいがあった。今、衆目はその特設舞台へと集中していた。

「統とう国こく公主ハルカ、汝なんじを国家擾じよう乱らんの咎とがにて断罪し、ここに死を賜たまわん──」

　刑けい務む官かんとなった兵士が高らかに宣言する。その言葉に中庭の千人の俘虜たちが、一いつ斉せいに息を吞のんだ。あちこちで嘆なげきに声を嗄からし、小さく嗚咽する声が漏もれる。

「殿でん下かッ！」

　俘虜たちの集団のあちこちで、にわかに悲痛な叫さけび声があがる。

　そう、舞台は敗戦の将、ハルカの公開処しよ刑けいのステージだったのだ。

「大おお仰ぎような口上など無用だ。陳ちん腐ぷなフレーズに耳が腐くさる」

　壇だん上じようの男が文言を読みあげていた刑務官を制する。男は雪ゆき虎とら──サーラルだった。サーラルは隣となりに立つ少女を見る。ハルカは毅き然ぜんとしていた。神こう々ごうしいまでに凜り々りしい容よう貌ぼうは、とても一敗地にまみれ、捕とらえられた罪人には見えなかった。

「私を統帝家の類るい縁えんと認めた、貴人として賜し死しの計らい、心より感謝します」

　ハルカは隣に立つ自らの征せい服ふく者である勝利者を見据えて言った。その目に怒いかりはない。あるのは、ただ誇ほこり高き統国の後こう継けい者しやとしての責任と威い厳げんだった。

「サーラル。幼き頃ころ、父上がよく言っていました。白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルは、いつ何時にも、民を慈いつくしみ、兵を労いたわる、統国随ずい一いちの名将だと」

「もったいなきお言葉。恐きよう悦えつ至し極ごくにございます、殿下」

　サーラルは頭を下げ、目の前の美しく気高い帝てい姫きに、最大限の礼れい儀ぎをもって返答する。

「私の死と引き換かえに、龍哭塞全民の咎を許す──その約束、決して違えぬよう」

「このサーラル、命に代えましても」

　サーラルが恭うやうやしく軍礼し、そして小さく目配せをした。それは死し刑けい執しつ行こうの合図だった。

　舞台の上のテーブルに葡萄ぶどう酒の注がれた盃さかずきが用意される。

　賜さ薬やく──自決用の毒薬が入った酒しゆ杯はいだ。統国の古い因習により、貴人の血は一ひと滴しずくたりとも大地に流してはいけない掟おきてがある。ハルカ自ら盃を呷あおり、遺体は天てん袍ほうと呼ばれる皇こう帝ていの召めし物にくるまれ、そのまま火か葬そうされるのだ。

　ハルカは小さくゆっくりと息をついた。それは死を躊躇ためらうのではなく、覚かく悟ごのため息だった。

「殿下、天主天てん龍りゆうの御おん許もとにて、安らかなる日々を──」

　サーラルが片かた膝ひざをついて、最後の礼をした。ハルカはゆっくりと両手で毒杯を掲かかげる。

「サーラル、貴方あなたはリューイのお兄さんだったのですね……」

　その言葉に、サーラルがピクリと反応する。そして落とした視線をそのままに呟つぶやく。

「愚ぐ弟ていのことはお忘れください。アイツはしょせん、殿下とは違う世界の住人。そもそも交わることのないはずの二つの世界が交わったことが、すべての過あやまちと悲劇の元げん凶きようなのです──」

　サーラルがそう言って、ハルカを見あげ、ゆっくり首を振ふる。

「もはや二度と弟に会うことも叶いますまい」

　ハルカが寂さびしそうに頷き、毒杯に目を落とした。民たちから悲鳴と嗚お咽えつが漏れる。

　目を閉じ、その小さな唇くちびるを盃につける。そして彼女は、ゆっくりと、盃を──。

「ハルカ!!」

　次の瞬しゆん間かん、龍哭塞に彼女を呼ぶ声が轟とどろいた。

　ハルカは聞き慣れたその声に、弾はじかれたように目を見開く。毒杯が手元から床ゆかに落ちた。

　にわかに起こった狼ろう藉ぜきの声に、敵兵たちが騒そう然ぜんとなる。

「どこだッ!?」

　あちこちから、死刑執行の妨ぼう害がい者を捜す怒ど声せいが巻きおこる。兵士たちの動どう揺ようと緊きん張ちようは、さざ波となって、中庭にいた龍哭塞の民たちにも及およんだ。中庭全体がザワザワと浮うき足立つ。

「あそこだッ！」

　一人の兵士が上空を指差した。内廓を囲む城じよう壁へきの一角にある楼ろう塔とうの上だ。

「あ……あれはッ!?」

　虜りよ囚しゆうの龍哭塞兵士の誰だれかが叫ぶ。

　楼塔の上にあるそれを見た瞬間、捕ほ虜りよの全員が激しい驚きよう愕がくと感動に言葉を失っていた。

　そこには、一ひと振ふりの大きな〝旗〟がはためいていたのだ。

　天の光芒を背景に、光輪を纏まとい、深い紺こん青じように染められ風に翻ひるがえる龍の紋もん章しよう。

　統帝龍旗──まごう事なき、それは統帝の将しよう帥すい旗きだった。そう、ハルカの旗き幟しだ。

　そしてそこには、その旗を応おう援えん団の旗持ちのように掲げる一人の少年がいた。

「ハルカッ!!」

　再度、少年が叫さけぶ。その声を聞いて、ハルカの目からポロポロと涙なみだが溢あふれ出す。

「リューイさんッ!!」

「うおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　次の瞬間、中庭に爆ばく発はつ的なエネルギーが起こった。それは一千人の捕虜の狂きよう乱らんだった。

　鞍あん上じよう帝ていの北ほく伐ばつ以来、十年にわたり封ふう印いんされていた伝説の統帝龍旗が、今、風を受けて龍りゆう哭こく塞さいの空に翻った。それは彼ら龍哭塞の兵士、統帝を信しん奉ぽうする統国の兵つわもの達にとって、計り知れない勇気を与あたえる原動力になった。

「殿下を救うぞ!!　我に続けえええッ!!」

　あちこちで捕虜たちが叫び声をあげ、一斉に蜂ほう起きする。武装解除された捕虜たちは、無む謀ぼうにも敵兵に徒と手しゆ空くう拳けんで戦いを挑いどむ。その勇ゆう猛もう果か敢かんな行こう為いを端たん緒しよにして、一千の民たみたちが鳴動した。

　リューイによる煽せん動どうは、城じよう塞さい内部を大パニックに陥おとしいれた。

「あいつだ！　早く捕つかまえろ！」

　喧けん噪そうの中でリューイを指差し、叫ぶ声が木こ霊だまする。

　その命令により、周囲の各中隊が大挙して城壁の階段を駆かけ上った。

「旗をたためッ、小こ僧ぞう！」

　中隊長の一いつ喝かつにより、兵士たちが剣けんを抜ぬき放ち、一いつ斉せいにリューイに躍おどりかかる。

　次の瞬間、隊長ともども楼塔に詰つめる兵士たちが吹ふき飛んだ。

　そこには光を放つ龍仙具アトリビユートを両指に嵌はめた、彼の親友が立っていた。

「サク！　来てくれたのか！」

　抜ばつ群ぐんなタイミングの彼の援えん軍ぐんに、おもわず顔を綻ほころばせるリューイ。

「当たり前だろ!?　こんなときに学生寮りようでくつろいでられっかよ！」

　そう叫び、次々と錬光環レンコウカンを繰くり出すサク。そして傍かたわらの統帝龍旗の旗棒をグッと摑つかむ。

「この旗は命に代えても俺が守る！　おまえはハルカちゃんを！」

「サク──」

　襲おそいかかる兵士たちを追い落としながら「なんだよ!?」と叫ぶサク。

「それ、なんかヒーローっぽいセリフでカッコいいな！」

「バ～カ！　ダセェっつーの！　いいから早く行け！」

　二人は視線を合わせ、ニヤリと笑えみを交かわす。リューイは踵きびすを返し、塔とうから駆け下りた。

　目指すは中庭。彼女の元へ──。




　中庭で発生した乱戦は、もはや収しゆう拾しゆうのつかない大混乱になっていた。

　しかしその実、反乱側は風前の灯ともし火びだった。なにせその数は一千足らず。一方、サーラルの白びやく天てん旗き幟し兵へい団だんは八千。その差は歴然である。今はまだ内うち廓くるわ内の小こ競ぜり合いだが、外そと廓くるわに配備されている本隊が結集され、投入されたら、反乱鎮ちん圧あつなど時間の問題だろう。

　リューイは城壁を必死に走り、中庭へと急行しながら、目まぐるしく考えを巡めぐらしていた。

　中庭の中央に、処しよ刑けい台の舞ぶ台たいがあった。リューイはそこにハルカがいることを確かく認にんする。

「ヨギ！　頼たのんだ！」

　その言葉に、リューイに貼はりついた幻王印ゲンノウインから、小さく返事が聞こえる。

（了りよう解かい──）

　間を置いて、ドオン、と龍哭塞に爆ばく音おんが轟いた。

　それは中庭で戦っていた兵士たちの怒声をもかき消すほど、激しい轟ごう音おんと衝しよう撃げきだった。上空に幾いくつもの黒こく煙えんが立ち上る。あちこちで城壁がガラガラと音を立てて崩ほう壊かいした。

　それは大爆発だった。龍仙具アトリビユートではない、物理的な火薬爆発。

　ヨギが施せ工こうした黒色火薬の爆ばく弾だんだった。

　彼女は前もって、龍哭塞の各所に爆薬を仕込んでいたのだ。

　爆破の目的、それは外にいた大量の援軍を閉め出すこと！

　自らの城を破は壊かいし、その瓦が礫れきによって、内廓と外部をつなぐ経路を分断。内廓を孤こ立りつさせ自軍もろとも敵軍の中ちゆう枢すうを閉じこめる。

　まさに〝肉を切らせて骨を断たつ〟捨て身の作戦だった。

　そして封ふう鎖さした内廓内の局地的戦せん闘とうに勝利し、電でん撃げき的かつ、なし崩くずしに大局勝利を掠かすめ獲とる。外にいる本隊が城じよう壁へきの瓦礫を取り去り、中へと雪崩なだれこむ前に！

　走りながらリューイは考える。敵の瓦礫撤てつ去きよ時間はどのくらいだ!?　敵は百ひやく戦せん錬れん磨まの白天旗幟兵団、五日で河を堰せき止める堤つつみを築くほどの部隊だ。兵の中には一流の土木技術を持った工兵がいることだろう。これしきの爆破で崩れた瓦礫など、あっという間に除去されてしまう。

　おそらくタイムリミットは、三十分、いや二十分か。時間の問題だ──！

　リューイは勢いづく中庭に走りこみ、敵味方入り交じる乱戦のなか、人をかき分けて進む。

　そしてなんとか、ハルカのいる処刑台の元へとたどり着いた。

「ハルカ！」

　リューイの目に、壇だん上じように倒たおれていたハルカの姿が飛びこんできた。

　まさか──！

　ハルカが毒杯を呷あおり、嚥えん下かしたかと思い、リューイの顔が青ざめた。しかしそうではなかった。まだ息がある。どうやら彼女は爆ばく発はつのショックで倒れこみ、気絶しているらしい。

　リューイは彼女を介かい抱ほうすべく、ハルカのいる壇上へと駈けあがる。

　その瞬しゆん間かん──。

　凄すさまじい光量の閃せん光こうが瞬またたいた。そして同時に轟とどろく雷らい鳴めい。

　龍りゆう哭こく塞さいの上空一面に、稲いな妻ずまが逆巻いた。まるで天てん蓋がいが吹き飛んだような雷光だった。

　そのあまりの威い力りよくに、敵も味方も、戦うことも忘れて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　まるで今までの混乱が噓うそのように、静まりかえる城内。

　リューイが稲妻の落ちた先を見やった。そこには、長ちよう槍そうを掲かかげる一人の男がいた。

「兄さん！」

　リューイが目の前にいる肉親を睨にらみ、その名を言い放つ。

「リューイ、なぜ帰ってきた？」

　白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルは、手に持った雷霆戟ライテイゲキに放電の余よ韻いんを残し、弟の顔を睨みつける。

「ヴァルシャナ、おまえの入れ知ぢ恵えか。だが相手が悪かったようだ。下策だな──」

　城塞のどこかで、この様子を見ているであろう女軍師に対し、サーラルが呼びかける。

　彼の言うとおりだった。趨すう勢せいは逆転していた。彼の龍仙具アトリビユートは、戦せん況きようを一変させるに充じゆう分ぶんな威力を持ち合わせていた。もはや兵の数など問題ではない。

　たった一人で何千、何万の兵にも勝まさる圧あつ倒とう的な力を持つ男。それこそが〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟であり、最強の〝龍仙士ドレイク〟、白琥将軍サーラルという男なのだ──。

　サーラルが流りゆう麗れいな眉まゆを動かし、笑う。そして雷霆戟を構え、リューイの前に歩み寄った。

　リューイはハルカを背に、彼女を庇かばいつつジリジリと後退する。

「リューイ、勇気は褒ほめてやる。だが無む謀ぼうな勇気は蛮ばん勇ゆうに過ぎん」

　サーラルが雷霆戟を構えた。バリバリと白はく刃じんに稲妻が集まり、とどめの一いち撃げきが充じゆう塡てんされる。

「おまえに殿でん下かは救えない。悪あがきをやめて現実リアルに戻もどれ。リューイ」

「兄さん！」

　リューイは悔くやしさのあまり、唇くちびるを嚙かんだ。

　やはり、無む駄だなのか──？

　怖こわくはなかった。すでに死ぬ覚かく悟ごはできていた。

　リューイは振ふり返りハルカの顔を見る。美しい愛する少女の顔は、安らかだった。

　ごめん……ハルカ……。

　そのとき、不意にハルカの目がゆっくり開かれた。

「リューイ……さん？」

　ハルカが視界にリューイの顔をとらえ、小さくその名をつぶやく。

「チィース……。チョーシ……どう？」

　リューイは彼女に力なく笑って言った。その挨あい拶さつは、彼が今できる精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだった。

「なぜ……なぜ……ここへ……？」

　ハルカの目は、無限の愛いとしさと憂うれいをこめて、リューイを見つめる。

　しかし、その慈じ愛あいに満ちた視線は、今のリューイにとってあまりに残ざん酷こく過ぎるものだった。

「ごめん、ハルカ」

　リューイが目に涙を溜ため、俯うつむく。

「〝役立たずリユーイ〟──やっぱり、みんなの言う通りだ」

　楽しい夢は終わり。そして悪夢に目覚める。すべては自分の無力さゆえ──。

「たった一つだけ……方法があります」

　ハルカが小さく呟つぶやいた。リューイは驚おどろいて目の前の少女の顔を見やる。

　そのときだった。

　ハルカが手をのばし、リューイの右手を強く握にぎった。

「ハルカ……な、何を……！」

　驚き、彼女の瞳ひとみを見返した瞬間、リューイは息を吞のんだ。

　彼女の蒼鋼玉サフアイアのように澄んだ瞳に、強い決意と覚悟が浮うかんでいたのだ。

　ハルカは、握りしめたリューイの右手に目を落とす。

　そこに嵌はめられた珠たまからは、早くも小さく蒼あおい光の脈動が起こっていた。

「リューイさんは役立たずなんかではありません。さぁ、もう一度、貴方あなたの龍仙具アトリビユートの力をみせてください。あのとき──エスフィンのときのように」

「ま、まさか……!?」

　リューイが激しく狼ろう狽ばいする。ハルカは固い意志をこめ、凜り々りしい表情で言い放った。

「私の命を、使って──」

　その言葉を聞いた瞬間、リューイの頭に金かな槌づちで殴なぐられたような衝しよう撃げきが走る。

「し、知っていたのか!?　ハルカ!!」

　あのとき──ティルギットでハルカを殺そうとしたエスフィンを屠ほふったのは、間ま違ちがいなくリューイの龍仙具アトリビユートの力だった。その威力は絶大。しかし同時に彼の力は、その代だい償しようとしてハルカを昏こん倒とうせしめ、彼女に生死の境を彷徨さまよわせる羽目となった。

　あの事件の直後、リューイは自分の龍仙具アトリビユートの能力について、ある結論を確信した。

　リューイの龍仙具アトリビユートの能力──それは、他人の〝力〟を吸い取る能力。

　そしてその力の発動のためには、力の呼び水となる〝発生装置ジエネレータ〟が必要になる。

〝発生装置ジエネレータ〟──それはすなわち、自らをオルンへと召しよう喚かんした依より代しろの生命力。

　つまりハルカの命──!!

「ダメだ!!　そんなこと……できない!!」

　反射的にリューイは叫んでいた。そして懸けん命めいにハルカの手を振り払おうとする。しかし彼女の手にこめられた力は、想像以上に強かった。

「ハルカ、君は──！」

　刹せつ那な、ハルカのもう一つの手がリューイの顔に触ふれた。ハルカの柔やわらかな指が、紅潮する彼の頰を優やさしく包みこむ。そして彼女はリューイの目を真っ直すぐに見つめた。

「お願いします。私の命と引き換かえに、サーラルを倒たおしてください」

　ハルカの指先がリューイの頰ほおを伝う涙なみだの跡あとをなぞる。

　そして彼女はリューイの掌てのひらに貼りついた幻王印ゲンノウインに向かってささやいた。

「ヨギさん、聞こえてますか？」

（…………はい）

「お願いです。私の命が潰ついえる前に、皆みなを連れ、元の世界に帰って下さい──」

（…………）

　ヨギは答えない。その沈ちん黙もくは了りよう承しようとも拒きよ否ひともとれた。

「ハルカ！　ば、バカなこと言うな……！」

　リューイの必死の訴うつたえを、ハルカはキッと視線を飛ばし、無言で制する。

　ハルカの瞳に、炎ほのおが宿っていた。蒼く、強く、静かな煌きらめき。その瞳は雄ゆう弁べんだった。

「私は世界を統すべる王。統とう国こく公主ハルカ。死ぬ覚悟など、とうの昔にできています」

　自じ暴ぼう自じ棄きなどではない。それは固い決意だった。龍りゆう哭こく塞さい一千の民たみの──いやオルンに住む民すべての運命を抱かかえ、受け止める帝王の矜きよう持じ──。

「リューイさん……私の命を、受け取って──」

「──!!」

　その瞬しゆん間かん、ハルカの腕うでがリューイの首へと回った。彼の頭を自ら胸に抱ほう擁ようし、細い腕にギュッと力をこめる。それを拍ひよう子しにリューイの右手に嵌められた珠の光が、一段と力を増していく。

「ごめんなさい──」

　ハルカの頰に涙が伝う。ハルカは整った唇くちびるを震ふるわせ、悲しい顔で微笑ほほえんだ。

「……思わず言っちゃいました。これで三回目ですね……」

「えっ？」

「駄だ目めって言われているのに、謝ってしまいました。これで〝罰ばつゲーム〟決定、ですね……」

　そう言って照れるようにハルカは笑った。苦しそうに、か弱く、そして限りなく優しく。

「ハルカ……」

「罰ゲームが、お別れの挨拶なんて……ちょっと変ですね……」

　そこまで言って、ハルカはついに意識を失った。ゆっくりと瞼まぶたが閉じられていく。

　彼女はゆっくり、リューイの右手を自らの手に重ね合わせた。そして指と指をからませ、ギュッと握る。

「そう、お別れだ。リューイ」

　そのとき、サーラルの言葉とともに、二人の頭上に雷霆戟ライテイゲキから電でん撃げきが放出された。青白く尾おを引く雷いかずちが、重なり合う二人を包んでいく。バリバリバリと稲いな妻ずまが空気に放電し、周囲が閃せん光こうに包まれる。

　二人の体は黒い消し炭となり、この世界から消しよう滅めつする──。

「何!?」

　だがその瞬間、サーラルの顔に、初めて狼狽の色が浮うかんだ。

　二人を包む電撃が、彼らを攻こう撃げきすることなく、その周囲に帯電したのだ。まるで電磁の竜たつ巻まきのように、二人を台風の目にして、雲うん霞かの如ごとく！

「くッ！」

　次の瞬間、リューイは右手に刺さすような痛みを感じ、思わず呻うめいた。

　掌の珠たまから、光の粒りゆう子しが体内に侵しん入にゆうしてくるような感覚だった。掌から右みぎ腕うでへ、右腕から全身へ。吸収された光は、全身の至るところを駆かけ回り、リューイの中に眠ねむる何かを滾たぎらせる。

　次の瞬間、リューイの体がドクンと跳はね、右手に激痛が走った。

「くああああああああッ！」

　激痛は、まるで鉄かな箸ばしを突つき刺すような、灼しやく熱ねつの痛みだった。

　刹那、閃光が瞬またたいた。それは電撃攻撃のときの数十倍の光量だった。その光は内うち廓くるわ、いや龍哭塞全体を巻きこみ、敵味方、そこにいるあらゆる人にあまねく照射される。

「これは──!?」

　閃光を直視してしまい、サーラルは思わず目を瞑つぶる。

　そして再び瞼を開いた瞬間、彼の目に飛びこんできたのは、信じられない光景だった。

　リューイが立ちあがり、彼に正対していた。

「リューイ！」

　弟の顔を見た瞬間、サーラルの目が驚きよう愕がくに見開かれた。それほどまでに、彼は変へん貌ぼうしていた。

　リューイの髪かみが、透すき通る銀色に光っている。そして双そう眸ぼうは、澄すんだ碧へき眼がん。それはまさしく、ハルカの容よう貌ぼうと寸すん分ぶん違たがわず同じ特とく徴ちようだった。

　そして掲かかげられた右手──そこに嵌はめられた珠は、まるで息を吹ふき返したかのように、深い紺こん青じようの輝かがやきを湛たたえ、周囲に同色の光を放出していた。その色はまるで統帝龍旗の青と同じ、美しい紺こん碧ぺきだ。

　今、リューイの中に眠っていた龍仙具アトリビユートは、ハルカの力を吸って完全に解き放たれた。

　そして覚かく醒せいし、リューイは変貌したのだ。

〝龍帝の相〟──統帝の血脈、仙せん龍りゆう帝ていバータルと同じ〝龍ドウルク〟の眷けん族ぞくとして！

「ハルカ……」

　変貌を遂とげたリューイは、ゆっくりと振ふり向き、そこに倒れた少女の名前を呼ぶ。

　ハルカはまるで死んだように体を投げ出し、きつく目を瞑っている。

「お別れなんかじゃない。終わりなんかじゃ──」

　そしてリューイは視線をあげ、キッとサーラルを睨にらむ。

「これは、始まりなんだ！　僕たちの〝夢〟の──!!」

「面おも白しろい！　その力、見せてもらおう！」

　サーラルが雷霆戟を構え、渾こん身しんの力をこめて振り抜ぬいた。霹へき靂れきが轟とどろき、稲妻が光る。最大出力の雷霆戟の威い力りよくは、まるで周囲に突とつ発ぱつ的な台風が発生したかのようだった。内廓が荷か電でんされた旋せん風ぷうにつつまれ、ビュウビュウと竜巻が逆巻く。

　刹せつ那な、リューイの目が見開かれた。おもむろに右手を天に掲げる。

　その瞬間、掌の蒼い宝ほう珠じゆの光が、一層の激しさを増した。そしてまるでブラックホールのように、周囲のあらゆる電撃を集め、たちどころに吸い取っていく。

「吸収……しただと!?」

　サーラルがリューイを見返す。雷霆戟の攻撃がすべて無効化されたのだ！

　リューイの掌に輝く蒼い宝珠に、そのすべてが吸いこまれて！

「兄さん──」

　リューイがゆっくりと口を開く。

「……手紙、憶おぼえてるかい？」

「リューイ、おまえ──」

「こんな結末が、兄さんの探していた〝夢〟なのか？　ハルカを犠ぎ牲せいにすることが──」

　リューイの銀ぎん髪ぱつが怒いかりに逆立っていた。彼は帯電し、ビリビリと体に稲妻を纏まとう。掌の石に吸収された雷霆戟の絶大なパワーが、今、リューイの全身に漲みなぎっていた。

「そんな夢、消えてなくなれえええええええええええええッ!!」

　リューイが叫さけんだ。まるで咆ほう哮こうだった。

「リューイ！」

　サーラルが弟の名を叫び、雷霆戟ライテイゲキを構えて駆け出す。

　リューイは頰ほおに流れる大おお粒つぶの涙なみだをそのままに、迫せまり来る愛する兄の顔を凝ぎよう視しする。

　尊敬してやまない偉い大だいなる兄。そして今は倒たおすべき宿敵としての──兄!!

「夢の続きを──僕は叶かなえる！」

　口に出した瞬しゆん間かん、リューイは理解した。

　今、自分がこの世界にいる意味、この世界にやってきた意味を。

　ハルカ、アルディエルをはじめ、龍りゆう哭こく塞さいに生活する千人の兵士たち。

　そしてジュノ、サク、ヨギ、〝龍仙士ドレイク〟として召喚よばれた学生寮りようの仲間たち。

　この龍哭塞は、みんなの〝夢〟が集つどう場所なんだ。

　今、リューイはそんな皆みなの夢を集め、そして絶大な力へと換かえる。

　夢を叶えるために与あたえられたアイテム──龍仙具アトリビユートにこめて!!

「やあああああああッ!!」

　リューイの右みぎ腕うでから、稲いな妻ずまが放射された。それはサーラルの放った雷霆戟をほぼ倍にした威力を持って、彼自身へと反はん撃げきされる。

　あらゆる龍仙具アトリビユートの力を吸い取り、吸収したエネルギーを倍加させ、自分の意のままに操あやつることができる究極の力。それこそがリューイの龍仙具アトリビユート。

　その名も〝龍帝珠リユウテイジユ〟──!!

「ぐああああああああッ!!」

　無防備だったサーラルに、電撃が直撃した。そのダメージをまともに受け、彼の全身が硬こう直ちよくする。その手から雷霆戟が離はなれ、無造作に地面に転がった。膝ひざから崩くずれ落ちるサーラル。その長身を地面へ投げ出すように、ドサリと倒れこむ。そして動かなくなった。

　それはまさしく、サーラル──兄、雪ゆき虎とらの敗北を表していた。




　サーラルを倒してなお、リューイの顔は険しかった。

　リューイは振り向くや否いなや、ハルカの元へと駆かけ寄る。

「ハルカッ!!　ハルカッ!!」

　リューイが叫ぶ。しかし反応はない。ハルカはグッタリと地面に身を投げ出し、倒れていた。

　リューイは彼女を抱だこうと手を伸ばす。しかしハッと息を吞のみ、手を引っこめた。

　僕は彼女に触ふれてはいけない──僕の龍仙具アトリビユートは、彼女の命を奪う凶きよう器きなのだ。

　そのことに気づいた瞬間、リューイの全身に絶望と衝しよう撃げきが駆け巡めぐった。

　そして自分が犯おかした、取り返しのつかない過あやまちの深さに気づいた。

「ハ……ハル……カ……？」

　リューイは青ざめ、思わず腰こしから崩れ落ちた。

　ハルカは息をしていなかった。

　息どころか心臓の鼓こ動どうも、脈も、彼女の生存を証明するすべての生命活動が停止していた。

「そ……そんな……そんなことって……」

　リューイの全身が震ふるえていた。

　あまりのショックに、茫ぼう然ぜん自じ失しつし、五感のすべての感覚がぼやけている。

　あんまりだ──。

　それは、最悪の悲劇。残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな結末だった。

「ハルカッ!!　ハルカッ!!　ハルカッ!!　ハルカァァァァァ!!」

　リューイは気を失いそうな絶望に、何度も打ちのめされながら、必死に叫んだ。

　声を嗄からし、喉のどから血が出るほど、大きく、ずっと。何度も、何度も──。

　僕の住んでいた世界。オルンとか言うこの世界。どっちの世界の神様でもかまわない。

　お願いだから、少女の閉じられた瞼まぶたを、もう一度、開かせてくれ──。

　僕らが龍の神様のはしくれだというなら、その証しよう拠こを見せてみろ！




　ハルカ──!!




　叫びはやがて〝願い〟となり──。

〝願い〟は〝祈いのり〟となり──。

　そして〝祈り〟は〝夢〟となった。




　次の瞬間、わずかに、ほんのわずかに、ハルカの指が、ピクリと動いた。

「ハ、ハルカッ!?」

　リューイは目を見開き、そして再び声を嗄らして彼女の名を叫ぶ。

「お願いだ！　目を……目を開けてくれッ!!」

「……………………」

　小さく、かすかに、そしてゆっくりと、美しい睫まつ毛げに彩いろどられた瞼が開いていく。

　そして、碧あおく深く不思議な色を湛たたえる瞳に、龍哭塞の空の色彩が反射した。

　瞳の中の空に、泣き腫はらし、少女の顔を覗きこむリューイの顔が映る。

「リューイ……さん……」

　ハルカは目の前にいる少年に気づき、小さくその名を呟つぶやいた。

「ハルカ……」

　そのとき、リューイの耳に、幻王印ゲンノウインを通してヨギの声が届いた。

（ハルカさんの生命力が、サーラルの龍仙具アトリビユートの威い力りよくを、わずかに上回った──）
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　それは奇き跡せきだった。

　ハルカがゆっくりと頷く。リューイは安あん堵どのため息をもらし、涙を拭ぬぐった。

「おかえり……ハルカ……」

　リューイが呟き、そしてニコリと笑った。涙なみだでグシャグシャになった顔をそのままに。

　その言葉を聞き、ハルカは小さく頷く。そして彼女も笑って、答えた。

　その笑顔に、あらん限りの愛いとしさと優やさしさをこめて。

「ただいま──」
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「突とつ入にゆう！」

　内うち廓くるわに白びやく天てん旗き幟し兵団の本隊が雪崩なだれこんできた。崩ほう壊かいした瓦が礫れきの除去が完かん了りようし、通路が確保されたのだ。内廓にいた龍りゆう哭こく塞さいの兵士たちは、あっという間に数倍の兵に囲まれていた。

「そこまでだ！　武器を捨てろ！」

　後軍を率いていたリュサンデルが叫ぶ。有能な副官は龍哭塞の兵たちを各個包囲し、追い立てるべく檄げきを飛ばす。しかし、彼の奮戦は時すでに遅おそかった。

　内廓にいた兵は、敵も味方も、すでに戦う意志を失っていた。それもそのはず、すでに戦いは終わったのだ。それを端たん的てきに示す証拠こそ、中庭の中央で倒たおれる伝説の将軍の姿だった。

「か、閣下ッ!?」

　リュサンデルが血相を変え、倒れるサーラル──雪虎の元へと駆かけこむ。

「サーラル閣下！　お気を確かに！」

　必死に体を揺ゆり動かす忠実なる副官に、「う……」と小さく呻うめいて答える雪ゆき虎とら。なんとか意識を回復したらしいが、電でん撃げきのショックで体の自由が利きかないようだ。

「サーラル将軍──」

　その声にリュサンデルとサーラルがゆっくり顔をあげる。そこにいたのはハルカだった。

「ハルカ、大だい丈じよう夫ぶか──？」

　心配するリューイの介かい添ぞえを固辞し、ハルカはふらつく足取りで、雪虎へと歩み寄る。

「これを──」

　彼女は手に持ったものをリュサンデルに差し出した。それは彼の龍仙具アトリビユート、雷霆戟ライテイゲキだった。

　相手に必殺の武器を返すという、彼女の不可解な行動に、一いつ瞬しゆん、リュサンデルが戸と惑まどいの顔を向ける。ハルカは隣となりにいたリューイの許可をとるように、彼をチラリと見やった。

　リューイは深く頷うなずく。彼の右手の青い秘石は、光を失い、くすんだ鉛なまり色いろになっていた。

　リュサンデルは恭うやうやしくハルカから主君の龍仙具アトリビユートを受け取った。

「サーラル将軍。いえ、リューイさんの兄上。貴方あなたの〝夢〟をお返しします」

「殿でん下か……」

　雪虎が顔を苦痛に歪ゆがませ、凜り々りしく自分を見み据すえる少女を見る。

「貴方には、もっと別の目的がおありなのでしょう？」

　そう言って、ハルカは雪虎の顔を見つめ、深く頷いた。

　すべてを見み透すかすような、彼女の澄すんだ碧へき眼がんに、サーラルは視線を逸そらし、首を振ふる。

「やはり、忘れてはいらっしゃらなかったのですね。殿下──」

　含ふくんだような口調で、サーラルは重い体に鞭むちを打って立ちあがる。

「……リュサンデル。馬を」

　雪虎は副官に指示を出し、引かれてきた愛馬に体を投げ出すように騎き乗じようする。

「リューイ」

　馬上でリューイを見下ろし、雪虎は自分の実じつ弟ていの名を呼んだ。

「この世界を甘く見るな。この世界はおまえが思う以上に残ざん酷こくだ」

「兄さん……兄さんの本当の夢って、何なんだ……？」

　リューイの質問に、雪虎は目を細め、整った口元を曲げて小さく自じ嘲ちようする。

「俺の夢は──悪夢だ」

　雪虎は、端たん麗れいな顔を小さく歪ませ、刺さすような視線でリューイを見る。

「十年前──おまえたちの世界で二年前、俺はこの世界の永遠の虜とりことなった。先帝陛下の死が、すべての悪夢の元げん凶きようだ」

　雪虎の口から、先帝という言葉が出た瞬しゆん間かん、ハルカがビクッと反応した。

「俺は俺の見続ける悪夢に決着をつけねばならん。この世界の悪夢の闇やみは昏くらく、そして深い」

　雪虎がそう言って、遠い目をする。絶望と哀あい愁しゆうがない交ぜになった暗い顔だった。

「それはすなわち、十年前に起きたあの出来事に決着をつける──そういうことですか？」

　ハルカがそう言って、興奮気味に一歩、踏ふみ出して言う。

「サーラル将軍、教えてください！　父上の──鞍あん上じよう帝ていの死の真相を！」

「…………」

　ハルカの質問に、雪虎はついに答えなかった。

　雪虎は小さく馬の手た綱づなを引くと、チラリとリューイの顔を見やり、そして呟つぶやく。

「殿下を……死なせるなよ……」

「兄さん……」

　その瞬間、雪虎が小さく微笑ほほえんだ。

　その笑えみは、兄が弟を認めた証あかしだった。いつも泣きベソをかき、そして兄の背中に隠かくれて生きてきた弟が、遂ついに兄という巨きよ大だいな影かげを振り払はらった瞬間だった。

　リューイは深く頷いた。その返答に満足げに頷き、雪虎は手て渡わたされた兜かぶとを装着する。白銀に輝かがやく兜で顔を覆おおった雪虎は、もはや白天旗幟兵団を率いる白びやつ琥こ将軍サーラルに戻もどっていた。

「兵をまとめろ。殿しんがりは私がとる」

　サーラルは馬首を返し、龍りゆう哭こく塞さいを去っていく。彼の兵もそれに続いた。

　おそらく新たな戦場に旅立つのであろう兄の後ろ姿を、リューイはいつまでも見つめていた。
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　市街地の方々から火の手があがっていた。

　パルミアの首しゆ邑ゆう、代都カラバリク。封ほう王おうドルジフのお膝ひざ元もとであるそのパルミア最大の都市は、その日、回天の大事変による擾じよう乱らんの渦か中ちゆうにあった。

　しかしそれは、外敵の遠えん征せいによるものではなかった。黒灰石の荘そう厳ごんな城じよう壁へきに囲まれた邑城は、堅けん牢ろうな城門をこじ開けられる前にすでに陥かん落らくしていた。逃にげ惑まどう衛兵たち。そしてそれを追い立てるのは、鋤すきや鍬くわを掲かかげ、粗そ末まつな服装に身を包んだ一いつ般ぱん市民である。そう、戦いくさを巻き起こしたのは城中の民たみだ。

　戦乱の原因は住民の一いつ斉せい蜂ほう起きだった。

　封王ドルジフの悪政に、パルミアの民たちの怨えん嗟さはついに溢あふれ、弾はじけた。

　明け暮れる戦乱と重税、ドルジフの外がい征せい政策の失敗は、パルミアのあらゆる経済活動と市民生活に、致ち命めい的てきな危機をもたらしていた。

　そしてついに都市の自警団とドルジフの独裁に反対する軍部の一部が手を組み、政治を専横する王党派に反旗を翻ひるがえしたのだ。それは局地的なクーデターであった。

　そんな混乱のまっただなかにあるカラバリクに、白い兵装の一軍が入城してきた。

　サーラル率いる白びやく天てん旗き幟し兵へい団だんである。龍りゆう哭こく塞さいの攻こう防ぼうから、二十日後のことであった。

　カラバリクの反乱軍は、門を開け放って、この伝説的な英えい雄ゆうを受け入れた。

　サーラルは中立的な立場で、反乱に荷か担たんするつもりは毛頭なかったが、反乱軍は〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟の名声を利用し、王党派打だ倒とうの志を持つ盟友として彼を招しよう聘へい、市民らに触ふれ回った。

　結果、市民の圧あつ倒とう的な歓かん待たいを受け、サーラルは救国の英雄としてカラバリクへと凱がい旋せんした。

　黒こく耀よう台だい。ドルジフ率いる王党派の最後の牙が城じようであったはずの王宮は、サーラル軍の来訪とほぼ同時に、反乱軍の降こう伏ふく勧かん告こくを容いれ、開城したところだった。

「閣下、お供します」

「かまわん。おまえは投降した王党派残党を収しゆう監かんしろ。抵てい抗こうする者以外は殺すな」

　サーラルは副官リュサンデルにそう命じ、王宮の廊ろう下かを一人、奥へと歩いていく。

　王宮はもぬけの殻からだった。あちこちに兵士たちの骸むくろが転がっていたが、人の気配はない。

　ドルジフに媚こびへつらっていた諸しよ侯こうたちは、私財をかき集め、とうの昔に自分たちの荘しよう園えんへと逃げ帰ったあとだった。

　不意に柱の陰かげに人の気配がして、サーラルは歩を止めた。

「誰だれだ」

　その言葉に応こたえるように、人ひと影かげが姿を現した。その顔にサーラルは見み憶おぼえがあった。

「卿けいはハルカ殿でん下かの護衛役──確かアルディエルといったか」

「サーラル──」

　隻せき眼がんの女戦士──アルディエルはサーラルを睨にらみつけ剣けんを構える。刀身は血ち脂あぶらに濡ぬれていた。

　アルディエルの敵意の意味を正確に理解し、サーラルは兜の下で自嘲気味に呟く。

「案ずるな。卿の主君は無事だ。龍哭塞の攻こう略りやくは、俺の手をもってしても不可能だった」

　その言葉を聞いて、アルディエルの険しい目から殺気が消える。

「黒耀台を陥落させたのは卿か」

　サーラルが周囲を見回して聞く。アルディエルは小さく頷うなずいた。

「ドルジフを快く思わぬ諸侯や将軍はたくさんいた。そいつらを少し焚きつけたに過ぎん」

「そうか。この反乱、卿が首しゆ謀ぼう者しやか」

　そういってサーラルが面おも白しろそうに笑う。

　するとアルディエルは、にわかにサーラルに対し右みぎ腕うでを突つき出した。

　その腕に浮うかびあがる黒い刺青いれずみを見た瞬しゆん間かん、サーラルが納なつ得とくしたように頷く。

「ヴァルシャナめ……とことんまで食えぬ女だ」

　捕ほ虜りよとしてカラバリクの獄ごく中ちゆうにいたアルディエルは、幻王印ゲンノウインから受けたヨギの指示に従い、巧こう妙みような工作を駆く使しし、反王党派と秘ひ密みつ裏りに交渉をしていたのだ。今回のクーデターは、すべてヨギの仕組んだ策略が実を結んだ結果であった。

「それにしても、捕虜の身で反乱を煽せん動どうし、代都を奪うばい獲とるとは。アルディエル。その実行力、龍哭塞の一兵卒にしておくにはもったいない将しよう帥すいぶりだ。卿が望むなら、ぜひともわれら〝白天旗幟兵団〟の副将となり、我が片かた腕うでとして働いてもらいたいものだな」

　サーラルの冗じよう談だんとも本気ともとれぬ勧かん誘ゆうに、アルディエルが小さく首を振ふる。

「戯たわ言ごとを。私には、帰らねばならぬ場所がある」

「それもまた是ぜだ」

　サーラルが鼻を鳴らして笑う。そして再び歩を進めた。黒耀台の最奥、王の間へ──。

「アルディエルとやら、龍哭塞に帰る前にひとつつきあえ。伏ふく魔ま殿でんを拝みにいくぞ」




　二人が赴おもむいた王の間の中央には、大の字になって横たわる男がいた。

　ドルジフだ。もはや王のメッキは剝はがれ落ち、そこにいたのは一人の醜みにくい肥満体の男だった。

　ドルジフに自害を申しつけられたのであろう、室内には十数人もの彼の愛あい妾しようたちが、あちこちで冷たい骸むくろを晒さらしている。そこはもはや、尊厳で神聖な為い政せい者しやの座ではなくなっていた。

「……き、貴様は…………」

　虫の息のドルジフが、血の気の失うせた顔で白びやつ琥こ将しよう軍ぐんの顔を見あげる。

「こ、これは──!?」

　ドルジフの容体を見た瞬間、横にいたアルディエルの目が大きく見開かれた。

　ドルジフの体が硬こう直ちよくしていた。下半身が岩石のようなゴツゴツとした質感に変へん貌ぼうしている。

「体が……石になっているのか──!?」

　それは信じられない光景だった。ドルジフの体は生きたまま石化されていたのだ。

　石化は驚おどろくべきスピードで、下半身から上半身へと伝でん播ぱしていく。

「この力は──」

　冷静だったサーラルの目に、初めて狼ろう狽ばいの色が浮かぶ。

　人間を石にする──こんな芸当ができるのは、世界を探しても他ほかにはいない。

　間ま違ちがいない。犯人は──〝龍仙士ドレイク〟。

「サ、サーラル……聞いてくれ……」

　死にかけのドルジフが、虚うつろな目でサーラルを見あげて言う。

「あの男だ……あの男が再びパルミアに舞まい戻もどったのだ……！」

　その言葉に、再びサーラルの眉まゆがピクリと動く。

「十年前、鞍あん上じよう帝ていを殺した、あの男が──」

　その言葉を最後に、ドルジフの目から光が失せた。

　ついに全身が石化し、彼は物言わぬ石の塊かたまりとなっていた。王の間を飾かざる醜い偽ぎ王おうの石像スタチユーに。

「…………」

　サーラルは死体をそのままに、バサリと純白のマントを翻ひるがえして、部屋を去っていこうとする。

「サーラル！」

　アルディエルが振り返り、サーラルの背中に叫さけぶ。

「これからどうするつもりだ!?」

　しかしサーラルは彼女の質問を無視し、王宮の窓から、遠く空を見やった。

「やはり、我が行くは終わらぬ悪夢。我が天命は、血ち塗ぬられた道か──」

　彼の脳のう裏りに、十年前の光景がまざまざと甦よみがえる。

　あの男──同じ〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟として戦せん役えきを共に戦った、かつてのクラスメイト。

　そして無二の親友だった、あの男──。

「リューイ……」

　サーラルは紺こん碧ぺきの空を見あげ、小さく弟の名を呟つぶやいた。

「腐くさりかけた龍の骸には、未いまだ数多あまたの毒の蛆うじがあふれているぞ──」
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「カンパーイ！」

　部屋のあちこちで、コーラやお茶の注がれたコップがかち合う音がした。

　逍しよう遥よう館かん高こう校こう学生寮りよう、本館にある集会室。今夜、そこは寄宿する学生たちのささやかな祝賀会会場となっていた。その開かい催さいの理由は、他ならぬ〝龍りゆう哭こく塞さい防衛記念パーティ〟である。

　サーラルの軍を退けた龍哭塞は、まさしく満まん身しん創そう痍いであったが、その兵たち、そして〝龍仙士ドレイク〟たちにとって、彼らとの戦いは、今まで以上の強い団結力と帰属心を生んだ。

　学生達──〝龍仙士ドレイク〟たちは、皆みな、歓かん喜きと熱ねつ狂きようとともに、心の底からパーティに興じている。

　その中には、宗むな方かた先せん輩ぱいをはじめ、戦死してしまったメンバーもいる。たとえもう龍哭塞に行くことはできなくても、彼らは皆、仲間。龍哭塞を守り抜ぬいた戦友なのである。

　熱狂のなか、リューイは一人、コップを片手にウロウロと所在なく会場を歩き回っていた。

　ふと、会場の隣となりで、机に座っている二人の生徒の姿を見つけた。それはジュノとサクだった。

「だから、二ふた桁けたの整数の十の位をａ、一の位をｂとすると、10ａ＋ｂで表せるでしょ？」

「なんでよ？　どうやったらそんな発想が生まれるんだよ！　アンビリーバボーだよ！」

「発想とかじゃなくて、憶おぼえるのよ。ちゃんと予習すればいいってだけよ」

「あ～、俺もパーティに行きてぇなぁ……」

「私だってそうよ！　つーか、あんたのために付き合ってやってるんでしょ!?」

　激しく言い合うジュノとサク。どうやら勉強の真っ最中らしい。そうか、サクは全教科赤点だった。そりゃパーティに興じている場合ではないだろう。

「お、リューイ」

　サクが、ドアの陰かげから覗のぞいているリューイを見つけて手を振ふった。

「よそ見をしない！　次の問題！」

　ジュノがサクの頭を小こ突づいて、強ごう引いんに机の上の問題集に向き直らせる。まるで犬のしつけだ。

「トホホ……もう勉強はコリゴリだよ～、ドラえもん～」

「フザけてないで、キリキリ学べッ!!」

　ジュノが参考書を丸めサクの頭をスパーン！と叩たたく。キャインと鳴いて机に齧かじり付くサク。

　……なんだか、案外二人とも楽しそうだ。でも……ご愁しゆう傷しよう様さま。

　そう小さく呟き、リューイはその場をあとにした。




　パーティ会場の片かた隅すみに、ヨギがいた。ヨギは相変わらず存在感の希き薄はくな様子で、パーティの輪から離はなれ、一人テーブルに向かっている。いつもの如ごとく将しよう棋ぎ盤ばんと睨にらめっこしているらしかった。

　まったく、せっかくのパーティなのに……しかし彼女らしいと言えば彼女らしい。

　リューイはヨギの対面に座る。リューイの存在に気づき、ヨギがかすかに顔をあげた。

「一人で将棋？」

　その問いかけに、ヨギが小さく頷うなずき、再び将棋の盤ばん面めんに目を落とす。

「過去の竜りゆう王おう戦せんの棋き譜ふ──」

　リューイはその答えに「ふぅん」と答える。

「あ、ここをこうするとどう？」

　そう言ってリューイは盤面の駒こまを適当に動かしてみた。

「そこは角が効いている」

「へー、んじゃ、ここは？」

「そもそも銀は横に動けない」

　どうやら彼の手はすべて駄だ目めらしい。というか将棋のシの字も知らないのだ。当たり前だ。

「あ～～～、じゃ、ここはどうだッ！」

　そう言ってヤケクソになり、リューイは目に入った駒を適当に動かし立ちあがった。

「んじゃ、また！　この前はありがとう、ヨギ！」

　そう言ってヨギに手を振り、去っていくリューイ。

「あ──」

　不意にヨギが小さく言葉を詰つまらせた。しかしそれに気づかないリューイは会場の人ひと混ごみに消えていく。無表情なヨギの顔に、一いつ瞬しゆん、ちょっとだけ寂さびしそうな色が浮うかんだ。

　そしてヨギが肩かたを落とし、再び盤面に目を落とした瞬間──。

「……詰んでる」

　瞬間、ヨギの眼鏡の奥の瞳ひとみが、驚おどろきに大きく見開かれた。その表情はいつも無表情で冷静沈ちん着ちやくな彼女が初めて見せる、とても愛くるしい感情の露ろ出しゆつだった。




　　＊　＊　＊




　満天の星が、夜空に輝かがやいていた。

　龍りゆう哭こく塞さいを見下ろすテラスへ向かい、リューイは一人、歩いていた。

　眼下に広がる城じよう塞さいは、先の攻こう防ぼう戦せんの爪つめ痕あとが無残に残り、あちこちで瓦が礫れきの山を築いている。

　しかし城塞の人々が総そう出でで力を合わせ、その修復に勤いそしんでいるところだった。

　完全な修復には、まだまだ多大な時間と労力がかかる。しかしそこで働く兵や民たみたちの顔は、皆、希望に満ちあふれ、輝いていた。

　龍哭塞は確実に、復興に向けて躍やく進しんしていた。

　ふと、リューイの向かう先に、人ひと影かげが浮かびあがった。

　テラスに立って、夜空を見あげる一人の少女の後ろ姿。少女はリューイの存在に気付くと、ゆっくりとこちらに振り向く。そして彼に溢あふれんばかりの慈じ愛あいと愛情に満ちた笑え顔がおを見せた。

「おかえりなさい、リューイさん！」

　少女の言葉に、リューイは照れくさそうに笑い、頭を搔かく。

「ただいま。ハルカ」

　ハルカが嬉うれしそうにリューイの元へと駆かけてくる。

「リューイさんたちと交かわした約束、まだ果たされていませんでしたね」

　不意にそう言って、ハルカが少し頰ほおを赤らめる。

「約束？　約束なんてしてたっけ？」

「え……と……、あの、その……罰ばつ……ゲームです……」

　少女が下を向き、モジモジと恥はじらう仕草をする。リューイの顔がにわかに赤くなった。

「あ、い、いや、そ、それは……てっきり……冗じよう談だんかと……」

　リューイが慌あわてて否定する。その態度に、ハルカが不意に拗すねたような顔になる。

「では……して頂けないの……ですか？　残念です……」

「えっ!?」

　予想外の返答に、思わずリューイは驚いて彼女を見返した。

　ハルカの顔は真剣そのものだった。彼女は赤面しつつ、澄すんだ瞳でリューイを見つめている。

「……いいの？」

　少女がコクリ、と頷うなずく。小さいがはっきりとした返事だった。

　リューイは緊張のあまり、ゴクリと唾つばを吞のみこんだ。

「すみません……恥ずかしいので……目を……閉じていいですか？」

「う、うん……」

　リューイは緊張に震ふるえる手で、ゆっくりとハルカの肩を抱だき寄せようと、両りよう腕うでを伸ばす。

　そして、彼女の小さな唇くちびるを──。

　バチッ！

　瞬しゆん間かん、リューイの手に青い閃せん光こうが巻き起こった。

「あつッ！」

　刺さすような痛みに小さく悲鳴をあげ、リューイは思わず体を仰のけ反らす。

　そうか──。

　リューイは思い出した。そう、彼の龍仙具アトリビユートはハルカにとって諸もろ刃はの剣つるぎ。

　少年と少女の肌はだは、決して触ふれることのできない宿命なのだ。

「残念だけど……罰ゲームは永遠に果たせそうにない……みたいだね」

　リューイは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「どうやら、コイツが邪じや魔ましてるみたい。嫉しつ妬と深い龍仙具アトリビユートだなァ」

　そう言ってリューイは右手を掲かかげる。そこには〝龍帝珠リユウテイジユ〟が青く光を放っていた。

「そ、そんなぁ……」

　ハルカが情けない顔をする。初めてのキスに際し、乙女はよほどの覚悟を決めていたのだろう。その顔は、まるでおあずけをされた小犬のようだった。

　その表情が妙みようにかわいく、滑こつ稽けいだったので、リューイはなんだか無む性しようにおかしくなった。

　ついプッと吹ふき出し、あははははははは、と声を出して笑う。もはやムードはブチ壊しだ。

「もうッ！　笑わないでください！　無礼です！　私は統とう国こく公主ですよ！」

　ハルカがプーッと頰ほおを膨ふくらませて怒おこる。そしてすぐに彼女もつられてクスクスと笑いだした。

「あははははは、ごめん！」

　今にも落ちてきそうな満天の星の下、二人はいつまでも声をあげて笑い続けた。

　そして笑いながら、少年は再び確信した。

　彼の願う〝夢〟の意味を──。
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『龍朝秘史』、及および『統とう国こく通つ鑑がん』、『オルン史略』、『龍帝演義』──。

　ドルクルス統とう国こくに残る後世の歴史書には、同時代の多くの記録が残っている。しかしその中に、龍りゆう哭こく塞さいに関する攻こう防ぼうと、そこで活かつ躍やくした〝龍仙士ドレイク〟たちを記述した箇か所しよは驚くほど少ない。

　時代はこののち〝五封ほう王おう戦国時代〟、〝南北朝時代〟と、血ち塗ぬられた戦乱に明け暮れる戦国乱世へと突とつ入にゆうしていく。しかしその動乱の果てには、やがて輝く新時代が到とう来らいすることも、また史実として多くの文書に顕けん然ぜんと記き載さいされていた。

　遠くない将来、新たな平和の世を担になうことになる英えい雄ゆう──ドルクルス第二王朝復興の祖と讃たたえられる伝説の女じよ帝てい、その名も〝純潔帝〟。

　そしてその〝純潔帝〟に付き従った、名もなき〝龍仙士ドレイク〟たち。

　彼らの王道は、過か酷こくにして熾し烈れつを極きわめる茨いばらの道でもある。

　その苦難と栄光に彩いろどられた運命を、年とし端はもいかぬ少年と少女は、このとき、未いまだ知らない。





（終）　










　あとがきは五里霧中!?







　はじめまして。秋あき水みと申します。

　この度たび、ひょんなことから、スニーカー文庫から小説を出版させて頂くことになりました。

「プロットを見せてください」と編集者さんから言われたとき、前々から書きたかったモチーフを、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとばかり、思いっきり捻ねじこんでみました。

　それは〝異世界で、異能者たちが国を巻きこんで無む双そうするバトルもの〟です。

　途と中ちゆう、高校生が活かつ躍やくする学園モノに方向修正したり……と、紆う余よ曲きよく折せつを経ましたが、自分の書きたいテーマは、余すことなく作品にぶつけられたと自負しております。

　駆かけ足あしですが、続いて謝辞を。イラストを担当して頂いたしらびさん、スニーカー文庫編集部および担当編集者様。そしてこの本を手に取って頂いた読者の皆みな様さま、本当にありがとうございました。そして拙せつ作さくを最後まで読んで頂けたら、何よりの喜びです。





秋水　　













放ほう課か後ごは無む敵てきですが、何なにか？
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